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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　飛行機は、ゆっくりとアスファルトの上を進んでいる。




　私、播はり機はた遙はるかは、クラス全員ジャンケン勝負の報ほう酬しゆうとして、窓まど際ぎわでしかも翼つばさが視界に入らない特等席をゲットしていた。

　窓の外を覗のぞけば、この巨きよ大だいな乗り物が、ゆっくりと動いているのが分かった。

　特等席と言ったけど、本当の特等席はここじゃない。

　もちろん、秋あき津つ先生の隣となりの席が、本当の特等席だ。

　実際、その席を希望する、勇気あるクラスメイトの女子も、何人かいた。

　けれど、秋津先生はその要求を全すべて拒きよ否ひして、現在その席には斎さい条じよう先生が座っている。

　みんなは、「なんで司書の先生が修学旅行に同行するの？」と不思議がっていた。

　私は、分かるような、分からないような、と、いった所。

　秋津先生達からは、別に何も聞いていない。

　いや、ホントは言うつもりだったのかもしれないけど、私の方で聞く暇ひまが無かった。

　この１ヶ月は大おお忙いそがしだったのですよ！

「はるちゃーん、このシートベルトどうやってつけるの～？」

　隣の席のやっかが両手でシートベルトを持ったまま涙なみだ目めで私を見ている。

「貸してごらん」

　っていうか、そんな難しい作業じゃないんだけどな……。やっかのふとももの上に手を伸のばし、シートベルトをしてあげる。

「ありがと～」

　私服のやっかが花のように笑うと、全てを許して抱だきしめたくなる。

　ちなみに私も私服。スーツケースに制服は入っているけど、基本的には、修学旅行中は着る予定が無い。

「？　はるちゃん？　どうかした？」

「えっ？　あ、いや、ううん、なんでもない」

　いかんいかん。ついやっかを見つめてしまった。私はまた窓の外に顔を向ける。

　飛行機はいつの間にか滑かつ走そう路ろに到とう着ちやくしたようで、今は動いていない。

　天気は快晴。飛行機のおっきな影かげが、滑走路の外の芝しば生ふに落ちている。

　ええと、なんの話だっけ。そうだ、この１ヶ月が大忙しだったという話。なにが忙しかったかって、もちろん、修学旅行の準備が。

　スケジュール作りから始まって、班分けして、班ごとの事前研究──これは班の観光ルート策定でもある──をみんなの前で発表したり、他ほかにも非常連れん絡らく方法の確かく認にんとか、覚えなきゃいけない事が山ほどあって、ホント、大変だったのです。

　まあ、その甲斐かいあって、本日ようやく出発の日となったのでした。

「うーん！」

　期待と緊きん張ちようで硬かたくなっている体を伸ばしつつ、機内を眺ながめる。

　機内はクラスメイト達のお喋しやべりに満ちていた。

　ちょっとうるさいくらいだったけど、どの言葉もこれからの期待に満ちた明るい言葉ばかりだったので、その雰ふん囲い気きに更さらに胸が高鳴る。

　だって、初めての海外旅行なのだ。

　飛行機に乗るのも初めての人だって多いと思う。かくいう私もその一人。

「楽しみだね、はるちゃん」

　やっかがころころとした笑え顔がおを向ける。

「今から興奮してると、着いた頃ころに力ちから尽つきてるよ」

　と、私はからかう。

「はるちゃんだってさっきからずっとニコニコしっぱなしじゃん～！」

「えっ！　噓うそ！」

　顔に両手をあてて表情を確認。むむむ、確かに。

　私はやっかに小さく頭を下げた。

「白状します。今からちょっとドキドキしてます」

「ドキドキを我が慢まんする方が無理だって！　海外だよ！　海外！」

　もちろんだ。私だって興奮している。必死で自分を抑おさえているのだ。

　北ほく凰おう学園２年生。今年の修学旅行の行き先は……、

　じゃじゃーん！

　なんと！

　実は！




　イ・ギ・リ・ス！




　なーのでーす！

　これが興奮せずにいられようか！　いや、いられはしない！　反語！




２　僕、秋津安芸あきは、隣となりの席に余よ裕ゆうの表情で座っている男に、ジト目を向けた。




「……未いまだに納なつ得とく出来ないんだが、なぜお前が付いてくるんだ。サイジョー」

　視線を向けられた相手は、いつものようにイヤミっぽく笑って、細い目でこちらを見る。

「『なぜ』とはつれない事を言うね。安芸クン。僕は司書だよ？　文化的な行事には極力参加する決まりなのさ」

　しらじらしい噓をつくな。この前の北凰祭の開かい催さい中ちゆう、一度も顔を合わせていないじゃないか。

　無言で睨にらんでいると、斎条は肩かたをすくめ、小さく笑った。

　そして、笑顔のまま、こちらを見ないで、まるで独り言のように、小さくつぶやいた。

「僕も、何が起きるかまでは、聞いてないんだよ」

　その言葉に、僕は小さくため息をつく。

　そして、僕も前を向いたまま呟つぶやいた。

「つまり、何かは起きる、んだな」

　にやけ男は答えなかった。

　この話をそれ以上するつもりは無いらしい。それでも僕は続ける。

「他に隠かくしている事は？」

「僕が一度だって君に隠し事をしたことがあるかい？　《蒼マーレ》坊や・カヌ」

「その言い方をやめろと何度も言っているだろ」

　普ふ段だんなら人前でこんな話はしない。「《蒼マーレ》坊や・カヌ」と呼ばせるなどもっての外だ。

　が、二人の会話が誰だれかの耳に届く心配は皆かい無むだった。現在、生徒達を乗せた機内は彼らの会話によって大だい騒そう音おんに包まれていたからだ。

　大半が初体験である飛行機旅行、あるいは海外旅行の為ために、生徒達の興奮は最高潮にあり、彼らは座席にシートベルトで固定されているにもかかわらず、その場で大声を発し、少し離はなれた席の友人とのコミュニケーションを確立しようとしていた。

　それが相乗効果を呼び、現在の機内は、隣のにやけ面づらとするくらいの会話が、通路を挟はさんだ向こうの生徒にも届かないくらいの騒音で満たされていた。

　斎条は両手を──狭せまい席では両側には広げられないから、天から何かを頂くかのように前方に──広げて、遠い目をして言った。芝しば居いがかった奴やつだ。

「親愛の証あかしじゃないか。僕らの師し匠しようだって君を呼ぶときは──」

　そこまで言って、斎条は動きを止めた。

　僕も、背筋に冷たい物が走るのを感じていた。頭痛が走りそうになるこめかみを押さえ、忌いま々いましげに呟く。

「必死に思い出さないようにしてたのに……」

「……すまない」

　らしくもなく素す直なおに謝ってくる。無理もない。僕にとっても、斎条にとっても、イギリスは、出来るだけ、いや可能なら絶対に、足を踏ふみ入れたくない土地なのだ。

　なぜなら、師匠がいるから。

　７年間、論ろん理り魔ま術じゆつ師しとしての修しゆ行ぎようをしてもらった師匠は尊敬こそすれ、修行を終えた今は、出来ればもう関わり合いになりたくない人だった。

　それは斎条も同じ筈はずで、自分からイギリスに行く事なんて有り得ない。斎条に対し、《完結したフオル・円環キアカル》からの、よほど大きな強制力が働いたのだと思われる。

　僕は指を一本立てる。

「確かく認にんしよう」

　それは、昨日斎条と打ち合わせた、今回の修学旅行における、我々の最重要ミッションだ。

「一つ。イギリスについても、師匠のフラットには決して近づかない」

　目を閉じて頭かぶりを振ふっていた斎条が続ける。

「一つ。町で偶ぐう然ぜん師匠を目もく撃げきしたら、速すみやかに退散する。決して見つかってはならない」

　頷うなずいて僕が引き継つぐ。

「一つ。目撃情報は常に共有し、万が一片かた方ほうがやられても、もう片方を生き残らせる」

　真しん剣けんな表情で頷く斎条。

　立てていた指を下ろすと同時に、離り陸りくを告げるアナウンスが始まった。

　腕うで時計を見ると、午前７時13分だった。




３　飛行機は、私達を乗せて滑かつ走そうを始めた。クラスメイトの興奮は最高潮に達していた。




　グングン速度を増していく飛行機は、やがて空を登るように機体を傾かたむける。飛行機が浮ういた瞬しゆん間かんだ。

　機内が歓かん声せいに包まれる。

　歓声というか、大だい喝かつ采さいだった。

　私も隣のやっかと両手をつないできゃーきゃー叫さけんだ。

　すると、その喧けん噪そうの中、通路を挟んだ中央の席から、ため息混じりの言葉が聞こえてきた。

「みんなうるさいわねー。飛行機乗った事が無いわけ？」

　やっかごしにその席を見ると、金きん髪ぱつで可愛かわいいメガネの女の子が、周囲の騒そう動どうを見て呆あきれた顔をしている。《紫プルピユラ》の論理魔術師、ベル＝ベルノットだ。

　ベルは元々イギリス在住だし、飛行機旅行も珍めずらしく無いのだろう。この前も教室で、

「なんで集団旅行でわざわざ母国に行かなきゃならないのかしら」

　ってぼやいてた。

　席に寝ねそべってぼやいているベルを見て、私はくすりと笑う。ちょっとだけ思い出し笑い。
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　Ｍラボでの二回目の《査問》の後から今日まで、私の周りでは大小様々なイベントが繰くり広げられたのだけど、そのほとんどで、ベルがなんらかの形で関わっていた。

　一番大きなイベントはなんと言っても北凰祭。

　２日目が終わった後に、みんなで仕込んだサプライズパーティーは最高に楽しかった！　あの時、秋津先生に執しつ事じ服を着せる為に、ベルに協力してもらったのだ。要するに、しぶる先生を、ベルが魔ま法ほうで無理矢理着替えさせたわけ。もちろん、他ほかの子達には見えない場所で。

　その次の日、つまり北凰祭の最終日も大変だった。生徒会長のちょっとした遊び心をきっかけに様々なトラブルが連れん鎖さして発生したのだ。

　おかげで、秋津先生＆笠かさ木ぎさん＆ベル＆私で即そく席せきのバンドを組んでコンテストにエントリーしなきゃならないわ、先生は先生で理事長先生の無理難題に答えなきゃならないわ、あげくの果てにベルの婚こん約やく者さんがイギリスからやって来て、ベルを連れ戻もどそうとするわで、朝から晩まで丸一日大騒動だったのだ。

「あれはあれで楽しかったけど、さすがに大変だった……」

　思わず声に出てしまう。

　北凰祭が終わってから今日までだって、騒動には事欠かなかった。私が論理魔術を修行する為に設立したダミーサークル「探たん偵てい推理研究会」が、何故なぜか徐じよ々じよに学内で評判に上り、謎なぞ解決の依い頼らいが増え始めているのだ。先生は「鏑かぶら木ぎ君か理事長が手を回してるとしか思えない」って言ってた。私は不思議な事や面おも白しろい事が大好きなので、全然歓かん迎げいなんだけど。

《査問》が終わったすぐ後に起きた「自主的水着失しつ踪そう」事件では、ベルが私と先生を更こう衣い室しつのロッカーに閉じ込めちゃうハプニングがあった。まあ、あれはあれで楽しかったけどさ。「第三の焦こげ跡あと」事件では、あやうくベルの魔術が他の生徒にバレそうになって、あれはさすがにヒヤヒヤした。あ、あと、またも図書館が舞ぶ台たいになった「白衣連盟」事件に至っては、秋津先生が鏑木倫りん君の指導で女装まで……いや、これは先生の名めい誉よの為ためにこれ以上は語るまい。あの時はベルと二人で大だい爆ばく笑しようしたけど。

　……こうやって思い出すと、騒動にベルが関かかわっていたというか、むしろベルが騒動の起点の場合が多いような……。ベルがトラブルメーカーなのかな？

「なによ、人の顔じっと見つめて。私に惚ほれた？」

　ベルが変な目で私を見る。おとと、やっか越ごしにベルを見つめたまま固まっていたっぽい。私はにっこり微笑ほほえみ返した。ベルがすこし体を引いたように見えたけど気にしない。

　体を乗り出すようにしてベルに話しかける。

「楽しみだね！　旅行！」

　ベルは手をヒラヒラと振った。

「だーかーらー、私はついこの前までイギリスにいたんだってば」

　ベルはこの８月に、秋津先生に会う為にイギリスからやってきて、そのまま日本に住み着いたのだ。９月に北凰学園に転校してきた後も、ちょくちょくイギリスに戻もどってるみたいだし、あんまり新しん鮮せん味みは無いのかも。

「えー、でもでも、やっぱみんなで一いつ緒しよに旅行するのは違ちがうよー。そりゃ行き先はイギリスだけどさー。……あれ？」

　違い和わ感かんを感じて口ごもると、ベルがこちらを見た。

「どうしたの？」

「ベルってさ、『イギリス』って言うんだね」

「それがどうかした？」

「いや、だってこの前、秋津先生が──」







「イギリスの本当の名前、みんなは知ってるかな？」

　先週の英語の授業で、秋津先生はいつもより10分以上早く授業内容を終わらせて、黒板を消した後、私達に向かってそう言った。

　ポカンとする我々。

　秋津先生はしばらく教室を見み渡わたした後、窓まど際ぎわの席で視線を止める。

「石いし丸まるさん、分かる？」

　指されたやっかが困った顔をしながら回答する。

「ええと……、イギリスは、イギリスなんじゃないですか？」

「うーんと、まあ、そうなんだけど。質問が良く無かったかな。イギリスを英語でなんていうかは分かる？」

「ええと、ＵＫです」

「なんの略？」

「United Kingdom……だと、思います」

「なんて意味だか分かる？」

　やっかは「んー」と考えた後、首を振ふった。先生はそれを見て頷うなずき、また教室の中央を向いた。

「実はUnited Kingdomだけでは正確な名前じゃない」

　先生の視線がこちらに向く。これなら分かる。先生、私を指して！

「播機さん、わかる？」

　やた！　でも落ち着いて回答。

「はい」

　私は立ち上がって答える。

「グレート・ブリテン及び北アイルランド連合王国United Kingdom of Greate Britain and Northern Irelandです」

「正解」

　おーというどよめき。ちょっと恥はずかしい。実は昨日ベルとお喋しやべりしていて、たまたまベルから聞いた事なのだ。

「ジェシカ、イギリス全景を出して」

『了りよう解かいしました』

　合成音声が天てん井じようから響ひびいた後、何も書かれていない黒板に、プロジェクターから投とう影えいされた二つの島の地図が浮うかび上がる。

「どこかわかるよね？　イギリスだよ」

　先生はまず右側の島をこつこつ叩たたきながら言った。

「この東側の大きな島はスコットランド、イングランド、ウェールズからなっている。この三つがグレート・ブリテン」

　そして左側の島の北の端はしを指差す。

「こっちの西側の島はアイルランド。この島は僕が今指を差している所の北アイルランドとアイルランド共和国に分かれている。つまり、グレート・ブリテンと、アイルランドの一部である北アイルランドを合わせた物がイギリスなんだ。『イギリス』という呼び方は、ここの」

　と言って、右の島を再び差す。

「このイングランドという地名から来た物なんだ。１７０７年まで、イングランドとスコットランドは別の国だった。『イギリス』っていうのは、当時のイングランド王国を指す言葉だったんだね」

　小さく感かん嘆たんの声。先生は続けた。

「もうちょっと細かい話をしようか。播機さん、ロンドンって地名の意味、わかる？」

「え？　あ、いやあの……わかりません」

　しょんぼりして座る。

　秋津先生は首を回して窓際の列を見た。

「ベル、分かる？」

　興味なさげに秋津先生の説明を聞いていたベルは、座ったまま答えた。

「ラテン語の『ロンディニウム』でしょ」

「正解」

　おおおおーというどよめき。

「ジェシカ、地図をズーム。イングランド南部全域。キャンバス最大で」

　黒板に映っていたイギリスの地図がぎゅーとズームアップして、同時に表示される範はん囲いが広がり、グレート・ブリテン島の下か端たん部分が黒板いっぱいに映し出された。

「１世紀ごろ、ローマ人がブリテン島を征せい服ふくする為ために、海からテムズ川を上った。そして交通の要所としての拠きよ点てんを作るために上陸した場所が、今のロンドンなんだ。この場所の事を、先住民族であるブリトン人は『沼ぬま地ちの砦とりで』あるいは『荒あれた』という意味の言葉で呼んでいた。それに対応するラテン語が『ロンディニウム』で、やがて『ロンドン』と呼ばれるようになる」

　いつの間にか教室は静まりかえり、皆みんなが先生の言葉を聞いていた。

　先生は小さく息を吸ってから、静かに語り出した。

「何が言いたかったのかというと、地名や、名前というのは言語と不可分なんだ。何も無い所から生まれた言葉なんてそうそう無いって事だね。君たちは来週からイギリスを旅する訳だけど、その間に、様々な地名や名前と出会うと思う。その時に、その文字列がどのように生まれ、どのように過去から現在まで受け継つがれてきたのかを考えてみると、ちょっと違ちがった楽しみ方が出来るかもしれないよ。じゃあ、今日の授業はこれでおしまい。楽しんで来てね」

　先生が喋り終わると同時に、チャイムが鳴った。







「ああ、アキが言ってた話ね。確かに、普ふ通つうはＵＫって言うけど」

　ベルは両手を組んでうーんと背を伸のばした。

「日本にいるんだから、日本での呼び方に合わせるわ。『郷に入っては郷に従え』って奴やつよ」

「ベルってなんでだか知らないけど諺ことわざに詳くわしいよね……」

「大体、イギリスが特別な訳じゃないわよ。そもそも、日本だって、海外ではJapanじゃない。日本って言ってるの、日本人Japaneseだけよ？」

「え？　あ、そっか！」

　よく考えたら凄すごく変。なんでだろ。

　ベルは両手を戻もどしながら私を見る。

「同じ物でも、見る人によって呼び方も、もしかしたら見え方さえ違うって事なのかもね」

「なるほど……」

　ベルの言葉に感心していると、ポーンという音がして、シートベルトを外しても良いというアナウンスが流れた。
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４　空港を出た私は、まずイギリスの空気をめいっぱい吸って、うーんと体を伸ばした。




「ついにやって参りました！　イギリス！」

　耳に入ってくる声全すべて──周りで騒さわいでいるクラスメイトを除いて全て──が英語！

　視界に入る文字も全部アルファベット！

　なにより、すれ違う現地の人達がみんな背が高い！　肌はだの色も髪かみの色も違う！

　外国にやってきたという実感ありまくりですのことよ！

「播機さん、カバンから手を離はなしちゃ駄だ目めだよ」

　私が両手を伸ばして外国の空気を堪たん能のうしていると、後ろから声をかけられる。

「あ。秋津先生♪」

　我が２─Ｄの担任、秋津安芸先生がスーツケースを引きずりながら歩いてくる。

　ちなみに、先生は背広の上だけ脱ぬいで白衣を羽織るという、学校の時と変わらない格好をしている。ネクタイも、相変わらずの評価しにくいデザイン。メガネの上に載のっているくせっ毛の髪が、イギリスの風に揺ゆれていた。

「先生、なんで旅行に来てるのに白衣なんですか？」

　私がそう尋たずねると、先生は小声で囁ささやいた。

「この白衣は特別製なんだよ。知ってるだろ？」

　ああ、そういえばそうだった。袖そで口ぐち辺りに不思議な紋もん様ようが染め抜ぬいてある先生の白衣は、論理魔ま術じゆつの効率を高める魔術衣を兼かねているのであった。でも、うーん、つまんないな。先生の私服、もっと見たいのに。

「それよりも、播機さん。ガイダンスで説明されたでしょ？　荷物から手を離しちゃいけないって。置き引きに遭あっちゃうよ」

「はーい」

　私はもう一度伸びをしてから、足あし下もとに置いていたドラムバッグを持ち上げた。

「本当に分かってるのかな……。まあいい。さあ、行くよ」

　先生が２─Ｄのみんなに声をかけ、バスに向かって移動を開始する。

　前を進む秋津先生に、後ろから斎条先生が走り寄り、駐ちゆう車しや場じようまで仲良く歩いていった。

　私はドラムバッグを肩かたにかけ、先生達を追いかける。パンパンになってるバッグが揺れる。

　ちなみにバッグの中身は、一いつ泊ぱく分の着き替がえとか、修学旅行のしおりとか、観光ガイドとか、筆記用具とか、女の子の必ひつ須すグッズが言える物から言えない物まで沢たく山さんとか、とにかく色々。

　残りの荷物──ほとんど服だけど──は事前に送ってあって、ホテルの方におっきなスーツケースが届く事になっている。男子で追加の荷物を送った子はあんまりいないみたい。ホント、女の子はこういう所が大変なのです。

　バスターミナルまでの道は可愛かわいいレンガ舗ほ装そうで、道の端はしにはこれまた可愛いワゴン車の食べ物屋さんやお土産みやげ屋さんが並んでいた。

　その光景が見ているだけで楽しくなってきたので、バッグからデジカメを取り出して撮とってみる。イギリスでの一枚目。

「楽しそうだね、播機さん」

　生徒会長の鏑木倫君がいつの間にか横を歩いていて笑え顔がおで話しかけてきた。ちなみに、今日の彼は普ふ通つうの男の子の格好である。もちろん。

　私は買ったばかりのデジカメを両手で構えて、鏑木君も撮る。

「妹へのお土産は、写真にしようと思ってるんだ」

「いいんじゃない。しかし、みんな疲つかれた顔してるのに、播機さんは元気そうだね」

「へへ。体はごわごわだけどねー」

　半日以上飛行機に乗って、同じ席にじっとしていたせいだと思う。それに、歩いていると、固い地面の上にいる筈はずなのに、まだふわふわした感覚がある。

　私達が成田空港を出発したのが午前11時。ロンドンのヒースロー空港まで12時間30分のフライトだった。と、いう事は、今はホントなら夜、午後11時30分の筈。でも、日本とイギリスでは時差がマイナス９時間あるから、玄げん関かんにかかったおっきな時計に見えるとおり、今は午後２時30分。つまり、時計の上では出発からまだ３時間半しか経たってない事になってる。

「これは……、想像していたより、きついな。時差ボケ」

　同じクラスの久く米め慎しん二じ君が、あくびをかみ殺しながら呟つぶやいていた。他ほかの友達も、割と眠ねむそうな顔をしている。飛行機の中ではしゃぎすぎたのもあるだろうけど、体内時計は夜を指しているのに、実際にはお昼過ぎなのだ。そして空は雲一つ無い快晴。そりゃあまあ、時差ボケるというもの。

　前を歩いていた斎条先生が、振ふり返って言った。

「まあみんな若いから、一晩寝ねれば時差ボケも抜けるよ。今日はホテルに行って寝るだけだしね。明日から存分に楽しめばいい」

　はーい、と、気の抜けたぽやぽやとした返事が返る。みんな相当眠そうだ。

　斎条先生はそんなみんなを笑顔で眺ながめた後、私に微笑ほほえんだ。

「播機さんは、あまりつらそうじゃないね？」

　私はにっこり微笑み返す。

「そんな事ないですよ？」




　それから、私達はバスに乗って、今日と明日の宿しゆく泊はく先になるホテルに向かった。

　ヒースロー空港からロンドン市街に入り、ホテルに到とう着ちやくするまでは30分くらいだった。

　ちなみに、ベルはロンドンに実家があってそこに泊とまるんだそうで、タクシー乗り場で別れた。明日から一いつ緒しよの班で行動する予定。

「ふわああ……、素す敵てき！」

　窓の外には無む茶ちや苦く茶ちや可愛い街並みが広がっていた。建物もそうだけど、歩いている人、すれ違ちがう車、景色まるごと日本と違っていて、見ているだけで興奮した。信号機に消しよう火か栓せん、それにポストも形が違う！　公衆電話のボックスが意外にまだあるとか、ヘルメットして自転車漕こいでるスーツの人がいたり、その一つ一つが外国にいる事を実感させてくれる。

　私はずっとゆっくり流れるその景色を堪たん能のうしていた。けれど、みんなは半分寝てる感じで、バスの中はひどく静かだった。




　今、私達はエントランスホールに集合して、学級担任の先生の話を聞いている。スーツケースは横に置いたままで、まだ部屋には入っていない。

　この後の予定について思い出す。一通りの注意事じ項こうが終わったら、各自荷物を持って部屋へ移動する。そこから夕食までは自由時間。ただし、ホテルの外へ出るのは禁止。と、言っても、みんな絶賛時差ボケ中なので、夕方までは寝てる事になるだろう。

　夕方になったらレストランに移動。食事を済ませた後は、また部屋に戻もどってそのまま一泊。修学旅行の本番は明日からとなる。




　なる、のだけど。




　なにげなく振り返ると、列から少し外れていた美奈と目が合った。こちらを見てニヤリと笑った。私も頷うなずき返す。

　部屋に戻ったら、さっそく作戦開始である。




５　ミーティングが終わり、教師も一いつ旦たん自由行動となる。僕はホテルの外に出た。




　気温は８度。日本より緯い度どが高いせいもあるだろうが、コート越ごしに寒さが伝わってくる。天気は良かったが、冷たさを感じさせる青さだ。

　国ごとに特有の空気という物は確かにあって、ロンドンのこの透とう明めい感かんのある、しかし人工的なイメージを感じさせる空気は、美味おいしいかどうかは別にして、やはり懐なつかしかった。修しゆ行ぎよう時代や、４月までの２年間を含ふくめれば、僕の17年の人生の内、五分の三はこの空気を吸っている訳だから。

　今日はロンドン名物の霧きりも出ていない。天気予報では、修学旅行の間は良い天気が続くようだ。出来ればあの霧の町も見せてあげたい所だけど。

「……おっと」

　いつの間にか、コートをたぐって煙草たばこを取り出そうとしていた。この空気を吸って、体が動いたようだ。

「一本いるかい？」

　後ろから聞こえた声に振り返ると、斎条がこちらに歩いてきていた。

　手をあげて答える。

「いや、いい」

　播機さんの強きよう硬こうな主張もあって、今は煙草の類たぐいを吸っていない。特に思い入れがある訳では無いし、日本では未成年が吸うのは違い法ほうなので、禁きん煙えんする事に特に異論は無かった。

　斎条は僕の横まで来ると「では失礼して」と言いながらポケットから煙草を取り出し、一本抜ぬき出して口にくわえた。そして小声でぶつぶつと呟くと、煙草の先に火が灯ともった。

「……そんな事で魔ま術じゆつを使うなよ」

　僕が小声で非難すると、斎条は煙草をくわえたまま笑った。

「ライターが切れててね」

　煙草を右手でつまみ、空に向かって振ふる。煙けむりが蛇だ行こうしながら冷たい空に昇のぼって行く。

「魔術なんかじゃない。ちょっとした手品さ。イギリスでは良くあることだろ？」

「……まあね」

　斎条の言葉にはいくつかの含みがあった。

　英国は論理魔術師達の総本山とも言える《完結したフオル・円環キアカル》の本部がある。また、世界最大の論理魔術研究施し設せつである大学もここにある。その為ため、この国には論理魔術師やそのシンパが他ほかの国と比べて遥はるかに多く滞たい在ざいしている。

《完結したフオル・円環キアカル》は、世界中の政治、メディア、あらゆる分野に影えい響きよう力を持っているが、英国ではその力が特に強い。

　それもあって、この国では論理魔術が仮に世間の目に触ふれる事があっても、それが表に出る事は絶対にない。そういう仕し掛かけになっているのだ。

「我々には過ごしやすい国だよね。定年になったら永住を考えようかな」

　煙を細く一直線に吐はき出し、斎条はそう言った。僕は街灯に寄りかかりつつ答える。

「心にも無い事を言うなよ。師し匠しようと同じ街で暮らすのか？」

「おっと、そうだったね」

　苦く笑しようする斎条。

「それに──」

　僕は言いかけて、やめる。

「なんだい？　安芸クン」

　少し考えてから、言葉を続けた。こんな事を喋しやべってしまうのは、多分この国の空気を吸ったからだ。

「──それに、確か、ナツメさんはこの国の料理が嫌きらいだった筈はずだ」

「……おっと、そうだったね」

　今度は、斎条は苦笑しなかった。

　コートに両手を入れ、煙草をくわえたまま遠くを見ている。

　煙が一筋、ゆっくりと立ち上っている。

　斎条の婚こん約やく者であった鳴なる神かみナツメは、《翠コラル》の次期リーダーとして嘱しよく望ぼうされていた。

　しかし、自ら罪を犯おかし、現在は論理魔術師の監かん獄ごくである《島イニス》に投とう獄ごくされている。

　斎条は、自身がナツメを捕とらえ、《島イニス》に送った事実を、どう捉とらえているのだろう。

「……彼女が戻ってきたら、結けつ婚こんしようと思っている」

　僕の考えに気づいたのか、斎条は煙草を灰皿に投げた後、そう呟つぶやいた。そして付け足す。

「向こうが、僕の事を覚えていてくれたらね」

「……忘れるわけないじゃないか」

　僕がそう言うと、斎条は力なく笑った。

「だと、いいんだけどね」

　普ふ段だん見ない表情だった。

　この男も、ロンドンの空気を吸って、昔を思い出したのかもしれない。

「──おや？」

　こちらを振り向いた斎条は、僕より遠くを見て、呟いた。

「どうした？　サイジョー」

　斎条は口元を押さえて笑う。いつもの作られた表情に戻もどっていた。

「あそこにも、マジシャンがいるよ」

　指先が差した方向に、日本人の集団が歩いていた。数は三人。何気なさを装っているが、周りに注意を払はらいつつ歩いているのがまる分かりの動きだった。

《鴉ノツクス》か？

　僕は身構える。が、すぐにその三人の正体に気づいた。脱だつ力りよくする。

「……はあ。行くぞ。サイジョー」

「え、僕も？」

「教師として来た以上は教師として振る舞まえよな」

「やれやれ」

　斎条は取り出した二本目の煙草たばこを、箱に戻した。




６　時差ボケの事をベルに聞いていた私達は、密ひそかにその対策を実行していた。




　まず、前日の夜は頑がん張ばって起きている。つまり、徹てつ夜や。

　次に、飛行機の中で爆ばく睡すいする。

　要するにこれだけ。

　これによって、14時30分にイギリスに着いた時、私、やっか、美奈の三人は、他のクラスメイトがぽやぽやとしていた中、ばっちり目が覚めていたのである。時差ボケ無し！

　部屋に入った私達は服を着き替がえ、ええと、私は、同室の笠木さんに黙だまっているように頼たのんでから、みんなが夕食まで休んでいる間、こっそりホテルから脱だつ出しゆつした。

「成功したね！」

　やっかがにこにこしながら言う。

「ま、一生に一度の修学旅行だし、これくらい遊んでもいいだろう」

　と、美奈。

　私は周囲を気にしつつ、二人に向かって手を合わせる。

「ごめんねー、私のわがままに付き合わせて……」

　本当は一人で抜ぬけ出すつもりだったのだけど、日本でベルと話をしていた時、この二人に聞かれて、一人じゃ危ないと説得され、一いつ緒しよに行く事になったのだ。

「しっかし、遙の一いち途ずさにもちょっと呆あきれるね。というか、ここまで来ると、偉えらい」

　美奈が大きな手で私の頭をなでる。

「いーじゃーん！　せっかくのチャンスなんだから、頑張るんだもん！」

「よしよし、わかったから。急がないと、点呼に間に合わないぞ。行こう」

「おー！」

　と、勢いよく歩き出そうとしたところで、後ろからがしっと肩かたを摑つかまれた。

「どこに、行く、つもり、かな？」

　その聞き覚えのある声に、私達三人の動作が固まる。

　首だけ振ふり返ると、秋津先生がジト目で私を見ていた。私は顔を輝かがやかせる。

「先生！　こんな所で会うなんて奇き遇ぐうですね！」

「奇遇じゃないよ！……まったく。今日は外出禁止だって言ってるのに……」

　先生が疲つかれたように頭かぶりを振る。

　よし。まだ私達の行動目的はばれてない。このままごまかそう。

「さあ、ホテルに戻ろう」

「えー!?　せっかく服着替えたのにー！」

「関係ないでしょ!?」

「ままま、安芸クン。落ち着きたまえよ」

　秋津先生の登場に驚おどろいて気づかなかったけど、先生の後ろには斎条先生が立っていた。秋津先生の両りよう肩かたに手を載のせて、笑え顔がおで喋しやべる。

「リスクを冒おかして外出を試みた彼女達の心意気を買ってあげたらどうだい？　どうせ点呼は２時間後だろう？　そこらでお茶するくらいなら問題無いさ」

「サイジョー！」

　先生とお茶!?　当初の目的とは全然違ちがうけど、それはそれで素す敵てきシチュエーションでは!?

　私は手を上げる。

「はいはいはい！　賛成です！　先生方が引いん率そつしてくれるなら安心ですし！」

「遙～？」

　美奈が「お前なに言ってるの？　なんの為ためにホテル抜け出したと思ってる？　秋津先生が一緒じゃ意味ねーじゃん」という意思を言外に込めながら私の名を呼ぶ。

　許せ、友よ。今は目の前にぶら下がってるニンジンに飛びついてしまう年とし頃ごろなのだ。

「ほら、彼女もそう言ってるじゃない。生徒の自主性を重んじるのも、教師の役目なんじゃないかな？　安芸クン」

　斎条先生を睨にらんでいた秋津先生は、しばらくしてから、大きくため息をついた。
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７　僕は女性陣じんからの押しに弱いのだろうか、と、最近よく思うようになった。




　結局、僕たち五人はホテルから少しだけ離はなれた喫きつ茶さ店てんで一休みする事になった。

　空気は冷たいものの、日差しはあったので、オープンテラスには僕たち以外にもちらほらと客がいた。

「これ飲んだら、すぐ帰るからね」

「は～い♪」

　女の子三人の綺き麗れいに揃そろった返事。そしてすぐに再開される紅茶の味の感想とお店の内装の可愛かわいさについての議論。本当に帰ってくれるんだろうな？　僕はまた、小さくため息をついた。

「このカップも可愛いよねえ～♪」

　石いし丸まる矢やノの歌かがティーカップを両手で包むように持ちながら、ニコニコして言った。

　宮原美奈は大きく頷うなずいてから、カップに口を付ける。

「うん。ようやく、イギリスに来た！　っていう実感が湧わいてきたな」

　その言葉に、斎条がにっこり笑って言った。

「宮原さん。せっかくだから、この国にいる間は、国の名前をちゃんと呼んであげるといいよ」

　そう言われて、美奈は首をかしげる。

「ちゃんと……ですか？　でも、イギリスは、イギリスでしょ？」

「安芸クン、教えてあげなよ」

「教えたよ。先週の英語の授業で。宮原さんは居い眠ねむりしてたけどね」

「え!?　あ、あはは～」

　惚とぼけて笑う宮原美奈を見て、播機さんと石丸矢ノ歌が一緒になって微笑ほほえむ。

　僕はカバンからメモ帳を取り出し、その時の授業で話したイギリスの正式な名めい称しようについての話を、書きながら繰くり返した。

　宮原美奈はふんふんと頷いて僕の説明を聞いていた。

「ふうん、なるほど。同じ物に、複数の名前があるわけですか」

「うん。それは同時に、複数の見方、認にん識しきがあるという事でもある」

　僕の書いたメモを見ていた播機さんが「認識？」と、顔を上げる。

「ええと、ナイフを見て『人を傷つける道具だ』と思うか『人の役に立つ道具だ』と思うか、みたいな感じですか？」

「それは役割に対する側面の話だから、ちょっと違う。まあ、認識の違いという意味では合ってるかな」

　メモ帳をしまい、臨時授業はここまでとした。




８　その後は、斎条先生が色々と面おも白しろい話を私達にしてくれた。




　ほとんどは、秋津先生と斎条先生がイギリスで論理魔ま術じゆつの修しゆ行ぎようをしていた時の秋津先生の失敗談だった。私達はお腹なかを抱かかえて笑っていた。

　あ、もちろん美奈とやっかに魔術の話をする訳にはいかないので、そこら辺は適当にぼかしている。

　秋津先生は憮ぶ然ぜんとした表情を隠かくそうともせず、黙だまって紅茶を飲んでいた。

　でも、いい加減恥はずかしくなって来たみたいで、

「サイジョー、昔の話を蒸むし返す事は無いだろう。少なくとも僕を笑い者にする道理は無い」

　と、ジロリと視線を送った。睨まれた斎条先生はおどける。

「懐なつかしいだろう？」

「あの頃ころの事は思い出したくない。自分が未熟過ぎた。可能なら記き憶おくから抹まつ消しようしたい」

　また憮然とした顔。

　そこで私はピーンと来て、秋津先生に、下から覗のぞき込むように聞いた。

「でも、たまらなく楽しかったんでしょう？」

『当然。一生忘れられない思い出だよ』

　私の質問に即そく答とうした後、先生はハッと気づいた顔をして、慌あわてて左手で口を覆おおった。

　そして、顔を真っ赤にして、少し潤うるんだ瞳ひとみだけで私を睨んだ。

「なんて恥ずかしい台詞セリフを言わせるんだよ！　播機さん！」と、その目が訴うつたえていた。

　へへーん。私には隠し事なんか出来ないんですよーだ。

「先生？　なんか言ってる事矛む盾じゆんしてません？」

　美奈の疑問に、秋津先生は珍めずらしくあたふたと慌てた。

「あ、いや、つまりね。さっきも言ったけど、物事には複数の認識があって……」

　うまく言葉が出てこないようで、先生は言いよどむ。

「だから、ええと……。ん、あ、みんなもう飲み終わったみたいだね」

　気がつけば、全員カップは空だった。

　先生が立ち上がる。

「よし、じゃあ帰ろう。今度こそホテルに戻もどるよ。いいね」

「えーなんかずるいなー」

　美奈が抗こう議ぎの声を上げながらも、テーブルから立ち上がる。私とやっかもしぶしぶという形で席を立つ。うーん、弱ったな。当初の目的を果たせぬまま、ホテルに戻るのか……。

　と、その時。

　通りに女の人の悲鳴が響ひびき渡わたった。

　私達のすぐ前の道を、女物のハンドバッグを持った黒サングラスに黒ジャンパーの、いかにもな男が通り過ぎていく。

　反対側を見ると、石いし畳だたみにうずくまった女性がいた。

　その人がかすれた声で叫さけんだ。

「誰だれかその男を捕つかまえて！　ひったくりよ！」




９　僕と斎条はすぐに走り出した。振ふり返って播機さんに叫ぶ。




「あの女性の手当てよろしく！」

「え、はっ、はいっ！」

　播機さんが大きく返事してくれたので、僕と斎条は前方の男の追つい跡せきに集中できた。

　長く続く石畳には地元民や観光客が多く歩いていたが、ひったくり犯は彼らを突つき飛ばしながら無む理り矢や理りに道を作り、走って逃にげている。

「どうやって捕まえる？」

　斎条が聞く必要の無い事を聞く。

「人通りの無い所に誘さそい込みたい」

　と、思ったら、必死に走っているジャンパーの男が突とつ然ぜん立ち止まり、近くの路地に飛び込んでくれた。好都合だ。

　斎条と一いつ瞬しゆんだけアイコンタクトを交かわして、同時にその路地に入り込む。

　僕らにとって好運な事に、そして相手にとって不運な事に、その路地は別の通りに繫つながっていなかった。つまり、行き止まりだったのだ。

　三方を建物に囲まれた場所で、女性物のハンドバッグを固く握にぎった男は、キョロキョロと次に進むべき道を探している。残念ながら、壁かべを登る以外に、そんな物は無いのだが。

「荷物を返すんだ」

　英語で話しかけると、ビクリと肩かたを震ふるわせた男は、こちらを振り返りつつ、叫んだ。

「日本人がっFuck Jap！　余所よそ様さまの事に口を出すんじゃねえっ！」

　斎条が軽口で応戦する。

「女性を怪け我がさせたら、世界共通で罰ばつせられるって、知らないのかい？」

「うるせえっ！」

　バッグを握っていない方の手が後ろに回される。また手前に戻ってきた時には、刃は渡わたり20センチ程ほどのナイフが握られていた。

　斎条が口笛を鳴らす。

「なかなか用よう意い周しゆう到とうだね。どうする？」

「《霧きり》で眠ねむらせる」

　香か音のんがここに居れば、簡単に奴やつをねじ伏せる事もできるだろうけど、僕も斎条も近接戦はそれほど得意ではない。ナイフ相手では少し不利だ。ここは魔ま術じゆつで解決してしまおう。どうせ誰も見て無いわけだし──

「安芸クン。残念ながら、その法案は下院を通過しませんでした」

「なんだって？」

　僕が振り向くと、斎条は返答の代わりに上を指差した。男の動きに注意しつつ見上げる。

「──！」

　袋ふくろ小こう路じを構成している三方の建物は学校の宿舎かなにかのようだった。七階ある建物の各階に窓が設けられている。

　今、その窓の全すべてが開かれていた。そして、僕と同い年くらいの子供達が、一つの窓ごとに二、三人ずつ立っていた。皆みんな、窓から乗り出して僕らを見下ろしている。

　全部で六十人強の観客が、地面での対決を観戦していたのだ。

　みんな興奮しているようで「やっちまえ日本人！」だの「早く逃げろ！　誰もお前らを臆おく病びよう者とは呼ばないぞ！」だの「日本人に賭かける奴はいないか！」だの叫んでいる。

　頭上は大おお騒さわぎだった。

　……この状じよう況きようでは、魔術を使うのは無理だ。まずい。どうするか。

「っと！」

　隙すきを見せた一瞬に、男がナイフを振り回して走ってきた。僕と斎条は左右に避よける。結果、僕らは男に対し道を開けた形になってしまい、男は再び路地から通りに戻もどるコースに入った。

　上方からの野や次じを無視しながら、男を追いかける。ナイフを持った状態で通りに出るのは自殺行こう為いだ。すぐに警察に捕まってしまうだろう。僕らにおとなしくバッグを渡わたしておけば、今回は見み逃のがせたものを……。




　そんな甘い考えをしているからお前はいつもダメなのだ、という師し匠しようの言葉が聞こえた気がした。




　そして、すぐに僕は自分の愚おろかさを呪のろう事になる。

　男がナイフを握ったまま路地を抜ぬけると、ちょうどその目の前に一人の少女が走ってくる所だった。少女は路地から出てきた男にぎょっとして、立ち止まってしまう。

　男はその少女に突とつ進しんしていく。

　その段になって初めて、僕は少女が誰なのかに気づき、愕がく然ぜんとする。

　路地を抜けつつ叫ぶ。

「播機さん！」




10　その少し前、私は倒たおれた女性を美奈達に任せて、秋津先生達を追いかけていた。




　平日の昼過ぎの筈はずなのに、通りには、ご年配から私達くらいの年ねん齢れいの子までたくさんの人がいた。

　人の波を縫ぬいながら前に進んでいく。

　と、真横の路地からさっきの男が飛び出して来た。突とつ然ぜんの事なので思わず立ちすくんでしまったのが良く無かった。

　男は私を後ろから抱だき抱かかえ、首に冷たい物を押しつけた。

　見えなかったけど、刃は物ものだと分かった。

　すぐ側そばを歩いていた老婦人が、その事に気づいて悲鳴を上げた。

　瞬またたく間に皆みな逃にげだし、私達を中心に皆が輪を作り、石いし畳だたみの道に不自然な空間が生まれた。

「播機さん！」

　その時、路地から秋津先生が叫さけびながら飛び出すのが見えた。

「先生！」

「動くなfreeze！」

　耳元で怒ど声せい。先生が大声で私を呼んだので、思わず笑え顔がおで反応しようとしてしまったが、良く考えたらそういう状況では無いのであった。さすがにそれくらいは私にも分かる。

　通りに出た秋津先生と斎条先生は、私達と距きよ離りを取って対たい峙じしている。

　周りには人がたくさんいる。こんな所では魔術は使えない。

　秋津先生が必死な目をしているのがここから分かった。

　男は「なんでこんな事に……」とか「やっちまった……」とかいう意味のスラングをぶつぶつ吐はいていた。刃物を捨ててどこか勝手に逃にげてくれないかなーと、私はこの状じよう況きよう下か、妙みように落ち着いていた。人間、こういう時は肝きもが据すわるものである。

　と、その時。

　どこからともなく、声が聞こえた。




「なにを、生ぬるいことをしているんだ、お前ら」




　瞬しゆん間かん、私は見た。

　声を聞いた秋津先生と斎条先生の顔が、さっと青ざめるのを。

　その直後、




　ポポポポポン！




　なんというか、とても間ま抜ぬけな感じの破は裂れつ音が辺りに響ひびき渡り、拘こう束そくされた私のすぐ近くの空中で、突然なにかが小さく爆ばく発はつした。それも一個じゃない。私と男を取り囲むように何個もの爆発が同時に起きた。

　そして、その爆発によって、ピンク色の煙が四方八方に飛び散った。なにがなんだかわからない。

　ピンク色の煙は私と男を包み込み、視界を奪うばった。え、え、どうなってるの？




　ゴスッ




　なにか鈍にぶい音が背後でした。私を羽は交がい締じめにしていた男の腕うでがずるりと外れる。

　何も見えないながらも振ふり返ろうとしたら、背中をトンッと押される。不意に加えられた力だったので、私は思わずよろけ、トトトと、数歩動いた。

　すぽっと音がしたわけでもないけど、その移動によって突然視界が開ける。ピンクの煙を抜けたのだ。後ろを見ると、まるで大きな球体のように煙が溜たまっていた。

「播機さん！」

　秋津先生が駆かけ寄ってくる。

「先生！　怖こわかったです！」

　大きく手を広げて先生に駆け寄った……のに、先生は私をすり抜ぬけて、私と煙の球の間に立った。もー！　ここはハグする所でしょー！　守ってくれるのは嬉うれしいけどさー！

　先生の背中の向こうに、未いまだピンクのモクモクがあった。私は先生の横に立ってその光景を見つめる。先生も、その横に立っている斎条先生も、真しん剣けんな表情で煙の球を眺ながめていた。

　やがて、煙が散っていくと、そこには二人の人が立っていた。

　いや、正確には、一人は立っていなかった。バッグを盗ぬすみ、私にナイフを突つきつけた男だ。その人は石畳にうつぶせに倒たおれていた。

　そして、その男の背中を、一人の女の人が、ハイヒールで踏みつけていた。

　周囲からざわめきが起きる。ざわめきの原因がその女の人なのは明確だった。

　まず、美人さんだった。

　整った顔立ちに浮うかぶ細長の目、瞳ひとみは透すき通った水色をしていた。薄うすく、細く、おとなしめに引かれた紅は、その人の妖よう艶えんな美しさを際きわ立だたせていた。思わず見とれてしまう顔。吸い込まれてしまう顔だった。

　背が高いように見えたけど、長く伸のばしたブロンドの髪かみは大きくウェーブがかっていてその人の背中全体を包んでいた。

　次に、格好が変だった。

　まず、ビックリするほど大きな黒い三角帽ぼうを被かぶっていた。意図的なのか、単に古いのかわからないけど、全体的によれよれで、三角帽のてっぺんは、ぺにょりと折れていた。

　服は、その豊満なボディラインを強調するかのように体にピッタリと貼はり付いたミニスカワンピース。しかも黒一色。胸むな元もとはこれでもかと開き、スカートの両側にはスリットが開いていて、ふとももが付け根からちらちら見えていた。11月に入ったというのに、その露ろ出しゆつ度どは夏服並み。

　その惜おしげもなくさらされた美しい生足の先に履はかれた、これまた黒のピンヒールで、石畳に這はいつくばった男をぐいぐい踏みつけている。

　その人の第一印象は「よく物語に出てくる悪い魔ま法ほう使つかい。ただし見にくい老ろう婆ばじゃなくて若い美女ver.」だった。

　そんなわけで、ピンクの煙が晴れると、変な格好をした美人さんが、男を踏みつけている図が現れた訳で、そりゃあみんなざわめくというもの。

　女の人はそこで初めて周りからの注目に気づいたという顔をして、ゆっくりと両手を広げた。ご丁てい寧ねいに、両の手は、肘ひじを隠かくすくらい長い黒の革かわ手て袋ぶくろをしている。ホントに魔ま女じよっぽい。

　そして、広げた両の手の先で、指をパチンと鳴らす。




　ポンッ！　ポポポポポン！




　また、おもちゃみたいな破裂音がしたかと思うと、女の人の周りに今度は色とりどりの煙の球が浮かび上がる。

　煙の球はまるでそれぞれが文字を描えがくように繫つながっていて、目を凝こらすと「Ｉ♥ＵＫ」と描かれているのが分かった。

　そして、女の人はその煙をかき消すように手を大きく振りおろし、そのまま深くお辞じ儀ぎした。

　たちまち、通りが拍はく手しゆに包まれる。「ブラボー！」という声も聞こえてきた。

　周りの人達は、今の美人さんのパフォーマンスを見て、私達のおっかけっこが手品の寸劇の一部かなにかだと思っているっぽい。

　たまたまちょっと楽しい物が見られた、という空気に包まれ、そして皆みな立ち去っていく。いつの間にか、通りには日常が復活していた。

　私と、先生達は呆ぼう然ぜんとしている。だって、ひったくりも私がナイフを突きつけられたのも、当然手品の寸劇なんかじゃないからだ。

　そして、私を──恐おそらくは──助けてくれて、ひったくり犯を文字通りふん捕づかまえたこの綺き麗れいな女の人は……。

　多分、論理魔ま術じゆつ師しだ。

　私は構えて女の人を見つめる。そして、私以上に、先生達は警けい戒かいしているようだった。

　お辞儀をしていた女の人は、ゆっくりと体を起こすと、とどめとばかりにピンヒールに力を込めた。

「ぐむっ」

　と、くぐもった声が男から聞こえ、びくびくと体を震ふるわせた後、動かなくなった。

　それで満足したかのように頷うなずくと、女の人はゆっくりとこちらに歩いてきた。

　秋津先生の肩かたがピクリと動く。というか、微び妙みように震えているように見えた。

　女の人は、先生達二人の前に立つと、妖艶な微び笑しようを浮かべて、二人を見た。

　そして、楽しそうに喋しやべった。

「二人仲良くロンドンまで来てるってのに、私の家に顔を出さないってのは、どういう了りよう見けんなのかな？」




　ビシッ




　秋津先生と斎条先生の動きが止まる。というか、凍こおって固まるというイメージが近かった。

　そして、斎条先生が、体全体が凍ったまま、必死に口を動かして、答えた。

「しっ、師し匠しよう。……ご無ぶ沙さ汰たしています」

「師匠っ!?　この人が!?」

　私が叫さけぶと、斎条先生が師匠と呼んだ人が綺麗に笑った。
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　そして何かを言おうとした時、

「遙！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　人ひと混ごみをかき分けて、美奈とやっかが走ってきた。

「こっちに人混みが出来てたから、なにかあったのかと思って……」

　心配そうな顔をするやっか。ううう、心配かけてごめんよう。

　私に抱だきついてくる美奈とやっかを、「師匠」は少しの間見つめ、そして口を開いた。

「……ふむ。場所を変えようじゃないか、園その生お、安芸」

「「は、はいっ！」」

　二人の声が綺麗にハモる。よく観察しなくても分かる。二人はこの綺麗な女性を怖こわがってる。

　秋津先生はコチコチに凍ったまま私達の方を向いた。

「ええと、播機、さん。僕たちは、用事が、あるから。先に、ホテルに、戻もどっておいて、くれる、かな？」

　冷静を装っているつもりなんだろうけど、全然ぎこちなかった。そして、私は微妙にもやもやしていた。でも、秋津先生が瞳ひとみで「黙だまって二人をホテルに帰してくれ」と懇こん願がんしているのが分かったので、許してあげる事にした。

　この女の人が論理魔術の関係者である事は明白だったからだ。

　だから相手が美人でもここは引き下がる事にする。

　別に秋津先生の師匠がこんな美人な人だったと知ってへこんでいる訳では無い。ええ、もちろん違ちがいますとも！

「わかりました。先に戻ってますね。さ、美奈、やっか、行こ」

「え、あ、遙！」

「はるちゃん～」

　私がスタスタ歩き出すのを、二人が追いかける。

　三角帽ぼうの女の人の脇わきを通って、来た道を戻ろうとする。

　と、その時。

　ちょうど私が美人さんとすれ違った時、彼女は前を向いたまま、小さく呟つぶやいた。




「あなたとはまた会う事になる。《紅オストラム》の子よ」




　え？

　この人、私の事を知ってる!?

　立ち止まって振ふり向く。

　しかし。

　そこには、三角帽の女の人はいなかった。

　秋津先生と斎条先生も、姿は見えなかった。

「あ、あれ？　先生達どこ行っちゃったの？」

　やっかが隣となりで戸と惑まどっている。

「まあいいんじゃないか？　さて、遙。ホテルに戻るのか？」

　美奈の言葉に一いつ瞬しゆん考える。

　何か色々あって混乱しちゃったけど、意識を切り替かえよう。

　やるべき事を間ま違ちがってはいけない。美人の師匠さんの事でもやもやしている暇ひまは無いのだ。

　……ちょっと、こだわり過ぎかな。

　腕うで時計を見た。点呼まで、まだ一時間ある。

　私は、二人の肩を摑つかんで言った。

「チャンス到とう来らい。先生もいなくなったし、当初の予定に取りかかろう！」

　私がグーにした右手を高らかに上げると、美奈とやっかは楽しそうに「おー！」と叫んだ。

　ふふん、秋津先生、楽しみに待っていなさい！　先生には秘密だけども！




11　僕と斎条は師匠のフラットにやって来た。現在は室内にいる。




　フラットというのはイギリスでのアパートメントの事。師匠は四階建てのフラットを所有しており、そこに弟で子しを住まわせて論理魔術の修しゆ行ぎようを行っていた。

　修行を行っていた。過去形である。僕と斎条は師し匠しように師事した最後の弟子達の一人であり、以降、師匠は弟子を取っていない。

「……」

　並んだ椅い子すに座っている僕と斎条は、先程から沈ちん黙もくを守っていた。こうして隣となり同どう士しに座っていると、修行時代に講義を受けていた頃ころを思い出し、懐なつかし……くはなくて、微び妙みように脂あぶら汗あせがにじむのを感じる。

　視線だけ横に向けると、斎条は前を向いてへらへらと微笑ほほえんでいた。しかし、その目は微妙に泳いでいる。予想外の状じよう況きように思考が追いついて無いのかもしれない。

　気持ちは分かる。あれだけ師匠のフラットには近づかないと、お互たがいに固く誓ちかっていたにもかかわらず、ひったくり犯を捕つかまえ、師匠と遭そう遇ぐうした場所は、僕らが事前に決めていた絶対立ち入り禁止区画の目の前だったのだ。

　播機さんと別れて、ふと見上げたら、見慣れた建物が建っていて、僕と斎条は啞あ然ぜんとした。

　もはや、あのジャンパーの男は、僕たちをここまで呼び寄せる為ための、師匠の仕込みだったのではないかとすら疑いたくなってくる。

　その師匠は、微び動どうだにせずに並んで座っている僕たちの前に、薄うすい微笑を浮うかべながら立っている。この構図もまた、昔の講義を思い出してしまい、戦せん慄りつを覚える。

　魔ま女じよの帽ぼう子しは既すでに脱ぬいでいた。腕を組んでいて、その豊満な胸むな元もとがより強調される。ブロンドの髪かみが風も無いのになびいているように見えるのは、僕も緊きん張ちようのあまり視点が定められていないのかもしれない。




《無ブーレ・色アグヌ》のロゼ・ロイエン。




　それが我らの師匠の呼び名。

　論理魔術師の間で《魔女》と呼ばれる数少ない魔術師メイガス。




　コツッ




　師匠が一歩こちらに近づく。ビクリと体が反応してしまうのを誰だれが責められよう。

　あと一歩で接敵距きよ離り。どうすればいいのか。無条件降こう伏ふくすればいいのだろうか。白色の旗を振らなければ。白衣で代用出来るのか？　ああ、駄だ目めだ。思考が混乱している。

　その場で一度立ち止まり、斎条の方を見る。

「園生」

「は、はい」

　どもりながら答える斎条。情けない。

「安芸」

「はっ、ははははい！」

　……自分も情けなかった。

　今は一人前として送り出されたとはいえ、師匠と過ごした７年間を体が覚えている。冷静に対応しろという方が無理だった。

「……ふむ」

　彼女は小さく息をすると、

　もう一度歩を進めたかと思うと、

　突とつ然ぜん、

　僕たち二人に、

「会いたかったわ！　私の園生！　私の安芸！」

　抱きついてきた。

「もー！　こっちに来る時は連れん絡らくしてっていつも言ってるのにー!!　絵え里り子こがさっき電話くれたから捜さがしにでかけたのよー!?」

　ロゼは僕達二人を両手でぎゅうぎゅう抱き抱かかえた。

「でもまた会えて嬉うれしー！　二人とも、もうＵＫには来ないんじゃないかと思ってたのよー！　電話一本寄よ越こさないでさー。ちょっと薄はく情じようなんじゃないー？　イギリスのオバサンの事なんか忘れちゃって、ジャパンで可愛かわいい大和やまと撫子なでしこと楽しいスクールライフですかー!?　ずるいなーもー！」

　僕たちは硬こう直ちよくしたまま動かない。というか動けない。冷や汗あせという物が実際に出るのかどうか知らないけど、シチュエーションとしてはこれ以上の物は無かった。

　と、ロゼの動きが一いつ瞬しゆん止まる。

「師匠と再会したのだから少しは喜びなさい」

　途と端たんに斎条が笑え顔がおを顔に貼はり付かせた。そして叫さけぶ。

「ご無ぶ沙さ汰たしております！　師匠！」

　ロゼは斎条の頰ほおをぎゅうっとつねり、上に持ち上げた。斎条の体が椅子から浮く。

「もー、園生ったら！　師匠なんて堅かた苦くるしい言葉使うなっていつも言ってるでしょー！　『ロゼちゃん』。はい、言ってごらん」

「ろ、ろぜ、……ひゃん」

　なんとか頑がん張ばったと言えよう。ロゼは満足そうに頷うなずいて手を放した。どすん、と、斎条が椅子に落下する。しかし、その顔の微笑みは固定されたままだった。

「さあ次は安芸の番よ。私の名前を呼んでごらんなさい？」

「お、お久しぶりです。ロゼ……ちゃん」

「きゃーもうその恥はずかしがってる顔が可愛いったら無いわー！」

　師し匠しようは両手で僕の顔をかき抱いだいた。柔やわらかな胸元が顔を圧あつ迫ぱくする。

「沈ちん黙もくの魔ま女じよ」と、《円環キアカル》ですら恐おそれられるロゼ・ロイエンは、確かに修しゆ行ぎようの厳しさは群を抜ぬいていた。しかし、呆あきれるほどの子こ煩ぼん悩のうであり、弟で子しが愛いとおしくて仕方が無く、ついでに言えば可愛い物なら人間だろうが動物だろうが、男であろうが女であろうが等しく愛めでる事でも有名であった。

　そして、弟子の誰もが、修行の際に見せる冷れい徹てつな師匠の人格と、そうでない時の博愛に満ちすぎている人格との乖かい離りに、ギャップに、あまりの温度差に、ついていけなくなってしまうのである。実際、彼女に愛されすぎて精神的に追い込まれてしまい、修行の半ばで離り脱だつしていった弟子をリストアップすれば、ノートが一冊埋うまるだろう。

　姉さんもそうだけど、論理魔術師の女性というのは仕事とプライベートで別人格が育つ傾けい向こうがあるのだろうか。

　もしかして、播機さんも、論理魔術師としての修行を続けたら、この二面性を体得したりするのだろうか。……出来れば、信じたくない。

　とまあ色々考えているのは、延々と僕をぎゅうぎゅう抱だきしめて、ふくよかな胸に顔を埋うずめさせている師匠の事を考えないようにしていたからだ。しかし、そろそろ息が苦しくなってきた。

「し、師匠、安芸クンが窒ちつ息そくしてしまいますが……」

　斎条が僕の為ために助け船を出すなんて恐ろしく珍めずらしい事であるが、こと師匠に関しては共同戦線を張る事で協定が結ばれている。ありがとう、戦友。僕をこの拘こう束そくから解放してくれ。

「あの、し、師匠？」

「『ロゼちゃん』」

　斎条の言葉に対し、師匠は相手の顔も見ずに訂てい正せいした。その言葉の冷たさに、斎条は思わず立ち上がって直立する。

「失礼しましたっ！　ロ、ロゼちゃん！　感動の抱ほう擁ようはまあそれくらいにしてあげても……」

「え～？　離はなしたく無いな～。だってまだ安芸の方から抱きしめてくれないんだもん～♪」

　その命令を脳が信号として受け取り、僕は薄うすれる意識と必死に戦いながら両手を回し、ロゼの背中に手を回した。そして、なんとか抱きしめる体てい裁さいを取る。

　師匠は恍こう惚こつとした表情で僕を見下ろす。多分、見下ろしている。視界が徐じよ々じよに暗くなっていてよく見えない。

「ああっ！　安芸も私に会えて嬉しいのね！　ええ、もちろん私もよ！」

　抱きしめる力が更さらに強まる。このまま背骨を折られるんじゃないかという恐きよう怖ふが湧わき上がるが、その前に酸素不足で意識を失いそうだった。

「うんうん♪　安芸もかっこよくなったわね！　二人とも私好みの男に育って嬉しいわ！」

　そう言って、ようやく拘束が解かれる。僕は出来るだけ目立たないように息を整える。

「あら？　安芸、どうしたの？　息が苦しいの？　ベッドで休む？　お薬は口移しでいい？」

「いっ、いえ！　なんでもありません！　大だい丈じよう夫ぶです！」

　ここで苦しいとでも言ったら、無む理り矢や理りベッドに寝ねかされて丸一日看病ごっこをさせられかねない。修しゆ行ぎよう時代に散々経験した苦行を、ここで再現するつもりはない。

「さて」

　僕から数歩離れた師匠が指をパチンと鳴らすと、彼女の背後の何も無い空間に、浮うかび上がるように木製の椅い子すが現れる。彼女はそこに腰こしを下ろした。

　さらにパチンパチンと指を鳴らすと、僕たちと師匠の間に丸いテーブルが出現し、その上に紅茶のセットが並んだ。

「さあ、どうぞ。園生、安芸」

　呼ばれた二人は寸すん分ぶん違たがわぬ動きで琥こ珀はく色いろの液体が注がれたティーカップに手を伸のばす。紅茶の作法は師匠がもっとも厳しく僕たちに躾しつけたものだった。曰いわく、「まず英国紳しん士したれ。魔術師になんかなれなくてもいい」との事だった。

　ティーカップに口を付ける。それは懐なつかしい味がした。紅茶の香りが、修行時代を思い出させた。もちろん、苦しかったり辛つらかっただけではない。楽しい思い出だってたくさん──

「それで？　安芸はもう《紅オストラム》の子とヤることヤっちゃってるわけ？」

　紅茶を噴ふいた。

　僕はティーカップを持ったまま師匠を睨にらむ。顔が紅潮していくのを抑おさえられなかった。

「し、師匠！」

「『ロゼ』」

　その瞳ひとみに射い貫ぬかれると、背筋に冷たい物が走る。しかしここで怯ひるむわけにはいかない。

「ロゼ！　言っていいことと悪い事が──」

「あ、そっか。ごめーん！　もちろん済んでるわよね。若い男女なんだから、口にするまでも無かったか。無ぶ粋すいだったわ私。謝る謝る」

「違ちがいます！」

　ティーカップを叩たたきつけるようにソーサーの上に置く。ガチャンと鳴る。

「そもそも僕と播機さんはそういう関係ではありません！」

「じゃあどういう関係なわけ？」

「どういう関係でもありませんから！」

「えー？　そんな風には見えなかったけどなー？」

　口元に指をあてて、楽しそうに天てん井じようを見上げる師匠。

「少なくとも遙ちゃんの方は、安芸に夢中みたいだけど？」

　なんのことやら。僕は呆れて聞き返す。

「ロゼが彼女を見たのはさっきの一いつ瞬しゆんでしょう？　あんな短時間で何が分かると言うんです？」

「あの子が安芸を見る、潤うるんだ瞳を見れば誰だれだって分かるわよ」

　ため息をつく。

「ひったくり犯にナイフ突つきつけられれば、そりゃ瞳も潤むでしょうよ」

　今度はロゼと斎条の二人がため息をついた。なんだ？

　師し匠しようは机に肘ひじを突き、呆あきれるように言った。

「恋こいする乙女おとめの視線の温度に気づいて無いのはあんたくらいなものよ？」

「何を言っているのか分かりません」

「じゃあ、安芸はあの子の事どう思ってるわけ？」

「生徒の一人です」と、即そく答とうしようとして、なにかがそれを押しとどめた。

　僕が播機さんをどう思っているか？

　特に深く考える必要などない。

　……ええと。

　混乱する。師匠に聞かれた以上、迅じん速そくかつ明解に答えなければならない。

　そして答えるのは簡単な筈はずだ。

　しかし、何故なぜか、それが出来なかった。

　僕はこの時初めて、今まで同じ事を自問しかけて、それを拒きよ絶ぜつし続けていた事に気づいた。

　顔を上げると、ロゼが心を見み透すかすように僕を眺ながめている。

　とても、楽しそうに。

　その瞳を見ていると、体の中から感情が渦うずを巻いてあふれ出そうになる。

　が、そう感じた直後、理性の波が全すべてを押し流していった。

　僕は、小さく息をつき、ようやく答えた。

「守るべき対象です」

　師匠は目をパチクリさせた後、つまらなそうに聞いた。

「なにそれ？　守るべき対象？」

「ええ。僕の修練の足り無さで、彼女を論理魔術の世界に引き込んでしまった。その責任を果たさなければなりません」

　そうだ。そもそも４月のあの時、僕のかけた記き憶おく封ふう鎖さの術式が完全だったら、播機さんは自身の資質に気づく事無く、《円環キアカル》や《鴉ノツクス》の意図に振ふり回される事も無く、今も普ふ通つうの高校生活を送れた筈だ。彼女の望む日常の中に居続けられた筈だ。

　だから僕は、あの日、車の中で宣言した。

「僕は彼女を守らなければいけないんです」

　それが、僕の義務だから。

　二人は無言で僕を見ていた。

　肘をついたまま、ロゼは寂さみしげな瞳を向けた。

「可愛かわいそうな安芸。お前は、まだ自らにかけた呪じゆ縛ばくから、抜ぬけ出せてはいないんだね」

「なんの事ですか？」

　師匠は片目をつぶり、「さあね」と惚とぼけた。

「それはお前自身が見つけなければならない事。あらいけない。紅茶が冷めちゃうじゃない」

　ロゼは顔を上げると、指をパチンと鳴らした。ティーポットが宙に浮うかび、空になった三人のカップに順番に紅茶を注いでいく。

　更さらに指を鳴らすと、テーブルの真ん中に籐とうで編まれたカゴが出現した。中にはクッキーが並んでいる。焼き菓が子しから漂ただよう家庭的な香かおりも、懐なつかしい匂においだった。

　師匠は最初に注つがれたカップに砂糖を落としながら言った。

「さあ、まずは久方ぶりの再会を祝ってお茶会と行きましょう」

　スプーンを差し込み、砂糖を溶とかす。僕たちはその動きを見つめていた。

「その後は、互たがいの情報を交こう換かんする時間。とはいえ、私が出来るのは助言だけ。あなた達に手を貸す事は無い。なぜなら私はロゼ・ロイエン。私の翼つばさに色は無いのだから」




12　『それは《無ブーレ・色アグヌ》のロゼ・ロイエンだわ』と、携けい帯たいの向こうでベルは私に言った。




　秋津先生と別れてから、もちろんすぐにホテルに戻もどるなんて事はせず、当初の目的を果たした後、私達はなんとか点呼の時間までに部屋に帰き還かんする事に成功した。

　部屋で何事もなかったかのように待機して、葉は山やま先生が私と笠木さんの在室を確かく認にんして出て行く。ふう、危なかったー。

　秋津先生がまだ戻っていないのかもしれないと思った私は、携帯でベルを呼び出した。というのも、ベルはロンドンに実家があるので、ロンドンにいる間はホテルではなく実家に宿しゆく泊はくする事になっているからだ。

　私が事の顚てん末まつを話し終えると、ベルは忌いま々いましげにそう言った。私は聞き返す。

「《無ブーレ・色アグヌ》？　ロゼ・ロイエン？」

『七つの《血族クラン》の一つよ。沈ちん黙もくの魔ま女じよロゼ・ロイエン。結構な有名人よ』

「沈黙の魔女？」

　知らない言葉がいっぱい出てくる。

『ハルカはアキから論理魔術の勉強受けてるんじゃないの？』

　スピーカーから呆れた声が聞こえてくる。

「術式とかはすぐ覚えたんだけどさー。歴史とか組織とかどうにも興味持てないのよねー」

　私には覚えようとした事は絶対に忘れないという特技がある。ただ、「覚えようとする」事は割とその時のテンションに左右される事があって、あんまり万ばん能のうじゃない。

「それに、秋津先生も実技以外はあんまり力入れて教えてくれないんだよね」

　特に《円環キアカル》や《血族クラン》の話は微び妙みように避さけたがっている気配がある。これは多分だけど、私に余計な事を教えたく無いっていうのが、先生の中にあるんじゃないかな。

『まあいいけど。《無ブーレ・色アグヌ》ってのはね、《血族クラン》の中でも特別なの』

　ベルは喋しやべり始める。私は大きなベッドに体を沈しずめて聞く。

『簡単に言えば、中立の組織なのね。彼らは、世界はあるがままの姿が自然だと考えていて、仮に《鴉ノツクス》が世界に負の干かん渉しようを仕し掛かけているとしても、それも含ふくめて世界なのだとしているの。だから、積極的に《鴉ノツクス》と戦う事を良しとしていないの』

　笠木さんは、部屋の隅すみに椅い子すを置いて、ヘッドフォンから流れる音に耳を預けていた。

『《円環キアカル》にも籍せきは置いているけど、滅めつ多たなことが無い限り、白票しか投じないの。どの《血族クラン》とも結けつ託たくしない。敵では無いけど味方でもない。それが《無ブーレ・色アグヌ》の論理魔ま術じゆつ師しってわけ』

「なるほどー。あれ？　なんでそんな人が先生達の師し匠しようなわけ？」

『だからこそ、と言うべきね。どの《血族クラン》からも中立である《無ブーレ・色アグヌ》の論理魔術師は、《血族クラン》の間のパワーバランスを調整する事を自分たちの役割としているの。簡単に言えば、他ほかの《血族クラン》から弟で子しを取って、一人前の論理魔術師にすべく育て上げるのね』

　ふむ。そして秋津先生と斎条先生を育て上げた師匠というのが、さっきの美人さんだったわけね。いや、美人さんだった事にまだこだわっているわけでは無いのですよ？

『ロゼ・ロイエンは、その《無ブーレ・色アグヌ》の中でも有名な指南役よ。何十年にも亘わたって有能な魔術師達を輩はい出しゆつしてきたって話だわ』

「え、でもあの人そんな年ねん齢れいには見えなかったよ？　ぱっと見20代後半だったけど」

『そこが魔女の魔女たる所以ゆえんなのよ……』

　急にベルの声が低くなる。

『ロゼ・ロイエンの年齢は誰だれも知らない。５年前も、10年前も、今と変わらない美び貌ぼうを誇ほこっていたらしいわ。一説によれば、百年以上前の文ぶん献けんにもその名前が見つけられるとか……』

　ぞぞぞ。訳もなく背筋が寒くなる。

「そんな事ってホントにあるの……？　論理魔術を極きわめると年を取らないわけ？」

『まあ、百年以上生きてるってのは噓うそっぽいけどね』

　カラカラと笑う声。

『ただ』

　急に真しん剣けんな声。

『ロゼは若くてカッコイイ男を好んで弟子に取る事でも有名なの。だから「若い男の精気を吸い取る事で自身の若さを維い持じしてるんじゃないか」っていう噂うわさも──』

「ベルーっ!?」

『噂よ噂。ソノオならともかく、アキが修しゆ行ぎようしてたのって14歳まででしょ？　大だい丈じよう夫ぶよ』

　そういう問題ですか!?

「なんで先生の周りには変な女が多いのよ！」

『私に怒おこらないでよ！　ハルカもその一人でしょうが！』

「私はただの女子高生だもん」

『はあ？　地球上ただ二人しかいない《紅オストラム》が何を言ってるのよ……』

　再び呆あきれた声。

　……ん、二人？

「二人って？」

『あんたの妹よ。ホノカ、だっけ？』

　ん、そっか。

「普ふ段だん意識してないけど、そっか、あの子も《紅オストラム》の血を引いてるんだよね」

『意識してないのはあんただけだけどね。これまで何度もハルカのピンチを助けてるじゃない。もしかしたら、ハルカ以上の能力を持っているのかもしれないよ』

「えー？　それはなんか違ちがうような気がするけど」

『どうして？』

「もしそうなら、《円環キアカル》の《査問》を受けるのは私じゃなくて仄ほの香かなんじゃない？」

『……ふむ。それも、そうね。……ううん、そうじゃなくて……』

　しばし無言が続く。ベルは何か独り言のように呟つぶやいているようだったけど、携けい帯たいのこちら側までは届かなかった。

「ベル？」

『え？　あ、ごめん。ちょっと気になる事があっただけ』

「気になる事って？」

『あー、ええと、その前にちょっと調べ物して確かめたいかな。明日の朝はホテルに行くから、その時話す』

　微び妙みように歯切れの悪い口調に、少しだけ、不安を覚える。

『それよりさ、明日の観光ルートを決めましょうよ。どこでも案内するわよ。オススメは市内食べ歩きコースね』

「あ！　そうそう、その打ち合わせをしようと思ってたんだった！」

　ベルが無む理り矢や理り話題を変えた感じもしたけど、それよりも明日の食べ歩きの方が重要だった。私はカバンから観光ガイドを引っ張り出して、ベッドに広げた。

「ええと、私の希望はね──」

　夕食の時間になるまで、明日どういう順番でお店を回っていくかについて、私達は議論を繰くり広げた。




13　播機さんがこれまで遭そう遇ぐうしてきた事件について僕が語り終えると、沈ちん黙もくの魔ま女じよ、ロゼ・ロイエンは瞳ひとみを閉じた。




　こういう時の師し匠しように言葉をかけてはならない事を、僕たちは体が覚えている。下手へたに声でもかければその後半日は「師し弟ていのスキンシップ」とやらで修行がつぶれたからだ。師匠は若い弟で子し達を引き連れて町を練り歩くのが大好きだった。

　しばらくすると、ロゼは手をすっと前に出し、指を三回鳴らした。

　初めの二回でティーカップのセットとクッキーがテーブルの上からかき消える。

　そして三回目の音と共に、テーブルの上方80センチ程ほどの所に一冊の本が浮うかび上がった。赤茶色の革かわで装そう丁ていされた、割と大きめの本。

　空中に現れたその本は重力の法則に従ってテーブルに落下。衝しよう突とつのショックで本が開き、バラリとページを広げてテーブルに着地した。

「……アルバム？」

　一ページに一枚、見開きで二枚の写真が貼はり付けてある。写真のアルバムのようだ。

　師匠はこういう状じよう況きようでは意味の無い行こう為いをしない。僕と斎条は黙だまってその開かれたページを覗のぞき込んだ。

　二枚の写真、どちらの写真にも二人の女性が写っていた。

　左ページの写真は、師匠と、セーラー服を着た女子高生が二人立ち並んでいた。右ページの写真は、おそらくは30代の女性と、やはり師匠が並んでいた。

　詳しよう細さいに確かく認にんしなくとも、二枚の写真の、師匠では無い方の女性が同一人物である事は、その面おも影かげから察する事が出来た。写真の外に書かれている西せい暦れきの数字も、二枚の写真の間に流れた年月を知る事が出来る。

　何故なぜか、師匠の艶つややかな美び貌ぼうが二枚の写真で寸すん分ぶん違たがわないのだが、その事については、もう気にしない事に随ずい分ぶん前に決めている。

　西暦の他ほかに、短く「with　風ふう理り」と書いてあった。もう片方の写真の外側にも、同じ文字が連ねてある。

「風理」とはこの女性の名前だろうか？

　師匠の弟子の一人かと思ったが、見覚えはない。斎条に視線を送る。向こうも「知らない」と視線を返す。

　ただ、斎条が写真に落とす瞳は、どこか寂さみしげに見えた。

　もう一度写真に視線を戻もどし、師匠ではない方の女性を観察する。

　顔立ちから日本人だと分かる。ただ、頰ほおと鼻のラインから、何代か前で、西洋の血が混じっているように見えた。それも含ふくめて、整った顔立ちをしている。

　とても、綺き麗れいな人だった。大きな瞳からは、芯しんの通った強さを持った視線を感じさせる。逆に、口元に浮かべた笑えみは期待と喜びに満ちているようで、特に大人の方の笑顔は慈じ愛あいさえ感じ──

「……、……？」

　その時、何故か、胸が少しだけ、苦しくなった。しかし、それがどこから来る物なのか分からなかった。見覚えの無い、女性の筈はずなのに。

　僕は聞いた。

「この、女性は？　日本人ですよね？」

　師匠は答えない。静かな目で写真を見ていた。

　やがて、口を開く。

「……風理は、私の弟子ではない。彼女は私と会った時、既すでに優すぐれた論理魔術師だった。共同研究者だった事もある」

　僕と斎条は戦せん慄りつする。思わず顔を見合わせてしまった。

　師匠が人と組んで仕事をしていた事があっただって!?

　この、自分以外の人間を、自分の美貌を褒ほめ称たたえる為ための人形に過ぎないと思っている魔女が!?

　あまりのショックに僕らが硬こう直ちよくしていると、師匠がジロリとこちらを見た。

「……今、言われ無き侮ぶ辱じよくを受けた気がするのだけども？」

「「まったくもって気のせいですっ！」」

　完かん璧ぺきなタイミングで二人絶ぜつ叫きよう。

　師匠はしばらくこちらを見つめた後、「まあいい」と言って、アルバムに視線を戻した。

　緊きん張ちようしていた体がどっと弛し緩かんする。これまた昔よくあった懐なつかしい感覚だった。

「そう。共同研究者だった事もある。しかし、それ以前に、彼女は私の親友だった」

　昔を懐かしむように語るその表情は、僕の見た事の無い師匠の一面だった。

　師匠は手を伸のばし、慈いつくしむようにページをめくった。

　次のページも、同じ風理という女性と師匠の写真だった。

　ん。いや、違ちがう。もう一人いる。

　風理が一人の赤ん坊ぼうを抱だき抱かかえている。

　両手を大きく広げ、何かを求めるように笑っている。

　またさっきの感覚が、胸に詰つまる。まさか。

　僕は、写真の横のキャプションを見る。




　with　風理、遙




「！」

　思わず立ち上がり、椅い子すがガタッと音を立てた。構わず僕はアルバムを見つめる。風理が抱き抱えている赤ん坊は確かにどことなく面影が──

　僕はアルバムから無む理り矢や理り視線を剝はがして師し匠しようを見た。

　師匠は、まっすぐに僕を見ていた。

「彼女は播機風理。今は亡なき《紅オストラム》の論理魔術師。つまり」

　言われなくてもわかった。

「播機遙の、母だ」




　沈ちん黙もく。




　頭の中で疑問が渦うず巻まく。この写真は、播機さんの母親、すなわち、先代の《紅オストラム》である風理と、《無ブーレ・色アグヌ》のロゼ・ロイエンとの間に交流があった事を示している。しかし、そんな筈は無いのだ。

　神話の時代、《紅オストラム》は《血族クラン》を離り脱だつした。そして、播機さんの能力が現前するまで、その血は途と絶だえたと考えられていた。文ぶん献けんは全すべて失われており、今となっては《紅オストラム》の《特権タレント》がなんだったのかすら、伝わっていない。これは論理魔術師の常識だ。

　にもかかわらず、この写真はそれを否定している。

「座りなさい。私の安芸」

　静かに、しかし良く通る声で、師匠が言う。

　僕は、混乱する思考をなんとか抑おさえつけつつ、椅子に腰こし掛かけた。

　師匠は、僕が呼吸を整えるのを待ってから、静かに語り始めた。

「今から話す事は、《円環キアカル》と、そして《無ブーレ・色アグヌ》の《血族クラン》の一部のみが知る事。本来ならお前達に聞かせるような事ではない。それを、先に理解しておけ」

　ロゼ・ロイエンが指を鳴らす。するとテーブルの脇わきに無数の花が生けられた花か瓶びんが現れる。

　彼女はその花瓶を指で弾はじいた。すると、その花瓶から溢あふれるように咲さいていた色とりどりの花が、付け根で裁断されたかのように、花の形を維い持じしたままテーブルの上に転がった。

　ぽとりぽとりと落ちた花の数は八つ。それはどれもバラの花だった。それぞれ色が違った。本来バラには存在しない色も含ふくまれていた。最後の一個はなんとガラスで出来ていた。

　言われなくても何を意味しているのかは分かった。

　ロゼは、一つ一つ指を差していく。

「《紅オストラム》、《蒼マーレ》、《翠コラル》、《紫プルピユラ》、《黄ギリアン》、《白ヴアン》、《無ブーレ・色アグヌ》、《黒ドルハ》」

　テーブルの上に落ちた花は、七つの《血族クラン》と《鴉ノツクス》を表している。

「かの時代、八人の魔術師が召しよう喚かんされ、この世界の危機と戦った。世界は均きん衡こうを取り戻もどしたが、その代だい償しようとして、世界から魔ま法ほうが失われた。民たみは彼らを呪のろった。なぜなら、魔法が失われたその世界において、彼ら八人だけが、なお奇き跡せきの力を使う事が出来たから」

[image: ]

　師匠は黒色のバラをつまみ上げた。

「《黒ドルハ》はこの世界に絶望し、闇やみに落ちる。後にその一族は人類の敵、《鴉ノツクス》となる」

　黒バラをテーブルの端はしに置く。そして残った七色の花を円形に並べながら喋しやべり続けた。

「残った七人は《盟ギアル約・タナス》を結び、人類を陰かげから支える守護者であろうとした。《完結したフオル・円環キアカル》と、それに連なる《血族クラン》の誕生だ」

　テーブルの上には、七つの花が円を描えがいて並べられた。そしてその円からはじき出されているかのように、端の方に黒バラが置かれていた。

「……しかし」

　ロゼが指を弾くと、どこから湧わいたのか白い煙けむりが立ち上り、その煙が七つの花の中の一つ、深しん紅くのバラを包み込んだ。

　煙はやがて薄うすまると、そこに深紅のバラの姿は無かった。バラは消えたのだ。

　先さき程ほどまで美しい円を構成していた花のリングは、その一カ所が欠け、少し歪いびつな形になった。

「《紅オストラム》は、《円環キアカル》の設立を見届けてから、その姿を消した。何故なぜだか知っているか？」

　論理魔ま術じゆつ史上、それは謎なぞとされている。《紅オストラム》は自らに関するあらゆる書物や痕こん跡せきを消し去り、歴史から姿を消した。教科書にはそこまでしか書かれていない。

　残っているのは、おとぎ話だけ。

　親から子に寝ねしなに語り継つがれた、若き二人を巡めぐる、ありふれた物語だけ。

　僕は、ゆっくりと答える。

「……《紅オストラム》が、《黒ドルハ》を愛していたから、ですか」

　ロゼは小さく微笑ほほえんだ。

「それは理由の一つではある。しかし、全部ではない」

　もう一度指を鳴らすと、欠けたリングの中心に、先程の深紅のバラが現れた。

「《紅オストラム》が姿を消した理由。それは、《紅オストラム》の力が強力すぎたからだ」

　ロゼがテーブルを爪つめの先でトン、と、叩たたく。

　中央の深紅のバラが一いつ瞬しゆん輝かがやき、同時に、周りの六つのバラが炎ほのおに包まれる。

　一瞬の後に、六つのバラは灰も残さず消え去った。

　テーブルの上には深紅のバラと、離はなれた所に黒いバラだけが残っていた。

「最初にこの地に召喚された、初代《紅オストラム》の能力は、元々他ほかの七人と比ひ較かくしても頭一つ抜ぬきんでた物だったらしい。そして、その《特権タレント》は、もし行使される事があれば、他の七人が束になってもかなわない力を発したという」

　指を弾く。テーブルの上に六つのバラが戻ってきて、再び一カ所が欠けたリングを成す。

　ロゼは、リングの中心にあった深紅のバラを優やさしくつかみ上げ、黒バラとは反対側のテーブルの端ギリギリに置いた。深紅のバラを指で押さえたまま続ける。

「《紅オストラム》は、自身がいる限り、《円環キアカル》のパワーバランスが保てない事を把は握あくしていた。だから自ら姿を消したんだ」

　指を離す。バランスを失った深紅のバラはテーブルの端からこぼれ落ち、床ゆかに着地する直前にかき消えるように姿を消した。

「さて、昔話はもう少し続く。辛しん抱ぼうして聞きなさい」

　ロゼがまるでその手にワイングラスでも持っているように手のひらをくゆらすと、先程かき消えた深紅のバラが、その手のひらの上に落ちた。

「歴史から消えた《紅オストラム》は、まず自らの《特権タレント》の使用に厳しい制限を課し、それを子々孫々に守らせた。そして更さらに、来きたるべき未来に備えた」

　窓の外が、少し陰かげった。

「《紅オストラム》は、自らの子孫、つまり《紅オストラム》の《血族クラン》が、《完結したフオル・円環キアカル》に対たい抗こう出来るだけの力を持った勢力になってしまう事を恐おそれた。そして、自らに魔術的な制約を与あたえた」

「『魔術的な制約』？」

　僕が聞くと、ロゼは頷うなずく。

「この制約によって、初代《紅オストラム》が腹に宿した子は、自身の論理魔ま術じゆつ師しとしての資質を封ふう印いんされた状態で、この世に生を受けた。そしてそれは、《紅オストラム》の全すべての代に受け継がれる制約となった」

「え、あの」

「そして生まれた子供の中で一人だけが、《紅オストラム》の後こう継けい者しやとして選ばれ、成人した後のちにその封印が解かれる。《紅オストラム》の力は文字通り一子相伝の秘技となった」

「師し匠しよう、ちょっと待って下さい」

　僕はロゼの言葉を止めるように手を上げた。

「師匠、いくら伝承の話とはいえ無む茶ちや苦く茶ちやです。これから生まれる子供の能力をあらかじめ封印してしまうなんて。そんな事出来る訳がない。論理魔術は、有機体には効果を及およぼせ──」

　僕の反論を、師匠は力強い言葉で遮さえぎった。

「《紅》には、それが可能なのだ。《紅》の、《特権》ならば」




　沈ちん黙もく。




　ロゼは手に持っていた深紅のバラを、ポンと投げ上げた。美しい花弁の塊かたまりは、放物線を描いて、僕のすぐ前に着地した。

「私の可愛かわいい安芸」

　ロゼは何故か哀かなしそうな目で僕を見つめた。

「もう分かっているのでしょう？　《紅オストラム》の《特権タレント》が、どういう物なのかを。彼女の解けかけている力が、一体なんなのかを」

　僕は、答えなかった。

　答えられなかった訳では無い。

　それは、無意識に考えないようにしていた事だったのだ。




14　夜、私達はホテルの部屋に集まって、日本から持ってきたボードゲームで遊んでいた。




　消灯前に先生達が見回りに来る。それまでは自由時間だった。なので、私と笠木さんの部屋にパジャマ姿のやっかと美奈がやってきて、消灯ぎりぎりまで遊んでる事になった。

　ベッドの上にゲームを広げて、美奈だけが寝ねっ転がり、他の三人はぺたんと座っている。

　遊んでいるのはこの前の文化祭以来、美奈がお気に入りにしている、自分のペンギンをタイルからタイルに動かして、お魚を獲かく得とくするボードゲーム。獲とったお魚がそのまま得点になる。

　ゲームはもう終しゆう盤ばんに入っていて、あとはやっかがコマを動かせば、ゲーム終しゆう了りようだった。

「ねえ、今はるちゃんとみーちゃんは何点なの？」

　やっかが右手で赤いペンギンのコマをつまみながら聞いてくる。私は自分が獲得したタイルを数えて教えてあげる。

「私は31点。美奈は？」

「29点」

「ふむふむ……」

　再び考え込むやっか。本来は、お互たがいの得点はゲームが終わるまで秘密にしておくのだけど、今回はやっかが初めて遊ぶので、練習という事で得点はオープンにしている。

　盤ばん面めんを見つめていたやっかは、ふと、何かに気づいたようで、小さく困った顔をした。

「……あ、あれ？　おかしいな……」

　自分の色のペンギンさんのコマを持ち上げたまま、やっかが戸と惑まどっている。

「ん、やっか、どうしたの？」

「あのね、私が出来る事って、コマをこっちに動かすか、こっちに動かすかだけだよね」

　やっかは二つのタイルを指差す。

「ええと……。うん、そうだね」

「こっちに動かしたら、はるちゃんに２点入って、はるちゃんが一位だよね」

　得点を計算する。うん、そうなる。だからそっちに置いて欲しい～。

「でもさ、こっちに動かしたら、みーちゃんに３点入って、みーちゃんが一位だよね」

「え？」

　美奈の得点を計算する。今、順位は私、美奈、やっか、笠木さんの順。やっかと笠木さんは残念ながらトップ争いから脱だつ落らくしている。私は美奈に２点差で勝っている。やっかの最後の選せん択たくで、私に２点入ればもちろん私の勝利、でも美奈に３点入れば、１点差で美奈の勝ちになる。

「んーむむ、ホントだね」

「私もう負けが決まってるのに、私が一位の人を決めちゃうって変じゃない？」

「気にするな、やっか。こっちに動かして、私に３点くれ。明日クレープ奢おごってやるから」

　美奈がニヤニヤしながら足をばたつかせている。

「えー」

　しばらく盤面を見ていた私は、確かにやっかに他ほかの選せん択たく肢しが無い事を確かく認にんしてから、クレープで買収しようとしている美奈とまんざらでもないやっかを見た。

「これ、『キングメーカー』だ。秋津先生が言ってた」

「キングメーカー？」

　美奈が問い返す。

「うん。まんま『王様を作る人』って意味。勝敗に関係無い人の選択によって、一位の人が変わっちゃう事を言うの。今、練習でみんなの得点をオープンにしてたじゃない？　だから、こういう事が起きちゃうんだね」

「……あ、そっか。それぞれが取った得点を隠かくしておけば、誰だれが何点なのかわからないから、今みたいにやっかが悩なやむ事は無くなるんだな」

「そーゆー事。ま、今は私と美奈の同点勝利って事にして、今度は得点を隠してやらない？」

　誰からも異論が出なかったので、全員の持っていたタイルをベッドの上に戻もどし、裏向きにしてみんなで交ぜ合わせる。

「ところで遙」

　交ぜたタイルを並べ直しながら、美奈が聞いてきた。

「なあに？」

　私は日中ホテルを抜ぬけ出した時に買ったワッフルを口の中でもふもふしながら聞き返す。イギリスの料理が不味まずいなんて誰が言い出したのだろう。こんなにふわふわであまあまな食べ物があるではないですか♪

「秋津先生とどこまで進んでんの？」

　ワッフルを噴ふいた。

「わっ！　ばっちいな！　カケラ飛ばすなよ！」

「な、な、な、何を言うのよっ、突とつ然ぜん！　なんにもないよ！」

「まあそりゃそうだろうな。傍はたから見てても分かる」

　美奈が嬉うれしそうにバタバタと足を振ふりながら、ニヤリと笑う。

「しっかし秋津先生も罪な男だな。もう半年近くも遙がこんなにわかりやすくアプローチしてるのに、ひっかかりもしないんだから」

　やっかがうんうんと同意する。笠木さんが申し訳無さげに目を伏ふせる。

　美奈がバタ足運動をやめて、私を覗のぞき込む。

「なんで告白しない訳？」

　むーむむむ。『なんで』と言われると苦しい。

　少し小声で返答する。

「……自分からするの、やだもん」

　ホントを言えば、私としては４月のあの夜、先生の車の中で、自分の意思を既すでに示したつもりでいる。だから次は秋津先生の番なのだ。……たぶん。

「気持ちはわからんでも無いが。じゃあへたれなのは秋津先生の方なんだな」

「しょ、しょうがないじゃん。……相手は、教師だしさ。立場とか、あるだろうし」

　自分でもつまらない返し方だと思う。美奈はにやにやと笑った。

「教師ったって17歳の男子じゃんよ。思春期真っ盛りの煩ぼん悩のうの塊かたまりだぜ。遙がちょろっと服をめくって誘ゆう惑わくすれば簡単に落ちるんじゃないの？」

　寝ねっ転がったままの美奈は、私のパジャマに右手を伸のばして、一番上のボタンを器用に外し、胸むな元もとを開こうとする。

「なっ！」

　私は慌あわててパジャマをたぐって防ぼう御ぎよした。美奈は楽しそうに手をヒラヒラさせる。

　からかわれているのは分かっているのに、顔が紅潮するのを止められない。

「もう押し倒たおしちゃえよ。遙の体エロいから、いけるいける」

「ダ、ダメだよ！　だって──」

　目的は違ちがったけど、４月の頭に、私は一度先生に体で迫せまっている。全然効果なかったけど。

「────！」

　自分で思い出して猛もう烈れつに恥はずかしくなってきた。顔から湯気がでそうな程ほど。

　フリーズした私を見て、美奈が怪け訝げんな顔をする。

「……ん？　もしかして、もう試ためしたの？」

「ししし、してないもんそんな事！」

　不自然な否定の仕方を美奈は怪あやしんだけど、追つい及きゆうは勘かん弁べんしてくれた。

　ちなみにやっかも顔を真っ赤にしている。純情な子なのだ。

「ふむ。……秋津先生、ホモなんじゃないの？」

「違うもん！　確かめたわけじゃないけどそんな訳ないもん！」

　思わず大声を上げてしまう。

　……違うよね？　違うよね!?　思わず、すがるような目で笠木さんを見る。笠木さんはいつになく焦あせった動きで首を縦に振った。

「じゃあ全く脈無しなんかね」

「ぐっ……、それは、それで落ち込む」

　シャッフルが終わったタイルを表に返して並べていく。

「傍から見てる限りでは、もう既に付き合ってるようにしか見えないんだけどなあ」

「だよねだよね！」

　やっかが可愛かわいげに同意した。

「秋津先生が遙の事どう思ってるのか分かればなあ。まあ、もちろんそんな事を知る事は出来ないから、この純情乙女おとめは悶もん々もんとしてる訳だが」

　タイルを並べる私の手が止まる。

　それを知る方法はあるのだ。

　秋津先生は現在、私が偶ぐう然ぜん成功してしまったある強力な術式にかかっている。

　それは絶対の契けい約やくで、私が知りたいと心から望んでいる事であれば、秋津先生はそれを必ず答えてしまうという物。

　昼間に、先生が修しゆ行ぎよう時代への郷きよう愁しゆうを思わず吐と露ろしてしまった、あれである。

　正直、先生が私の事をどう思っているのか、私は心から知りたい。

　だから、それを聞けば、秋津先生は必ず答えてしまうだろう。

　でも、それじゃ駄だ目めなのよ！

　そこで魔ま術じゆつに頼たよりたく無い。それは私の中では反則。やったらきっと後こう悔かいする。

　私は先生に、日常の中で、私の存在に、魅み力りよくを感じて欲しいのだ。

　論理魔術師なんかじゃない、ただの女子高生として、認めてもらいたい。

《紅オストラム》じゃなくて、播機遙を、見て欲しい。

　そう。

　恋れん愛あいに魔術は必要無い。

　きっと、そう。

「……うん、やっぱりそれは駄目」

「なにが駄目だって？」

　美奈が私を見上げる。

「へっ!?」

　思わず言葉が漏もれていたらしい。慌てて取り繕つくろう。

「な、なんでもないよ!?　さあ、本番の勝負を始めよう！」

「いや、遙が握にぎってるタイルを置いてくれないと始められないんだけど」

「あっ!?　あはは、ごめんごめん。あはははは……」

　慌ててタイルを置いて、ゲームを開始する。

　その後は消灯時間まで、とりとめもない事を話しながら何度もゲームを遊んでいた。

　もう秋津先生の話は出なかった。

　でも、私の頭の中では、あのくせっ毛の男の子の事が、頭から離はなれなかった。
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15　青空の下、私は鏑木君と握あく手しゆしながら笑え顔がおで言った。




「アフガニスタンに行っておられましたね？You have been in Afghanistan, I perceive.」

　鏑木君が驚おどろいた顔をして答える。

「どうしてそんな事がわかるんですか？How on earth did you know that?」

　数瞬の沈ちん黙もくの後、二人とも堪こらえられなくって大だい爆ばく笑しよう。

　周りで班のメンバーがポカンとした顔になって、涙なみだが出そうなくらい笑ってる私達を見てた。

　班員の一人である久米君が苦く笑しようしながら言った。

「その台詞せりふでそれだけ楽しめるのは、なんというか、うらやましいね」

　ふふふ、うらやましいだろう！　皮肉は通用しないのだよワトソン君！




　一夜明けて、いよいよ本日から修学旅行本番となりました。今日の予定はロンドン観光。と言っても、学年全員で移動するわけじゃなくて、クラスの中で班を作って、その班単位での自由見学。あらかじめテーマと観光コースを決めておいて、日本に帰ったらそれぞれ成果を発表する形式。

　私が所属している班は、私、笠木さん、ベル、久米君、鏑木君の五人。普ふ通つうは男子３：女子３で一つの班なのだけど、どうしても男子四人で行動したいってグループがいたので、ウチの班はその分男子が一人少ない。

　さて、私達が選んだテーマは「シャーロック・ホームズゆかりの地を回る」。

　ん、今良心が痛んだので訂てい正せい。

「私達」って言ったけど、ほとんど私一人がごり押しして決めたのでした。みんなごめん。

　しかし反省はしていない！

　シャーロック・ホームズ！

　世界最高の名めい探たん偵てい！

　図書委員長であり自他共に認める読書好きの私が、ロンドン観光のテーマとしてこれ以外の選せん択たく肢しがあるだろうか！　いや、無い！

　今私達が立っているのは、アビーナショナル銀行の前。ここには、ホームズの下宿があった世界一有名な住所「ベーカー街２２１番地ｂ」のプレートが掛かかっている。つまり、私達は今、憧あこがれのベーカー街に来てるってわけ！

　ちなみにベーカー街は、シャーロック・ホームズが書かれた当時は、まだ１００番地までしかなかった。２２１ｂは架か空くうの地名だったのね。その後、都市の開発が進んで、このアビーナショナル銀行の敷しき地ちの一部が、２２１ｂを含ふくむようになり、それでここにプレートが置かれる事になったわけ。

　そして、そのプレートの前で私は鏑木君と、ホームズとワトソンが初めて出会った時の会話を再現していたのだ。

　ちなみに、ホームズ達が初めて出会った記念すべき場所がここ、という訳では無い。二人は聖バーソロミュー病院で出会い、さっきの会話をしたのだ。病院にはそれを記念するプレートが掛かっているらしいのだけど、どこに掛かっているのか、観光客が見る事が出来るのか、調べてもよく分からなかったので行かなかった。ちょっと残念。

　私がなおもプレートの前でぽわぽわしていると、ベルが頭をポンと叩たたく。

「ほら、もういいでしょ。次行くわよ」

「うん！」

　次はすぐ近くにある「シャーロック・ホームズ・ミュージアム」という建物。入り口に「２２１ｂ」の看板があり、中に入れば二階に行く階段が原作と同じ十七段になっていて、ホームズの書しよ斎さいが再現されているらしい。ああ、もう想像するだけでワクワクしてくる！

　私がハイテンションで歩きだすと、隣となりを並んで歩いていた鏑木君が話しかけてくる。

「しかし、心配だね。さっきの話」

「え？……ああ、うん。まあ、そんなに気にしてはいないけど」

　今朝、ちょっとしたトラブルがあったのだ。でも、ジワジワと湧わいて来た「私は海外旅行に来ている！　しかも憧れのホームズの舞ぶ台たいに！」という実感ですっぱり忘れていた。

　ベルが歩きながら振ふり返る。

「ん、どうかしたの？　ハルカ」

「うん。ホームステイ先がね……」

　私は今朝の顚てん末まつを話し始める。

　２日目、つまり本日の夜の宿はホームステイ形式になっている。二人ずつペアになって、ロンドンの一いつ般ぱんのご家庭で、一いつ泊ぱくお世話になるのだ。知らない人の家に泊とまるのは強い抵てい抗こうがあるけど、向こうは慣れているそうで、多少の日本語も分かるらしい。

　私は笠木さんとペアでシングルマザーの方の家にお邪じや魔まする予定だった。ところが、今日になってその家の息子むすこさんが高熱で寝ね込こんでしまい、私達を受け入れる余よ裕ゆうが無くなってしまったのだ。

　で、ただいま先生方に新しいホームステイ先を探して貰もらっている所。

「まあ、もし見つからなかったとしても、ホテルにもう一泊すればいいだけの話なんだけどね。せっかくの機会を逃のがすのはちょっともったいないし」

「なあんだ。そんな事ならウチに来れば良かったのに」

　こともなげにベルは言う。うーん、まあ、それはそれで行ってみたかったりもする。ああ、でも、ベルは《紫プルピユラ》の名門の家の筈はず。とても「一般のご家庭」という感じの住まいではなさそうな気がする。

　ベルがどんな豪ごう華かなお屋や敷しきに住んでいるのか想像していると、昔の警官みたいな制服を着た人が立っている建物が見えてきた。あれがミュージアムだ。鏑木君が軽く私の肩かたを叩く。

「まあ、そっちの方は先生方に任せて、僕らはロンドン観光を楽しもうよ」

　私は笑え顔がおで返す。

「そうだね！　ホームステイ先の事は、秋津先生達にお任せって事で！　さー、遊ぶぞう！」




16　僕と斎条はカウンターに並んで座っていた。




「昼間からお酒だなんて、不良だねえ、《蒼マーレ》坊や・カヌは」

「僕は飲んで無いし、誘さそったのはお前だ。サイジョー。あとその呼び方をやめろ」

　レモンの香かおりが効いたミネラルウォーターを口に含みながら斎条を睨にらむ。

　店には僕ら二人しかいない。開店前なので当然だった。

「お前こそ、昼間っからアルコール摂せつ取しゆして大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ロンドンに来て、ここのスコッチを飲まないなんて、不敬罪だよ。ねえ？」

　グラスを揺ゆらしてカウンターの奥で仕込みをしているマスターに笑いかける。初老の男性は柔にゆう和わな笑みを浮うかべ、また仕込みに戻もどる。

　教師陣じんは自由行動になっているとはいえ、本来なら僕はここで暇ひまつぶししている場合ではない。播機さんと香音のホームステイ先の切り替かえ手続きをしなければならないからだ。

　しかし、その作業は葉山先生が行う事になり、僕は気づけばここに連れてこられていた。

「訂てい正せいしよう。この店に来て酒を頼たのまないなんて、子供だねえ。《蒼マーレ》坊や・カヌは」

「その呼び方をやめろと言っている。それに僕はまだ17歳だ」

　イギリスでは18歳から飲酒喫きつ煙えんが許可されている。斎条は笑う。

「18なんてあと数日でなるだろ？」

「まだ数日ある。18歳だとしても、生徒には修学旅行中の飲酒喫煙を禁止している。教師だけＯＫって訳にいかないだろう」

「以前は酒も煙草たばこも年ねん齢れい制限なんて気にしてなかったじゃない」

「……日本の法律に合わせる事にしたんだ」

　斎条はグラスを傾かたむけながら小さく笑った。

「ほう？　それは播機さんの影えい響きようかな？」

　僕は答えず、代わりにため息をついた。

　カウンターの椅い子すを少し回して店内を見み渡わたす。

　ここは、ロゼ・ロイエンの元で僕や斎条が修しゆ行ぎようしていた頃ころ、多くの弟で子しが常連になっていたバーだ。僕も修行時代に何度となく来た、思い出の場所の一つ。

　店内の明かりはついていないが、午後１時の明かりが窓から差し込んでいるので、暗いという程ほどではなかった。

　斎条が目を細めた笑顔で問いかける。

「懐なつかしいかい？」

「……まあね」

　とりたてて特とく徴ちようのあるお店でも無いが、そこかしこに当時の思い出が沈ちん殿でんしていた。黒板に書かれたメニューを見れば、あるいは棚たなに並んだボトルを見れば、カウンターに彫ほられた傷を見れば、皆みんなで囲んだ黒いテーブルを見れば、今にも弟子仲間が入ってきそうな木製の無骨なドアを見れば、修行時代の事をいくらでも思い出す事が出来る。

　あの頃は、なにかちょっとしたイベントがあれば、弟子達みんなでここに押し掛かけた。夜通し女性の好みで喧けん嘩かをしたり、魔術理論について議論したり、失しつ恋れんした一人を慰なぐさめたり、まあなんにせよ大おお騒さわぎしていた。

　僕はまだ子供だったので、兄弟子達がアルコールで解放された感情をぶつけ合っているのを、少し遠くから見ていた。

　そして、夜明けと共にフラットに帰り、ベッドに潜もぐり込んで眠ねむった。

　誰だれもいない店内を見ながら、呟つぶやく。

「……あの頃は、師し匠しように隠かくれて、こっそりやってるハメ外しかと思っていたけど、やっぱりバレてたのかな」

　斎条はグラスを舐なめるように口をつけながら、片目をつぶった。

「当然さ。なんで僕らが町中のバーで魔術理論をおおっぴらに議論出来たと思っているんだい？」

「……そっか」

　カウンターの奥に視線を送る。マスターは黙だまってコップを磨みがいている。

　なるほど。つまりはこのバーは論理魔ま術じゆつ師し御ご用よう達たしか、そうでなくてもロゼ・ロイエンと深く繫つながりのある場所だったわけだ。単に、僕が幼かったから、知らされていなかったんだな。

　斎条は独り言のように言う。

「なにげない幸せを得る為ためにも、なにかしらのコストを払はらわなければならない。時に、それは幸せを得る人ではなく、他ほかの誰かが支払いを肩かた代がわりしている場合もある」

　それは確かに今の話と関係してはいたが、なんとなく、それとは別の事象を指して言っているように聞こえた。

　視線を向けると、斎条はイタズラがばれたかのように顔をほころばせた。この男が子供っぽい顔をするのは珍めずらしい。多少酔よいが回っているのだろうか。

「酔っぱらいの戯たわ言ごとだよ」

　最後の一口を飲んでグラスを口から離はなす。グラスをカウンターに置く直前に小指の背で器用にカウンターをノックする。お代わりの合図。

　いつの間にか目の前にいたマスターが空いたグラスとお代わりのグラスを音も無く交こう換かんする。同時にいつの間にやら置かれていた一いつ杯ぱい分の代金も回収していく。慣れた動作。

　マスターに指で会え釈しやくしてから、斎条はグラスを摑つかんだ。

「酔っぱらいついでに一つ聞いてもいいかな」

「なんだ？」

　斎条はこちらを見ないで、二杯目のグラスに口をつける。

「ホントのトコ、播機さんのコト、どう思ってるの？」

「……酔っぱらいの戯ざれ言は相手にしない事にしている」

「聞いてきたのはそっちじゃん！」

「逆だろ！」

「ま、それはともかく」

　ふにゃっとしていた顔が急に真顔に戻もどる。やはりこの男がこの程度で酔う筈はずがない。さっきのは単なるポーズだ。

「彼女の方は、君に随ずい分ぶん興味があるみたいじゃないか」

　答えず、斎条の前に置いてあった皿からナッツを取ってかじる。斎条は続けた。

「まあ彼女がどう思っているかは別にしてもさ、安芸クンはどうなのよ。彼女の事、気になってたりしないの？」

「生産性の無い質問にも答えない事にしている」

「そんな事ないよう。場合によっちゃ《紅オストラム》と《蒼マーレ》のハーフが生まれるかもしれないんだぜ。魔術史的にも重要だし、十分生産的だろ？」

　一いつ瞬しゆん斎条が何を言っているのかわからず、考え、叫さけびかけてナッツが喉のどにつまり、むせた。

　ミネラルウォーターを飲み干して落ち着かせる。空になったカップをカウンターに置くと、マスターが瞬時に二杯目と交換する。お代は後でいいらしい。

「……品の無い冗じよう談だんを言うな」

「１００％冗談って訳じゃないんだけどね。……彼女は危険だ」

　急にトーンが下がる。僕は斎条を見た。

　斎条は半分飲んだグラスをカウンターに置き、グラスの縁ふちを指でなぞっている。

「今は、彼女はただのプリン製造機だ。とても論理魔術師とは言えない。対《鴉ノツクス》としての戦力には含ふくめられないし、誰も注目していない。しかし、《紅オストラム》としての本来の能力を取り戻したら、パワーバランスが崩くずれる」

「なんの？」

　聞く必要の無い質問だったが、斎条は答えた。

「《血族クラン》の、だよ。《紅オストラム》を《蒼マーレ》の庇ひ護ご下に置き続ける事は将来的に反発を生む」

　僕はグラスをカウンターに叩たたきつけた。

「じゃあ播機さんを《円環キアカル》に引き渡わたせってのか!?　僕は彼女を守ると決めたんだ！」

　声を荒あらげてしまうのを止められなかった。

　斎条はそんな僕を静かな目で見つめた。

「だから、君のその信念はどこから来てるのかって、さっきから聞いてるのさ」

「信念だって!?　僕は──！」

　なおも叫ぼうとするも、斎条はじっと僕を見ていた。

　僕は──

　続きを言う事が出来ず、カウンターを見つめる。

　斎条が小さくため息をつくのが聞こえた。

　そして、大きな手を伸のばし、僕の頭をぐしゃぐしゃと強く撫なでた。

「答えを出せなんて言って無い」

　その言葉には、この男らしくない感情が含まれていた。

「ただ、向き合えと言ってるんだ」

　さらにぐしゃぐしゃとかき混ぜた後、斎条は僕の顔を覗のぞき込んでにやりと笑った。

「お似合いだと思うんだけどね、僕としては」

　体がカッと熱くなったが、悟さとられたくないので動きをセーブして、ミネラルウォーターを飲みつつ、意識の高こう揚ようを抑おさえる。

　呼吸が乱れていないのを確かく認にんしてから、斎条の方を再度見た。

「で？　そんな事を聞く為ために連れてきたのか？」

「なんの事だい？」

「とぼけるな。思い出に浸ひたりに来た訳じゃないだろ？　用件を話せよ」

　わざわざ開店前のバーに連れてきたのは、他ほかに聞かれたく無い話があるからだ。

　斎条は二杯目のスコッチを飲み干し、カウンターに置いた。三杯目は無し。

「まあ、話はあるにはあるし、実は《紅オストラム》の事もその一部なんだけど」

　椅い子すをくるりと回して、カウンターに背を向け、斎条は店内に目をやる。

「僕じゃないんだよね」

「なにが？」

「君に話がある人が、さ」

　突とつ然ぜん、人の気配を感じて、僕は振ふり返る。

　広くない店内の一番奥。

　丸テーブルの席に座っていたスーツ姿の男が立ち上がる。

　先さき程ほど見み渡わたした時、店内には誰だれもいなかった。あの後、入り口は開いていない。

　どこから？

　表情は隠かくしつつも、戸と惑まどう思考を余所よそに、スーツの男はまっすぐこちらに歩いてきた。

　そして、僕の前で止まり、右手を差し出す。

「お初にお目に掛かかります。《蒼マーレ》殿どの」

　そう言って、男は、クックと、小さく笑った。




17　15時。ロンドン市内を一ひと巡めぐりした私達五人は、一休みすることにした。




「そして、イギリスで一休みと言えば、アフタヌーンティーですのことよ！」

　わーっと、ベルと私で小さく拍はく手しゆ。男子二名は苦く笑しよう。笠木さんはいつもながらの無表情。

　私達は今、前もってベルと入念に検討した──もちろん今朝の内に予約を入れておいた──ティールームに来ている。空は快晴で、オープンテラスにはぽかぽかとした日差しが降り注いでいて、そんなには寒くない。

　案内されたテーブルに座っていると、給きゆう仕じさんがやってきて、ティーセットを純白のテーブルクロスの上に並べていってくれる。

　テーブルの中央に置かれているのは、アフタヌーンティーのシンボルとも言える三段トレイ。銀色の取っ手から延びるポールに包まれるように、それぞれの段に純白のお皿が置かれている。

　一番下の段には一口サイズの四角いサンドイッチがきっちり並べて置かれている。二段目にはスコーンが人数分、一番上のトレイにはちっちゃくて可愛かわいいお菓か子しがいろんな種類並べてある。これを下から順に食べていくのが正式らしい。

　テーブルの上には、その三段トレイを中心に、ティーカップとポットが綺き麗れいに並べられている。ポットは中の紅茶が濃こくなってきたら交こう換かんしてくれるとベルが言っていた。紅茶は飲み放題って事かな？　それにスコーン用のジャムとクリームもたっぷり。うーん。見ているだけで幸福感に包まれる光景であります♪

　紅茶をみんなでサーブしあって、ティータイム開始。

「スコーンってどうやって食べるの？」

「知らないの？　こうやって横に半分に割って、ジャムかクリームを塗ぬるの」

　ふむふむなるほど。ベルの実演をまねて、黄色い焼やき菓が子しにクリームを載のせて、かじる。




　さくっ




　……ぽわわ。

「ん～っ、美味おいしい～！」

　私がはしゃぐと、ベルがため息をついてジト目で私を見る。

「ハルカ、ティータイムってのはもうちょっと優ゆう雅がに楽しむ物よ」

　鏑木君がくすくす笑う。

「まあ、楽しければいいんじゃない。さて、僕もスコーンを頂こうかな。……あれ？」

　鏑木君が三段トレイの真ん中に手を伸ばしたけど、そこには何も置いて無かった。

　……ん？　そんな筈はずはない。

　スコーンはさっきまで、確かにトレイの上に人数分置いてあった。

　私は自分の前のお皿から順番に確認する。まず私の分。一個目。

　右みぎ隣どなりのベル、二個目。

　鏑木君の皿の上にはスコーンはない。

　久米君は今丁度食べている所。三個目。

　笠木さん、四個目。

　やっぱり四個しか──

「うん、やはりここのスコーンは絶品だね」

　私のすぐ隣となりで、大人の女性の声がした。

　首だけそちらに向ける。

「──え？」

　思わず呟つぶやいてしまう。

　笠木さんと私の間に、女の人が一人、座っていた。

　その事に、今初めて気づいた。

　え、なんで？

　いつの間に？

　ここって五人席だった筈だけど？

　ベルや鏑木君達も今気づいたみたいで、目を丸くしている。

　久米君は手に持っていたスコーンをポロリと地面に落とした。あ、もったいない。

　笠木さんは静かな瞳ひとみで、女性を見つめていた。

　その人は、黒レザーの手て袋ぶくろのまま、スコーンを指でつまんで、齧かじっていた。

　あれ、それ鏑木君の分の五個目だ。

　いや違ちがう！　そういう問題じゃない！

　五人しかいない筈のテーブルに、六人目が座っている事の方が問題だ。

「ん？　どうしたの？　紅茶が冷めるよ」

　まるで何事も無いように謎なぞの闖ちん入にゆう者はそう言って、手袋の指の先についたスコーンのカケラを舐なめ取った。

　レザーの上を這はう舌の動きが、艶なまめかしくて、えっちかった。

　いやだからそうじゃないってば！　なんなのよこの人は！

　私は意識を落ち着けて、観察する。

　その人はつばの大きな三角帽ぼうに、露ろ出しゆつ度どの高い黒いドレスを着ていた。

　レザーの黒手袋が肘ひじまで覆おおっているのだけど、それが逆にむき出しになった二の腕うで、肩かた、胸むな元もとの白い肌はだを強調していた。

　長いブロンドの髪かみがオープンテラスを吹ふき抜ぬける風になびいていた。

　細長の目の中に透すき通った水色の瞳が浮うかんでいる。綺麗な人。

　でも、こんなに近くで見ているのに、年ねん齢れいがよく分からなかった。

　ぱっと見、私達より少し上くらいにも見えたし、逆に、ずっと年上のようにも見えた。

　私は、その女の人を知っていた。

　昨日、私をひったくり犯から助けてくれた人だ。

　ベルから名前を聞いている。

「ロゼ・ロイエン……さん？」

「なんだ。私の名前知ってるんだ？　じゃあ大体事情は理解してるよね」

「じ、事情って？」
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「良いスコーンはね、なにもつけずに食べても美味しいよ」

　尋たずねていない事を私に教えて、もう一口かじる。

　私達は啞あ然ぜんとして、全身黒ずくめのお姉さんを見つめていた。

　彼女は黙もく々もくとスコーンを食べている。

　沈ちん黙もくを破ったのは、そのスコーンの本来の所有予定者だった鏑木君だった。

「ええと……、播機さんの、お知り合い？」

「え？　あー、うーん、私と言うよりは、秋津先生の知り合い、なのかな？」

　もちろん論理魔術のお師し匠しよう様だなんて言えないので、なんて説明していいのか悩なやむ。

「心配ないよ。これから私は遙と知り合いになるの」

　スコーンを全部食べ終えた女性は、指についたカケラを舐めながら言った。

「え？　ええと、ロゼさん？」

　午後のティータイムが、いつの間にか別の物に変質してしまった気がして、私は混乱している。

「ロゼでいいよ」

　そう言って、黒のドレスに身を包んだ女性は笑え顔がおを作る。

「あなたのホームステイ先、私の家になったの。ティータイムが終わったら、手続きに行くよ」




18　長年通っていた筈はずなのに、このバーに個室がある事を僕は知らなかった。




「ここなら話が漏もれる事もありません」

　スーツの男は空のコップに水を注つぎ、僕と斎条の前に置いた。

　三人が通された部屋には窓も無く、漆しつ喰くいの壁かべに裸はだか電でん球きゆうの明かりが反射している。

　四角い木のテーブルの、扉とびら側に男が、部屋の奥側に僕と斎条が座っていた。

　斎条は、椅い子すに座ってからは薄うすい笑みを顔に貼はり付かせたまま黙だまっている。

　男は水差しを持ったままコップの中身を飲み干し、二杯目を注そそいだ。

　コップに落ちていく水の流れを見つめながら、男が僕に問いかける。

「自己紹しよう介かいは必要ですか？」

「いいえ」

　即そく答とうした。

「当主代行の付き添そいの際、お見かけした事があります」

　感情は表情に出さない。冷静に言葉を連ねる。

「《導師》、ミシェル・ミゲールさんですね」

　僕の言葉を聞いて、男は口を押さえてクックと笑った。

「時代錯さく誤ごな表現ではありますがね。それに《導師》の一人に過ぎませんよ」

《白ヴアン》の論理魔ま術じゆつ師し、ミシェル・ミゲールはそう言いながら二杯目の水を飲み干した。




　七つの《血族クラン》の上位に存在する《完結したフオル・円環キアカル》。

　各《血族クラン》から派は遣けんされた論理魔術師と、論理魔術師の秘密を知る一いつ般ぱん人によって構成されているこの組織は、論理魔術を世界から隠いん蔽ぺいする為ために必要なあらゆる工作、および全世界的なネットワークの構築を主な役割としている。

　そして同時に、《完結したフオル・円環キアカル》は七つの《血族クラン》を統すべる最高意思決定機関でもある。

　特に、人類の天敵である《鴉ノツクス》との戦せん闘とうについては、常に《円環キアカル》の意思が優先され、《血族クラン》はその指示に従って作戦を実行する。

　数百人の構成員からなる《円環キアカル》はピラミッド形に命令系統が設計されていて、最上位に《導師》が三人、その直下に各《血族クラン》の代表が七人配置され、その下は網あみの目のように人が連なっている。

　実質的には、《導師》の三人の意思が《円環キアカル》を動かし、《円環キアカル》が《血族クラン》に指令を送り、それによって世界中に存在する論理魔術師の行動が決定するのだ。

　その《導師》の一人が、目の前に座っているミシェル・ミゲール。ミシェルMichelにミゲールMichel？　米語読みならどっちもマイケルMichelじゃないか。ふざけた偽ぎ名めいだ。




　僕は尋ねる。

「何故なぜあなたがこんな所に？　護衛も無しに」

　ミシェルは笑顔で答える。

「《円環キアカル》の中は窮きゆう屈くつでね。たまには羽を伸のばしたくもなるのですよ」

　それはつまり、護衛など必要無い、という意味だった。

《導師》に選ばれるには、《円環キアカル》を、ひいては全論理魔術師を率いられるだけの能力を持っている必要がある。それは学んで得られる物だけでなく、魔術師としての血筋や、持って生まれたカリスマ性なども加味される。

　しかし、最も重要視されるのは、論理魔術師としての性能である。ミシェルは、あらゆる論理魔術師の中で──《鴉ノツクス》を除けば、だが──最も強力な魔術師として選ばれた、三人の中の一人なのである。

「何故、あなたが、ここに？」

　僕はもう一度質問を繰くり返す。

　ミシェルはクックと笑いながら、三杯目の水をグラスに注いだ。

「若いのに慎しん重ちようですね。余計な言動をしないように意識している。嫌きらいではありませんよ」

　グラスの半分くらいの所で、水差しが空になった。

　ミシェルは、水差しを脇わきに寄せると、初めて僕の目を見た。

「《蒼マーレ》の論理魔術師、秋津安芸」

　余よ裕ゆうを含ふくんだ表情を崩くずさずに、僕の名を呼ぶ。

　理由も無く、その場から立ち去りたい衝しよう動どうに駆かられたが、《導師》に名前を呼ばれた以上、僕の今後の行動や発言は、《蒼マーレ》の代表としてのそれになる。

　僕は呼吸を落ち着けて答えた。

「はい」

「緊きん張ちようする必要はありませんよ。今からするのは世間話です。あなたに聞いて欲しい話があって、斎条君にこの場をセッティングしてもらいました」

　ミシェルは両手を広げておどけた。

「さて《蒼マーレ》、始めてもよろしいですか？　それとも、フィッシュアンドチップスでも頼たのみますか？」

「お構いなく。どうぞ」

「そうですか？　じゃあ私は食べたいので注文しますね」

　ミシェルは扉とびらを開けてマスターを呼んだ。

　僕は話を始めてくれという意味で「どうぞ」と言ったのだが、別の意味に取られたらしい。

　扉の向こうにメニューを持ったマスターが現れ、ミシェルは椅い子すに座ったままメニューを開いて悩なやみ始めた。フィッシュアンドチップスを頼むんじゃなかったのか。

　なんというか、言葉、行動の一つ一つが僕を微び妙みように苛いら立だたせるのだが、わざとやっているのだろうか。そういう戦略なのかもしれない。

「気にするな。元々こういう人なんだ。この人は」

　斎条が表情を１ミリも変えず、こちらも見ないで言う。

　ようやくメニューから顔を上げたミシェルは「やっぱりフィッシュアンドチップスを」と言ってメニューをマスターに返した。一体何を悩んでいたんだ？

　マスターが扉を閉めると、ミシェルはこちらを向いて笑え顔がおになる。

「さて、一つ目は、現在《円環キアカル》が抱かかえている問題についてです」

〝世間話〟は、唐とう突とつに始まった。

「薄うす々うす感づいているのではないかと思うのですが、現在《円環キアカル》の中で、《紅オストラム》の扱あつかいについて意見が割れています」

　まず、播機さんを物のように扱う言動が許容しかねる。また、それを楽しげに喋しやべるこの男も腹立たしかった。何様のつもりだ。

　しかし、それを言葉や表情には出さない。戦いは既すでに始まっている。この〝世間話〟とやらがどこに繫つながるのかは分からないが、《導師》を前にして、警けい戒かいしすぎるという事は無い。あえて隙すきを見せる理由はなかった。

　ただ、テーブルの下で拳こぶしを固めるのを止める事は出来なかった。修練が足りない。

「大まかには、慎重派と急進派に分かれていると思って下さい。また、それぞれの派は閥ばつを支持する《導師》が一人ずついます。ちなみに、三人目は中立を保っています」

　ミシェルは、テーブルの端はしにあった香こう辛しん料りようの瓶びんを三本まとめて摑つかみ、真ん中に並べた。ガラスの小こ瓶びんが、テーブルの中央で三角形を作る。

　そして、その内の一個を持ち上げて振ふる。

「急進派は、播機遙が《紅オストラム》が数千年に亘わたって封ふう印いんしてきた《特権タレント》の力を解放してしまうのではないかと恐おそれています。そして──」

「《紅オストラム》を存在ごと排はい除じよしようとしている」

　僕が台詞せりふを取ったので、ミシェルは口を開いたまま動きを止めた。やがて、

「ええ、その通りです。君も遭そう遇ぐうしているでしょう？」

　馬ま原はらの一件の事だ。




　９月の頭に、僕たちはかつて〝教プロフ授エツサー〟と呼ばれた天才論理魔ま術じゆつ師しである馬原守もり人ひとと戦った。

　事件は《蒼マーレ》の敷しき地ち内で起こった。罪人であった馬原は、論理魔術師にとっての監かん獄ごくである《島イニス》から脱だつ獄ごくし、《鴉ノツクス》の一員となって僕たちの前に現れた。馬原の目的は、播機さん──《紅オストラム》──を、《人形ドール》に組み替かえる事だった。

　彼を倒たおす事によって、その計画は水すい泡ほうに帰し、馬原は再び《島イニス》へと送られる事となった。このとき、《円環キアカル》の調査によって、馬原の犯行は単独によるものと結論づけられた。

　しかし、

　馬原の取った行動は、《円環キアカル》からの情報リーク無しには成立しない。証しよう拠こは無いが、間ま違ちがいなかった。




　これまでにも、《円環キアカル》からイドへ情報がリークされたらしい事例は何度かあった。しかしそれはどれも《紅オストラム》というよりはジェシカシステム──つまり、飯いい綱つな伊い代よ──がらみの情報だった。

　当初、僕は、《蒼マーレ》から戦力を削けずりたい《円環キアカル》が、ジェシカシステムを自分の物にしたいイドと手を組み、情報を流したのだろうと考えていた。

　しかし、馬原の場合は違う。彼の最終目的は、《紅オストラム》である播機さんを《人形ドール》化する事にあった。それは、明確な《紅オストラム》への排除の意思だった。

　そして、馬原が行動を起こす際、《円環キアカル》は奴やつに情報提供するのみならず、《蒼マーレ》の敷地に侵しん入にゆうしてジェシカシステムを制圧する事までやってのけた。それは《蒼マーレ》に対する越えつ権けん行こう為いであり、なりふり構わない《円環キアカル》の姿が垣かい間ま見みえた。

　ミシェルは笑みを絶やさずに話を続けた。

「彼らも必死です。播機遙が完全に覚かく醒せいしたら手て遅おくれだと考えている」

　指先で弄いじっていた瓶を下ろし、ミシェルは別の瓶を、人差し指の先で傾かたむける。

「慎しん重ちよう派の人達は、そこまで過激な事は考えていません。あ、慎重派を支持している《導師》は私ですよ」

　自分の顔を指差して、クックと笑う。なにか面おも白しろい部分があったか？

　斎条に視線を送ると、無言の肯こう定ていが返って来た。

　ミシェルが斎条の上司である事は明白。ここは信用出来るだろう。というか、信用するしかない。

「慎重派である私達は、《紅オストラム》の能力、特に《特権タレント》が覚醒しない事を望んでいます。このまま、プリン製造魔ま術じゆつだけを使って生しよう涯がいを終えて欲しい。それであれば全く脅きよう威いではありません」

　ミシェルが少し指で押すと、傾いていた瓶は横に倒れる。

　狭せまい部屋の中に、少し耳みみ障ざわりな音が響ひびいた。

「しかし、そうも言っていられなくなりました。播機遙の能力は部分的に解放し始めている。既に三回その片へん鱗りんが現れています」

　最初は、クルーズ船アスファイファ号での事。

　僕が撃うたれたと勘かん違ちがいした播機さんは、感情を暴走させ、海の水を媒ばい介かいにシーサーペントを呼び出した。

　次は、Ｍラボでの《査問》計測中。

　木もく片へんの生長量を暴走させ、研究室の中を森に変えてしまった。

　そして最後は、そのＭラボで馬原と戦っていた時。

　地面に墜つい落らくしかけていた播機さんは、妹の仄香さんの力を借りて、背中に深しん紅くの翼つばさを作り上げ、舞まい上がった。

　そのどれも、通常の論理魔術では実現出来ない事象だった。

　論理魔術は万ばん物ぶつが持つ《可能性ルウキス》に干かん渉しようし、変質させる力だ。逆に言えば、元々媒介が持っている《可能性ルウキス》を超こえるような事はそもそも行えない。《人形ドール》を使えば話は多少変わるのだが、それでも、出来る事には限界がある。

　論理魔術は決して万能では無いのだ。

　しかし、播機さんが僕らに見せたそれらの事象は、どれも、本来の水や木片が持っている《可能性ルウキス》を遥はるかに上回る変質だった。翼つばさに至っては、無から有を生み出しているとしか思えない。それは、論理魔術の側面からは有り得ない事だった。

　逆に言えば、それらは通常の論理魔術によって実現された物ではなく、《紅オストラム》の《特権タレント》による能力の発はつ露ろと見るべきだった。

「このままでは播機遙は覚醒してしまう。でもまあ、それはそれで構わないんです」

　ミシェルは倒れた瓶びんを起こした後、両手を広げて肩かたをすくめた。

「《紅オストラム》との再合流は、《円環キアカル》の、ひいては論理魔術師全体の悲願です。彼女がその身に流れる血の持つ力を、完全に自身の物にした時には、《円環キアカル》が責任を持って彼女を導きます」

「……と、慎重派は考えている、の、ですね？」

「はい。これはあくまで我々の論理です。急進派は違う。彼らにとって事態は深刻です」

　一つ前の瓶をつまみ上げ、それを大きく振ふった。

「急進派はなりふり構っていられない状じよう況きようまで追い込まれている。次にどんな手で《紅オストラム》にアプローチするのか想像も出来ません」

「……それで？」

「いえ、それだけです。《円環キアカル》が抱かかえている問題について話すと言ったでしょう？」

「それは一つ目の話だと聞きました。続きがあるのでしょう？」

「もちろん」

　ミシェルはクックと笑いながら、テーブルの上に並べられた瓶を端はしに戻もどした。

　狙ねらい澄すましたかのように扉とびらが開き、マスターがフィッシュアンドチップスをテーブルの真ん中に置き、そして出て行く。

「実は今日昼食がまだでしてね。食べながらお話ししていいですか？」

　僕はそろそろイライラを我が慢まん出来なくなっていた。

「構いませんから、早く続きを」

　魚のフライをお皿に取りながらミシェルは言った。

「二つ目は、あなたの立場をお教えしておきたいという話です。《蒼マーレ》」

「僕の、立場？」

「ええ。ああ、やっぱり食べながら喋しやべるのは難しいですね。まずはこれを平らげてしまいましょう」

　ミシェルは勝手に僕と斎条の分も、フライを皿に取り分け始めた。




19　ティータイムの後、私達の班はロゼさんと一いつ緒しよにホテルに戻った。




　室内でも三角帽ぼうを取らないロゼさんは明らかに変な格好だったけど、意外に市内には変な格好──最新のモードなのかもしれない──をしている人達が多くいて、彼女の格好は、それほどには浮ういていなかった。

　ホテルで葉山先生に確かく認にんすると、確かに私と笠木さんの新しいホームステイ先はロゼさんの家になっていた。

　ロゼさんはいくつかの書類にサインをした後「行くよ」と言ってホテルを出て行く。

　鏑木君達のホームステイ先の人もホテルに来ていて、私達はここで別れた。ちなみにベルは今日も実家に泊とまる。

　私は笠木さんと手を繫つなぎ、たった今ドアを出て行った三角帽の人を追ってホテルを出る。

　多少日も落ちていて、建物が冷たい空気の中でうっすらと茜あかね色いろに染まり始めている。先さき程ほど観光していた時よりも人の流れが多く、そして足取りが速いような気がした。家に帰る人達なのかもしれない。

　街を歩く人や、等とう間かん隔かくに並ぶ街灯の影かげが、随ずい分ぶんと長くなっていた。

「……あれ？」

　ホテルの外に出て見み渡わたしてみても、人ひと混ごみの中にあの特とく徴ちよう的な服装が見あたらなかった。

　と、道路からクラクションが鳴る。

「こっちよ！」

　見ると、真っ白な車の中から、ロゼさんが体を乗り出してこちらに手を振っている。

　私達はそこへ駆かけ寄った。

「乗んなさい」

　車？　なんでここに車があるの？　もしかして、ホテルに車を置いてから、私達の所に来たのだろうか。あれ、でも、そもそもこの人はどうやってアフタヌーンティーに興じる私達を発見したのだろう？

　疑問がぽこぽこ湧わいたのだけど、後部座席のドアが開いたので、私達はとりあえず乗り込む事にする。

　すぐに発進する。

　道路はそれほどは混んでいなくて、すいすいと市内を進んでいく。すれ違ちがう車のフロントガラスに、夕日が反射している。

　イギリスは日本と同じで、車道は左側通行になっている。修学旅行中はバスでしか移動していないので、自動車の高さから街並みを見るのも楽しかった。

「イギリスは楽しめてる？」

　ロゼさんがバックミラー越ごしに話しかけてきた。派手な外見と、露ろ出しゆつされた肌はだが醸かもす妖よう艶えんな魅み力りよくとは裏腹に、カラッと楽しそうな声だった。

「もう最高です！　あの、ロゼさ──」

「ロゼでいいってば」

　さっきも言われたのだ。でも、年上の人を呼び捨てするのは抵てい抗こうがあった。

「ええと、……ロゼ？」

「なあに？　遙」

「あの、ホームステイさせてもらって、ありがとうございます」

「アハ！　お礼なんていいよ。大だい歓かん迎げい」

　ロゼさんはからからと笑った。

「安芸が去って以来弟で子しもいないし、若い子と夕食を共に出来るのは私も楽しい。それに」

「それに？」

「絵里子の頼たのみだからね。断る訳にはいかないよ」

「え!?　理事長先生のお知り合いなんですか？」

「あれ？　知らないの？」

　口を大きく開けて笑え顔がお。

「絵里子も私の弟子なの。今回は一緒に来てないんだってね。安芸に聞いた」

　ハンドルを握にぎったまま残念そうにため息をつく。その吐と息いきがなんか艶なまめかしかった。




　周す藤とう絵里子理事長は、今回の修学旅行には参加していない。なんでも、どうにもやらなければならない仕事があるとか。

　なので理事長室で、秋津先生と斎条先生に、

「大変、非常に、とんでもなく残念だが、イギリスには同行出来ない。《紅オストラム》の事は二人に頼んだ」

　と、やたら晴れやかな笑顔で言っていた。その後続けて、

「あと、あの人に会ったらよろしく伝えておいてくれ」

　と言った時、男性陣じん二人の顔が微び妙みように歪ゆがんでいた。




　あの人、というのは、今私の横に座っているロゼ・ロイエンの事なのだろう。先生方は皆みんな、このお師し匠しようさんの事が苦手なんだろうか？　なんでだろ。こんな気さくそうな人なのに。

　交差点が迫せまってきた。信号は赤。徐じよ々じよにスピードを落とす。

　イギリスの交差点はラウンドアバウトと言って、日本の十字路とは形が違う。なんて説明すれば良いのかな。十字路はどこもロータリーになっていて、進入した車は必ず時計回りに回りながら、自分の行きたい道に出る、って言ったら通じる？

　交差点の手前で停止。目の前の横断歩道を人が歩き出す。

　ハンドルを軽く指で叩たたきながら、ロゼさんが言った。

「フラットに着いたら、面おも白しろい物を見せてあげるよ」

「面白い物？」

「風理の写真」




　……え？




　聞き間ま違ちがえたかと思った。

　だから確かめた。

「ふ、ふうり……って」

「播機風理だよ」

「！」

　驚おどろいて体がびくっとなる。

　その名前を、誰だれかが口にするのは、何年ぶりだろう。

　しかも、今日会ったばかりの人の口から出るなんて、あまりに想像の外にあった。

　私は喋しやべろうと思って、でも、焦あせってしまって、上手うまく言葉が出てこなかった。

「知って、るん、ですか？……母、を」

　ロゼさんは、前を向いたまま、「ああ」と呟つぶやいた。

「彼女は私の良き研究仲間であり、友人だった」

　母さんの、友達。この人が。

「残念だよ。君たちが成人したら、もう一度会うつもりだったんだ」

　ハンドルを両手で抱だくように前まえ屈かがみになり、彼女は空を見上げながら遠い目をした。

　突とつ然ぜんの事で頭がぼうっとしてしまい、上手く考えをまとめる事が出来なかった。

　なので、ロゼさんに釣つられて窓の外を見た。

　夕焼けの中を、たくさんの人が通り過ぎていく。

　ロータリーを挟はさんで向こうの道路は、右車線も左車線も、車が一つも無く、茜あかね色いろにキラキラと輝かがやくアスファルトの道路を真っ直すぐ眺ながめる事が出来た。

　遠くから、大きなトラックが一台だけ走って来ていた。

　ロゼさんはハンドルに預けていた体を起こし、またトントンと指の先でハンドルを叩いた。

「そうか、その話もしなければならないな。多分、それが私の役目なのだろう」

「その話、って……？」

「とりあえずは、家に帰り着けたらだな」

　と、ハンドルをトントン叩いていた指が止まる。

　突然ロゼさんはシフトレバーをガチャガチャ動かした後、アクセルを思いっきり踏ふんだ。車がギュギュギュギュギュギュッ！　と、その場でもの凄すごい音を立てる。

「ロ、ロゼさん！　なにを！　っていうか、まだ赤ですよ！」

「ロゼでいいってば！　前を見てみな！」

　言われるままに前を見る。

　先さき程ほどの遠くに見えたトラックが、さっきより近くに見えた。大きな黄色いコンテナを積んでいる。コンテナトラックという奴やつだ。

　しかし、ちょっとスピードを出しすぎだ。向こうだって赤信号なんだろうし、停とまるのが大変じゃないかな。




　……。




　…………ん？




　なんで、あのトラック、右車線を進んでるの？

　トラックは、向こうから見れば右車線、つまり、私達と同じ車線を走り、そして、こちらに向かっている。

「な、なんなのコレ!?」

　私の声に、ロゼさんが答える。

「思ってたより相手の動きが早かった！」

　なんの事やらわからない！




　ブオオオッ！




　コンテナトラックが速度を上げる。ようやく私は目の前の光景の意味に気がついた。

　あのトラック、私達が乗ってる車と、正面衝突する気なんだ。

　でも、何故なぜ？




　パパパパパ！




　ロゼさんがクラクションを鳴らす。何事かと思った横断歩道の人達は、突とつ進しんしてくる直方体の塊かたまりを見て、一瞬でパニックに陥おちいり、皆みな全力ダッシュで交差点から逃にげ出した。

　異常事態を察した車はロータリーを急いで抜ぬけ出し、進入しかけてた車は急停止した。

　一いつ瞬しゆん、交差点は無人になった。

　そしてそこに、巨きよ大だいなコンテナトラックが突つっ込んでくる。

　一直線にこの車を目指して！

　ロゼさんは、運転席でニヤリと笑って言った。

「行くぞ！」

「え、行くぞって、赤信号ですよ！　って、きゃあっ！」

　車が急発進したので、体を乗り出していた私は後部座席にたたきつけられる。いたぁっ！

　ロゼさんはハンドルをぐるぐる回し、猛もうスピードのまま左に曲がってロータリーに進入。おかげで、まっすぐ突進してきたトラックをギリギリの所で避よける事が出来た。

　背後でクラクションの嵐あらし。

　後部座席に半分寝ね転ころがった体勢の私は、笠木さんの手を借りて体を起こした。

「大だい丈じよう夫ぶですか。遙さん」

「あ……りがとう。香音ちゃん」

　まだちょっとおしりが痛い。

　車はロータリーに沿って進み、そのまま左の道に入った。

　私は再び運転席にしがみついた。

「なんだったんですか！　今のは！」

「『なんなんですか』が、正しい」

「え？」

　その直後。




　グガッシャアアンッ！




　前方左側の、レンガで出来た可愛かわいい建物の入り口が吹ふき飛んだ。

　入り口だけでなく、その周囲のレンガ壁かべも吹き飛んだ。

　そして、そこからさっきすれ違ちがった筈はずのコンテナトラックが飛び出して来た。

　ロゼさんが更さらにアクセルを踏み、トラックが道に出る直前に、その前を通り過ぎる。

　後ろを見ると、道路に躍おどり出たトラックはスピードを緩ゆるめずに無む理り矢や理り首をこちらに向ける。

　そして、レンガとホコリをまき散らしながら、こちらめがけて突進してきた！

「なんで向こうの道路に行った車が家の中から出てくるのっ!?」

　突とつ然ぜんの事態に混乱する私を、ロゼさんはバックミラー越ごしに見て笑え顔がおを作る。

「イギリス流の歓かん迎げいよ。《紅オストラム》の子。みんなあなたが大好きなの。そう、殺したいくらいに」

「はあ!?」

　殺す？　私を？　誰だれが!?　どうして!?

「疑問は後で答えてあげるから、今はシートベルトをしなさい。イギリス流の運転はここからが本領発揮よ」

「え？　っきゃあ！」

　ロゼさんが急にハンドルを切り、私は後部座席でひっくり返った。

　椅い子すの上を笠木さんと一いつ緒しよに転がりながら私は叫さけぶ。

「もー！　なにがどーなってんのよ！」




20　「《紅オストラム》は微び妙みような立場にいる。そして君もね」とミシェルは言った。




　山盛りのフィッシュアンドチップスが男三人の胃に収まった後、ようやくミシェルは話を再開した。僕は聞き返す。

「《紅オストラム》の立場については先さき程ほどの話でわかりました。しかし僕は関係無い」

「そう言っているようでは、私の話を本当に理解しているとは言い難がたいですね」

　クックと笑う。馬ば鹿かにされた気がした。いや、馬鹿にされている。

「急進派は、播機遙が真に覚かく醒せいする前に始末しようと考えている。慎しん重ちよう派は、このまま目覚めなければそれに越したことはないと考えている。そこで一つの問題が現れます」

「問題？」

「君ですよ。秋津安芸」

　ミシェルは胸ポケットから細い煙草たばこを取り出し、鈍にぶい色をしたジッポで火を点つけた。

「播機遙は、直接的あるいは間接的に、君と関かかわり合う場面においてのみ、その力を部分解放する傾けい向こうがある。そうでしょう？」

　僕はミシェルを睨にらんだまま答えない。

　二回目の《査問》の時にも同じ事を言われたのを思い出す。

「これは我々が独自に調査した事です。まあ、誰が調べたかは名前を伏ふせますがね」

　再度、斎条に視線を送る。今度はこちらを見もせず、ミシェルに微笑ほほえんでいる。

　正直な奴やつだ。

　ミシェルは煙草の息を下に吐はいてから言った。

「そして、徐じよ々じよに解放される力は大きくなっている。違いますか」

　僕は答えない。ミシェルが何を言いたいのか分かったから。

　ミシェルはテーブルの上で指を組み、僕を見つめた。

「つまり、播機遙の側そばに君が居ると、彼女が覚醒する可能性が飛ひ躍やく的に高まるのです」

「……僕に、播機さんの側から離はなれろと、そう、仰おつしやるのですか」

「《円環キアカル》からの要求は以前から一いつ貫かんしています。《紅オストラム》を我々の保護下に置きたい。それを突つっぱねているのは《蒼マーレ》ですよ」

　ミシェルは僕の質問に答えなかったが、遠回しな回答ではあった。

《紅オストラム》を《円環キアカル》の保護下に置く。

　そんな選せん択たく肢しは有り得ない。

　有り得ない？

　何故なぜ？

　反射的な思考を抑おさえ、理性的に考える。

　それはつまり、播機姉妹を今の日常生活から切り離し、《円環キアカル》の完全な監かん視し下による生活を強しいるという事だ。

　そんな事は許されない。

　僕は彼女を守ると約束した。

　それは、彼女の日常を守るのと同義だ。

　そうだ。だから、そんな選択肢は有り得ない。

　ミシェルは笑顔を貼はり付かせたまま首を振ふった。

「正確には、突っぱねているのは《蒼マーレ》ではなく、君だ。秋津安芸。悪いが子供の幼よう稚ちな恋れん愛あい感情に付き合っている余よ裕ゆうは──」




　ガタンッ




　誰かが、大きく椅子を鳴らして立ち上がっていた。

　斎条は座ったまま。

　ミシェルは、僕を見上げている。もちろん、椅子に座って。

　ここまで来て、立ち上がったのは僕だったという事に気づいた。

　僕はらしくもなく大きな声を出した。

「断じて──っ！」

　ミシェルが僕を見つめる。つまらなそうな目で。

　続きを口にする事が出来ない。

　僕は、今なんと言おうとしたのか？

「断じて、幼稚なんかじゃない」と、言おうとしたのではないか？

　有り得ない。

　僕に、そんな事を言う資格が、ある筈無いじゃないか。

　播機さんを守ろうとしているのは、決して、個人的な感情によるものではない。

　……個人的な、感情では──

　自分で自分に言い訳をしている事に気づき、猛もう烈れつに恥はずかしさを感じた。

　立ち上がったまま動かない僕に、ミシェルは追い打ちをかけた。

「秋津安芸。君は播機遙を守りたいんじゃない。ただ、贖しよく罪ざいをしているつもりなだけです。君が守る事の出来なかった、飯綱伊代への贖罪をね」

　それは明確に違ちがった。

　違わねばならなかった。

　だから瞬しゆん時じに右手が肩かたまで上がり、ミシェルの顔面にめがけて拳こぶしを振るった。

　瞬またたきの後には、ミシェルはドアまで吹ふき飛んでいる筈だった。




　沈ちん黙もく。




　拳がミシェルに届く事は無かった。

　僕の右みぎ腕うでは、斎条にがっちりと摑つかまれていた。

　後ろに回り込まれている事にすら、気づかなかった。

「座りなさい。安芸」

　斎条が静かに、しかし、有う無むを言わせない口調で言った。

　その言葉が、僕を冷静にさせる。

　溢あふれそうになった、いや、決けつ壊かいしかけた感情の波を押し流していく。

　僕は、今、何をしようとしていた？

《導師》を、殴なぐろうとしていたのか？

　それは、決して有り得ない行こう為いだった。《蒼マーレ》の代表としても、一人の論理魔ま術じゆつ師しとしても。

　そしてそれよりも、自分の中の衝しよう動どうを抑えられなかった事がショックだった。

　僕は力なく椅い子すに座った。

　ミシェルはそんな僕を見て、口元を押さえてクックと笑った。

「謝りましょう。秋津安芸。幼稚と言ったのは失言でした。だから君は謝罪しなくていい」

　灰皿に煙草たばこの灰を落としながら、ミシェルは続けた。

「《円環キアカル》が《紅オストラム》を保護するという選択肢しか無いという訳ではありません。あなたの言う通り、あなた自身が播機遙の前から姿を消すというのも別の選択肢としてあります」

　急に、体が重くなる錯さつ覚かくを感じた。

　胸に、鈍にぶい痛みを感じる。

「三つ目は、現状維い持じ。ただしこれは、つまるところ、《紅オストラム》の覚かく醒せいを促そく進しんしてしまうという事です」

「覚醒を、促進？」

「逆転の発想です。急進派は《紅オストラム》が真に覚醒する前に始末しようとしている。であれば、それより先に覚醒させてしまえば彼らの活動の意味は消失します」

「しかし、それでは──」

　その時、白衣のポケットがブブブと振しん動どうした。

　そして、狭せまい部屋に、場ば違ちがいな着信メロディが流れる。

「どうぞ」

　ミシェルが小さく手で示す。電話を取りなさい、という暗あん黙もくの命令。

「──失礼します」

　僕はポケットからメロディを鳴らし続ける携けい帯たいを取りだす。

「……師し匠しようからだ」

　斎条が微び笑しようをたたえながらも、小さく肩を震ふるわせた。

　僕は呼吸を整えてから携帯を耳にあてる。

「もしもし？」

『安芸か？　今どこにいる？』

「どこって、ジェシーのバーですけど」

『そうだろうと思ってたんだ♪』

　その直後、




　ドゴオォンッ！




　部屋の外でもの凄すごい音がした。

　携帯を持ったまま扉とびらを開けると、道路に面した位置の壁かべがドアごと砕くだけて穴を開けていて、店の中央に白い車が飛び込んでいた。

　直後、壁の穴の向こうを、公道を走っているとは思えない速度でコンテナトラックが通り過ぎた。

　運転席の窓が開いて、師匠が体を乗りだし、こちらに叫さけぶ。

「乗れ！」

　反射的に体が動き、車に向かう。

　一いつ瞬しゆん後ろを振ふり返ると、斎条もミシェルも姿を消していた。退たい避ひしたのだろう。こういう時の、斎条の持つ逃にげ足は一級品である。

　後部座席に滑すべり込むと、思いがけない人がそこにいた。

「播機さん!?」

「せ……、せんせ……い？」

　播機さんは焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみで僕を見た。目が回っているようだ。

「安芸様！」

　更さらにその奥には香音が座っていた。なんでこの二人が師匠の車に!?

「お喋しやべりしている暇ひまは無い。来るぞ！」

　なにが来るのか聞く前に、車が急バックして、入って来た穴から外に出ようとする。

　同時に、




　グガッシャアアンッ！




　左の壁を突つき破って、先さき程ほど表を通り過ぎて行った筈はずのコンテナトラックが店の中に突とつ入にゆうし、そのまま右の壁に突き抜ぬけて行った。ギリギリで外に出たから衝しよう突とつせずに済んだものの、もし一瞬遅おそければ、この車は僕らごとスクラップになっていただろう。

　などと冷静な思考をしていたのは、状じよう況きようが個人的にあまりよろしくなかったからだ。

　急バックでかかった慣性によって僕はバランスを失い、後部座席の足あし下もとに寝ね転ころぶ形になった。

　そして、外に出た後道路に復帰すべく操作された急ハンドルによって、今度は椅子に座っていた播機さんがバランスを崩くずし、僕の上に乗っかる形になった。

　僕は車の床ゆかと播機さんにサンドイッチされる形になった。

「うぐっ」

「あ、せ、先生、ごめんなさい！」

　播機さんがバタバタと手足を動かして脱だつ出しゆつを図はかるが、あまり効果が無い。

「ああ、ええと、先生、これ、どうすれば……」

　無理に立ち上がろうとする度たびに彼女の柔やわらかな肌はだがぎゅうぎゅう押しつけられ、その度に甘い香かおりが鼻をくすぐる。鼓こ動どうが速まるのを感じ、それを自覚する事で更に体が熱くなるのを感じた。

「は、播機さん、落ち着いて」

　というか落ち着かなければならないのはむしろ僕の方だった。

　しかし、こちらが無理に体を動かすと、結果として彼女の顔が極きわめて至し近きん距きよ離りまで迫せまって来そうで、それは上手うまく言えないのだけど、この状況では僕にとって大変に危険な行こう為いと言えた。

　播機さんの体を摑つかんで押し戻もどそうとも考えるが、今の手の自由度を考えると彼女の腰こし辺りしか摑める位置が無い。しかし、そもそもそこは気安く触さわっていい箇か所しよなのかよく分からない。

「私の車で許可無くいちゃつくなよ～？」

　僕が顔を多少赤くして逡しゆん巡じゆんしていると運転席からからかう声が聞こえる。瞬しゆん間かんに背筋に寒い物を感じ、僕は呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《質量制せい御ぎよ▽対象数[image: ]１：対象指定[image: ]接せつ触しよく：重量[image: ]ゼロ◇即そく時じ発動》！」

　仰あお向むけに置いた手のひらから青い光の泡あわが湧わきだし、播機さんの体を包む。じたばたと動かしていた彼女がふわりと浮うき上がる。

　その隙すきに僕は空間から抜け出し、ふわふわ浮いている播機さんを座席に誘ゆう導どうする。

「《解デ・除テイル》」

　青い光の泡がパッと弾はじけ、座席から５センチ程浮いていた播機さんは、ストンと席に落ち着いた。

「あ、ど、どうもです」

　顔を赤らめながら播機さんが僕を見てぺこりと頭を下げる。この極限状態で冷静に行動出来るのはちょっと凄い。

　僕は運転席に摑みかかる。

「なんだったんですか、あれは！」

「お前もかっ！　『なんなのか』と言え！」

　なにが「お前も」なのか分からなかったけど、それは過去形で語るなという師し匠しようがよく使う言い回しだった。




　ドガガガアンッ！




　向かい側の道路に面したビルの壁へき面めんが吹ふき飛び、先程ジェシーのバーを蹂じゆう躙りんしたコンテナトラックが、砂すな埃ぼこりをまき散らしながら飛び出して来た。

　周囲の車が慌あわててトラックを避よける。そこに出来た道を抜けて、巨きよ大だいな塊かたまりは真っ直すぐこの車を目指して突とつ進しんしてきた。

　前を向いて師匠に尋たずねる。

「敵は何ですか」

「誰だれですか」と聞かなかったのは、知りたいのは敵の所属だったからだ。

「さあね。《鴉ノツクス》かもしれないし、《円環キアカル》かもしれない。どちらにせよ、《無ブーレ・色アグヌ》の私は、たとえ敵が誰だろうと手を出せない」

「自分が狙ねらわれているのに？」

　猛もうスピードで車をびゅんびゅん追い越こしながら師匠は楽しそうに言った。

「狙われているのは私じゃない。《紅オストラム》よ」

「……！」

「こういう時はどうすればいいって教えたっけ？」

　僕は窓を開けて身を乗り出し、後ろを確かく認にんしながら叫さけんだ。

「確証が無ければそれを見つけるか、捏ねつ造ぞうしろと教わりました！」

「よろしい！」

　僕は既すでに反対側の窓を開けて待機していた香音に叫ぶ。

「香音、行くぞ！」

「はい！」

　香音は鉄棒の要領で窓から体をするりと抜ぬき、空中で一回転して車の屋根の上に着地する。

　即そく座ざに伸のばされる手を取って、僕も窓から車の上に移動し、香音の横にしゃがみ込んだ。

「せ、先生！」

　窓から体を乗り出した播機さんが僕を見上げて叫ぶ。前まえ髪がみが風でバタバタはためいていた。

「顔出したら危ないよ！」

「先生の方が危ないですよ！　それに、こんな所で魔ま術じゆつを使うなんて！」

　言いたい事は分かる。ここは市街地。歩道からは多くの人達が僕らとトラックのカーチェイスを見学しているのが、ここから見ても分かる。

「大だい丈じよう夫ぶ！」

　声が良く聞こえないので、大声で叫ぶ。

「英国は論理魔術師の総本山でね、《円環キアカル》の支配がもっとも強い国なんだ！」

　屋根の上に立ち上がり、トラックを睨にらむ。

「だから、多少派手な事をしても、あとでつじつまが合う事になってるんだ。危ないから中にいて！」

「は、はい！」

　視界の隅すみで播機さんが車の中に消える。

「さて」

　屋根の縁ふちを摑つかみながら背後を見る。

　コンテナトラックが眼前まで迫せまり、それを引き離はなして、が、繰くり返されている。

　正面から見ると、自動車と比べてトラックが巨大だという事が分かる。

　僕は屋根の上にいるのに、向こうの運転席は遥はるかに見上げる位置にあった。

　トラックに飛び乗るには、４メートル近くはジャンプしなければならないようだ。

　またトラックが近づいてくる。運転席を確認したかったが、スモークガラスになっていた。

「香音、飛び移る。魔術は使わない。頼たのむ」

「Ｙｅｓウルトウ、我が魔術師メイガスよ」

　簡潔な応答。この突とつ風ぷうの中、どこにも摑つかまっていないのに香音は屋根の上で微び動どうだにせず、すらりと立っていた。さすがは《蒼マーレ》が誇ほこる《人形ドール》だ。

　僕が右足を上げるとその下に指を組んだ両手が差し込まれる。

「行きます」

　お椀わんになった両手に足を載のせ、体重を掛かける。

「ＯＫ」




　グンッ




　一いつ瞬しゆんの後、僕の体は宙に浮うき、風に煽あおられるようにトラックの運転席の上に着地した。そういえば、９月の時にも同じように香音に投げ上げさせた事を思い出す。




　スタッ




　すぐ横に香音が降り立つ。

「サンキュ。運転席に何人いる？」

　香音は目を閉じて探索サーチする。

「運転席に熱源反応１。ただし微び弱じやく」

「《人形ドール》が運転してるのかな」

　ちょうど助手席側に着地していたので、そのまま意識を集中する。

「……《爆発ボム》！」




　ボンッ！




　爆発音と共に助手席の扉とびらが吹ふき飛び、道路に転がっていく。

　同時に、中から大音量のＢＧＭが流れ出してきた。吞のん気きなものだ。

「行ってくる。後方援えん護ごよろしく」

「はい」

　僕は屋根の縁ふちに手をかけて、そこから飛び降りた。さっき香音が師し匠しようの車から出たのと逆の要領だ。

　勢いを付けて中に飛び込む。ついでに運転手を蹴けり飛ばすつもりだった。

　が、しかし。




　スカッ




　手て応ごたえが無いまま僕は運転席に滑すべり込んだ。

　そこには誰だれもいなかった。助手席にも、運転席にも。

　運転席は、椅い子すの上にＣＤラジカセがあって、大音量でＢＧＭを流していた。

「これは……？」

　と、その時、頭上から香音の叫さけび声が聞こえた。

「安芸様！　逃にげて下さい！」

　一瞬の判断で椅子を両足で蹴り、体を運転席の外に飛ばす。

　空中に躍おどり出る。

　右手を高く上げていると、香音がそれを摑み、更さらに上方、そして後方に投げ上げた。

　ロンドンの街並みがぐるりと一周する。

　直後、




　爆ばく音おん。




　一瞬前まで僕が入り込んでいた運転席が、爆発した。

　僕はコンテナの中央辺りに着地、出来ずにゴロゴロと転がる。

　先回りしていた香音が受け止めてくれて、なんとか起き上がる。

「安芸様、お怪け我がは？」

「大だい丈じよう夫ぶ。助かった」

　しかし状じよう況きようを総体で見ると助かったとは言えなかった。

　運転席は木こっ端ぱみじんに吹き飛んでいるが、なぜかこのコンテナトラックは今も尚なお正確な運転技術によって、師匠と播機さんを乗せた車を追つい尾びしている。

「どういう仕組みなんだ……？　魔ま術じゆつによるリモートコントロール？　いや、でも……」

　出来ない事ではない。しかし、これだけの質量に対し、こんな繊せん細さいな挙動をするのは……。

「……もしか、して」

「そうだ。このトラックその物が、私の《人形ドール》なのだよ、秋津安芸」

　突とつ然ぜん後ろから声がした。

　振ふり返る。

　黄土色のコートを着た男が、コンテナの後方に立っていた。

　見た事のある顔だった。

《鴉ノツクス》の《転移》を使われた形けい跡せきは無かった。どこから現れた？

　僕はなんとか立ち上がり、相手を睨にらみ付ける。

「……馬原、守人」

　男の唇くちびるが歪ゆがむ。

「覚えていてくれたか。秋津安芸。まあ、会うのは三回目だしな」

　巨きよ漢かん。身長は２メートル以上あるのではないだろうか。

　コートの上からでも、その体が鍛きたえ上げられた筋肉に包まれているのが分かる。

　足が大きく、そびえ立つようにそこに居た。

　強面こわもての四角い顔。

　窪くぼんだ底からギラギラと輝かがやく瞳ひとみ。

　尖とがった耳。

　開いた口から見える歯。

　そこに立っていたのは、かつては《人形ドール》の開発について天才的な才能を発揮し、〝教プロフ授エツサー〟と異名を持った男。そして、《白ヴアン》の論理魔ま術じゆつ師しだった。

　しかし、その風ふう貌ぼうからはとても〝教授〟のイメージは無い。

　どちらかと言えば「戦士」とか「猛もう禽きん」という言葉がピッタリはまる。

　あるいは、「狩かりゆう人ど」。

　狙ねらった物は必ず手に入れる。そういう目をしている。

　コートのポケットから手を取りだし、馬原は言った。

「久しぶりだな。まあ、君たちにとっては、あれからまだ一ひと月つき足らずしか経たっていないのだろうがね。しかし」

　馬原は目を閉じ、首をゆっくりと振った。

　そして、歪んだ笑え顔がおのまま、ギロリと僕を睨む。

「私にとっては、ほぼ五年ぶりだ」

　五年。

　確かに、この前対たい峙じした時と比べて、馬原の顔は多少やつれて見えた。

　頰ほおがこけ、目め尻じりにしわが寄っている。

　しかし、いやだからこそ、奴やつの凶きよう暴ぼう性が余計に際きわ立だっているように見えた。

　僕は構えを解かずに、言う。

「……お前は、《島イニス》に送られた筈はずだ。どうして、ここにいるんだ」

「条件付きの恩おん赦しやが出たのさ。言っただろう、５年ぶりだと。その間の成果を発表する機会を得たのだよ」

　驀ばく進しんしているトラックのコンテナの上で、馬原は両手を広げて楽しげに喋しやべった。

「!?　《島イニス》で魔術の研究を続けていたと言うのか!?」

　それは決してあってはならない事だ。

《島イニス》に送られた論理魔術師は、刑けい期きを終えるまで《島イニス》で暮らさなければならない。

　その間、魔術の使用は完全に禁止される。

　そうでなければ、《島》に送る意味が無いからだ。

　馬原は口をゆがめて笑った。

「《円環キアカル》は寛かん大だいな組織だった、と、言えば分かるかな？　恩赦の条件も簡単な物だった。私の中の小さな思い入れさえ捨てればね」

「思い入れ、だと？」

　馬原は「そうだ」と言って、広げた手を下ろす。

「私は史上最強の《紅オストラム》をベースにした《人形ドール》を作りたかった。《円環キアカル》の出した条件を達成する為ためには、それを諦あきらめなければならない」

「……まさか！」

「そう。《紅オストラム》の完全なる消去。それが私の達成目標だ」




　ギュギュギュギュギュ！




　急に横にＧがかかる。師し匠しようの車が路地に逃にげ込み、トラックがそれを追いかけたのだ。

　通常では有り得ないようなカーブを描えがいて、トラックが車を追いかけて路地に入り込む。

　路地の幅はばはトラックがギリギリ入れないくらいの狭せまさで、左右の壁かべをガリガリ粉ふん砕さいしつつ、それでも速度を落とさずに進んでいる。

　馬原が余よ裕ゆうの笑みを浮うかべる。

「さて、これでもう逃げられないぞ」

「なんだと？」

　香音が、ハッと顔を上げる。

「前方から物体移動反応！　このトラックと同型の物と思われます！」

「っ！」

　逃げ込んだ路地は長い一直線だった。遠くから、トラックがもう一台こちらに突とつ進しんしてくるのが見える。このままではトラック同士が正面衝しよう突とつし、その間に師匠の車が挟はさまれる事になる。

　僕は一いつ瞬しゆんで馬原の懐ふところに入り込み、みぞおちに拳こぶしを打ち付ける。

《人形ドール》によるリモートコントロールであれば、術者を倒たおすのが早い。

　──が、僕の拳は、馬原の巨きよ大だいな手で、がっちりと握にぎり返された。

　ギリギリと僕の拳を摑つかみ、持ち上げながら、馬原は歪ゆがんだ笑みを作る。

「君と戦いたいとは思わん」

　僕の手を握り上げる体勢のまま、馬原は空いている方の手をコートのポケットに突つっ込み、中から魔ま法ほう陣じんが書かれた紙し片へんを取り出した。恐おそらく《転移》で逃げるつもりだ。

「これで失礼する。この特等席で、君の師匠と君の弟で子しが、仲良く死ぬ所を見ているがいい」

　馬原は勝ち誇ほこっていたが、拳が握られるのは予想していた行動だった。

　僕は拳を摑ませた腕うでを左手で取り、背中に回り込んで一気に締しめ上げる。

　隙すきを突かれた馬原は僕の行動を止められず、突とつ然ぜんの痛みに思わず呻うめき声をあげる。

「ぐぁっ！」

　一瞬馬原の力がゆるみ、僕の拳が解放される。その腕も脇わき腹ばらに差し込み、背中からがっちり羽は交がい締じめにする。これでもう魔ま術じゆつは使えない。僕は叫さけんだ。

「このまま衝突すればお前も無傷じゃ済まないだろ。トラックを止めろ！」

　僕の拘こう束そくから抜ぬけ出そうとしつつも、馬原の余裕は崩くずれなかった。

「それで勝ったつもりか、秋津安芸。私一人の命と、《紅オストラム》の命、どちらが重いか分かっているのかね？」

「トラックを止めろと言っているっ!!」

　馬原が高笑いを始める。正気を失ったか!?

「衝突まで２５・３秒です！」

　香音が叫ぶ。その音の響ひびきにわずかな焦あせりを感じた。

　前方を見る。

　白い車。

　その先に、こちらに向かうトラック。

　もう一度白い車を見る。

　播機さんと師匠が乗っている。

　やむを得ない。

「香音！」

「はい！」

「《火球▼段階レヴエル[image: ]Ⅴ：対象[image: ]〝馬原守人〟：照準[image: ]自動》！」

　香音が目を開く。

「致ち死しレベルです！　安芸様を巻き込んでしまいます！」

「《強制実行》！」

　香音は何かを言おうとして、一瞬で思考を切り替かえた。

《強制実行命令を受理します！》

　真っ直すぐ馬原を狙ねらうように、両手をねじるように前に出す。

《火球射出準備完かん了りよう。チャージ済み。魔術師メイガスよ、許デイ可・ウをドス》




　一瞬だけ、播機さんの事を思った。




「《火球◇発ウル動トウガ》！」

　香音の指先から巨大な炎ほのおが吹ふき出し、それが球となって発射される。

　それは一直線に馬原に向か──

「な……にっ!?」

　──う事は無く、30度ほどずれた方向に飛んでいった。その先にあるのは建物であり、火球はレンガ壁に激げき突とつして爆ばく発はつした。

　なにが、起きた？

　香音の照準がずれる事なんて有り得ない。香音も目を見開いて驚おどろいている。

　が、奇き妙みような事に気づいた。香音は、さっきまで馬原、そして僕に対して正面を向いていた筈はず。

　しかし、今はその向きが右に30度ずれている。

　香音の足あし下もとを見る。

　香音の足とコンテナとの設置部分が、ぐにゃりと曲がっていた。

「！」

「このトラック自体が私の《人形ドール》だと言っただろう？」

　余よ裕ゆう含ぶくみのある声が頭上から降りかかる。

「こういう事も出来る」

　そう言った直後、馬原の足下に円形の穴が出現。馬原は重力に従ってそこに落下した。僕は思わず手を離はなしてしまう。

「待てっ！」

　穴に飛び込もうとするが、既すでにその輪は閉じようとしていた。

　馬原が上を向いて口を開くのが、かろうじて見えた。

「また会おう、秋津安芸」

　穴が継つぎ目無く閉じる。

　そして、わずかに魔ま術じゆつ反応を感じた。コンテナの中で《転移》を使ったのだ。

「くそっ！」

「衝しよう突とつまで１２・７秒です！」

　香音の声に悲痛さを感じたのは錯さつ覚かくでは無いだろう。

　悩なやんでいる時間は無かった。

「播機さんっ！」

　その叫さけびには論理性が無かったが、そう叫びながら前方に走った。

　頭の中で対策を高速で練る。案を思い浮うかべては破は棄きにする。

　運転席の屋根に到とう着ちやくするまでに38の方法を考えたが全すべて駄だ目めだった。

　39個目の方法を考えようとした時──




　その時、視界に不思議な物が映った。




　白い車の屋根の上空に紫色の穴が開き、そこから女の子が降り立ったのだ。




21　「ハルカ！　この貸しは高くつくわよ！」と、魔法少女は屋根の上で笑え顔がおで叫ぶ。




　私は左手を緩ゆるく握にぎって車の前方に差し出し──まるで、見えない魔ま法ほうのステッキを持っているかのようなポーズで──呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《道ドラよス開・ナけスク》」

　左手からほとばしる紫むらさきの光の泡あわが、走っている車と、走ってくるトラックの丁度中間辺りに飛んで行く。

　そして、光の泡は薄うすくて円い円えん盤ばんの形を作る。大きさは、ちょうど自動車が一台突つっ込めるくらい。

　これは、《門ゲート》と呼ばれている。

　私、ベル＝ベルノットの血筋、《紫プルピユラ》が持つ《特権タレント》は、この《門ゲート》を作り出せる事だ。

《門ゲート》は、二つの空間を結びつける、文字通りの「門」だ。《門ゲート》を二つ作り、それを魔術的に繫つなげる事で、《門ゲート》から《門ゲート》へ一いつ瞬しゆんで移動出来るようになる。

　二つの《門ゲート》は一人で作る事も出来るし、二人で一個ずつ作ってもいい。

　その距きよ離りに限界はなく、《紫プルピユラ》が二人いれば、世界中どこからどこへでも、一瞬で移動出来る《門ゲート》を作り出す事が出来る。

　私を屋根に乗せたまま、車は加速する。目の前に巨きよ大だいなコンテナトラックが迫せまる。

　しかし、トラックに衝突する前に、車は一気に《門ゲート》に突っ込んだ。

　車は、あらかじめ作ってあるもう一つの《門ゲート》から脱だつ出しゆつする。

　ちなみにもう一カ所は背後のコンテナトラックの上、アキ達の後ろの方に作った。

《門ゲート》の出口を飛び出して、コンテナの上に車が着地、そのまま走り出す。

　音に気づいたアキがこちらに振ふり返り、叫んだ。

「ななななななっ!?」

　お、普ふ段だんはそれほど焦あせらないアキの驚く顔。これは珍めずらしい物を見たぞ♪

「ほらアキ！　カノン！　乗りなさい！」

　状じよう況きようを察したロゼが一瞬急ブレーキをかけて速度を落とす。

　同時にハルカが後ろの席の扉とびらを開け、そこにアキとカノンが滑すべり込む。

　私は開いてる窓から助手席にするりと入り込んだ。

　運転席のロゼがニヤリと笑った。

「なかなかやるねえ、魔法少女！」

　私はシートベルトをつけて笑い返す。

「あとは任せたわよ。沈ちん黙もくの魔ま女じよ！」

　カノンが叫ぶ。

「衝突まで０・５秒！」




　ボゴゥンッ！

[image: ]




　コンテナトラック同士が正面衝突する。それは運転席直下にあるエンジンが、火のついたまま破は壊かいされる事を意味しており──




　轟ごう音おん。そして衝しよう撃げき破は。




　──当然、大だい爆ばく発はつ。

　目の前にオイルの色が混じった炎ほのおが迫ってくる。

　もちろんロゼ・ロイエンの取る行動は一択たく。

　アクセル全開である。

「い～やっほうっ！」

　コンテナの縁ふちを乗り越こえ、車は炎の海に突っ込む！

　車中を襲おそう衝撃で舌を嚙かみそうになる。

　ロゼだけが楽しそうだ。

　炎の海を抜ぬける。

　車は放物線を描えがいて、衝しよう突とつした反対側のトラックのコンテナの上に着地した。

　今度は炎に追われる形になる。

　爆走する車のすぐ後ろまで爆発が迫っている。

　コンテナの終わりが見えてきた。

　ロゼが口笛を吹ふきながら叫さけぶ。

「着地する！　全員歯を食いしばってて！」

　車はコンテナの上から大ジャンプ。

　一瞬だけ無重力感を感じた後、地面に着地、というか激げき突とつした。

　ちょうど路地を抜けた所で、ハンドルを失った車は大通りに回転しながら飛び込んだ。

「きゃあああああああ！」

　ハルカが叫ぶ。

　大通りを走っていた車達は間かん一いつ髪ぱつで私達を避よけて停止する。

　ようやく、車は回転を止め、路ろ肩かたに乗り上げた。

　直後に、路地から爆音と共に炎が吹き上がる。

　間一髪、と、いった所か。

　路地からもくもくと煙けむりと炎が上がっていて、野や次じ馬うまがわらわらと集まっている。こちらの事も気になるようだが、大部分は路地の方に向かって行った。

　ロゼがシートベルトを外して伸のびをしている。

「やっぱドライブは楽しーねーっ！　どうよ遙。イギリス流の歓かん迎げいは」

「う～ん～」

　ハルカは目を回していた。




22　「はーい、できましたよー！」私はおしりで扉を押し開け、居間に入った。




　はしたない方法で扉を開けたのには訳がある。両手が大きなパイ皿で埋うまっていたからだ。皿の中ではイギリスの家庭料理、シェパーズ・パイが湯気を立てている。

　居間でＴＶをつけてニュース番組を見ていた秋津先生が振り返る。

「ん、懐なつかしい匂においがするね」

　先生の言葉が耳に入ると、私は顔がにやけ始めるのを我が慢まんしなければならなかった。

　だってさ、このシチュエーションって、ちょっと新しん婚こんさんっぽくない!?　ぽくない!?

　なにせこちらはサイズが微び妙みように合って無いエプロンに、ふわふわの鍋なべつかみルック。いかにも新妻が慣れない格好で料理作ってますって感じじゃん!?　先生も私服でラフな格好だしさ！　たまりません！　くーっ！

「ほらなにつっ立ってんの。冷めるでしょうが」

　私が小さな小さな幸せを嚙み締しめていると、後ろから頭を軽くはたかれた。

　本日の料理の師し匠しよう、ロゼ・ロイエン先生である。




　トラックからダイブして道路に着地というか落下した車は、徐じよ々じよに集まってくる野次馬をすり抜けながら、現場から走り去った。

　車の中でベルは携けい帯たい電でん話わで方々に連れん絡らくを付けていた。聞けば、現場の処理とマスコミ対策について指示を出していたとの事。電話を終えたベルはこう言った。

「まあ、あの程度のカースタントは、イギリスではよくある事……って事になってるの」

　つまるところ、馬原守人が繰くり出してきたコンテナトラック──馬原が作った《人形ドール》らしい──との生死を賭かけたカーチェイスは「全部ゲリラ撮さつ影えいでした」で押し通すそうなのだ。

　そんな無む茶ちやな。だって色んな建物が半はん壊かいしてるし！　とも思うのだけど、イギリスではそれがなんとかなっちゃうんだって。これはイギリスが《完結したフオル・円環キアカル》のお膝ひざ元もとだからで、日本ではこうはいかないらしい。




　そんなわけで、事後処理を人任せにした私達は、気がつけばもう午後５時を回っていた事もあり、ロゼさんの提案で、みんなで夕食を取る事になったのです。

　秋津先生は他ほかの先生方がいるホテルに帰ると主張していたけど、ロゼさんが一言「食べていくよね？」と静かに言ったら、「はい……」と答えていた。

　ベルは疲つかれたのか、部屋に着くなりソファの隅すみでくーくー寝ねてしまった。笠木さんはその隣となりで目を閉じて、ヘッドフォンを耳に当てていた。

　そして私は何をしていたのかというと、ロゼ先生から料理を習っていたのです！

　つまりどういう事かというと、

「安芸の好物の作り方を教えてやるから今日の夕食当番はお前だ。播機遙」

　と言われた訳です。これを断る理由がどうしてありましょうか！　いや、無い！

　そんな訳で、ロゼ先生から丁てい寧ねいに教えて貰もらいながら、秋津先生の大好物であるシェパーズ・パイ～ロイエン家伝統風味～を作っていたのでした。

　シェパーズ・パイは、挽ひき肉にくをタマネギやトマトと一いつ緒しよに煮に込こんで、その上にマッシュポテトを載のせてオーブンで焼く料理。その昔、忙いそがしい羊飼いshepherdがよく作っていたからシェパーズ・パイShepherd's pieなんだとか。だから本式には羊の肉なんだけど、ロイエン家はイギリスの家庭では一いつ般ぱん的な牛の挽肉を使ってる。

　更さらに、ロイエン家では、母から娘むすめへ伝わっている秘密の隠かくし味があって、その隠し味を入れたパイを食べさせる事で、代々旦だん那な様をゲットしてきたのだとか！

　そんなわけで今回は、じゃじゃーん！　特別にそのロイエン家直伝のレシピを教えて頂いたのです！　ありがとう、ロゼ先生！　私もこれで先生を！……ええと。

「ん？　播機さん、どうしたの？」

「へ!?　い、いえ、なんでもありません！」

　パイ皿を持ったまま自分の世界に入っていたらしい。

　テーブルの真ん中にお皿を置いた後、私はベルを起こしに行く。

　秋津先生は立ち上がって、ロゼさんが食器を並べるのを手伝っていた。いつの間にか笠木さんもコップにオレンジジュースを注いでいる。

　くーくーと可愛かわいい寝ね息いきを立てているベルの肩かたをやさしくゆする。

「ほら、ベル、夕飯だよ～」

「……んん、だっこ……」

　両手を伸ばして抱だきついてくる。寝ぼけてるらしい。

　頭を撫なでてあげながら体を起こさせる。

「ごはん、たべよ？」

「……ボクの分もある？」

　んー、寝ね起おきのベルは可愛いぞ。新たな発見。まあ、いつも可愛いけど。

「あるよ～。さ、こっち来て」

「ん……」

　ベルはゆっくり起き上がり、目をごしごしこすりながら椅い子すに座った。

　最後に残った席が秋津先生の横だったので、私はそこに座る。へへ。

　みんなが席についた事を確かく認にんして、ロゼさんが口を開いた。

「さて、今日の料理長は日本からの客人、播機遙だ。なかなか筋が良かった。前時代的な考えではあるが、仮に女の素質に料理が含ふくまれるとするならば、彼女は良き妻になる下地を持っていると言えるだろう。遙、取り分けなさい」

「はーい♪」

　エプロンを外すのを忘れていたけど丁度良かった。私は立ち上がって大きなパイにナイフを入れ、塊かたまりを一つお皿によそった。その皿を隣に渡わたす。

「秋津先生、どうぞ」

「うん、ありがとう」

　たったこれだけのやりとりが楽しくて仕方無い。テンション上がる！

「全員行き渡ったな。では夕食としよう」

「いただきます」を言う慣習は日本にしかない。ロゼさんは食前に主に感謝みたいな事もしないようだ。論理魔ま術じゆつ師しは無神論者だったりするのかな。別にどうでもいいけど。

　さっそく一口食べた先生に、内心どきどきしながら聞く。

「秋津先生？　どうですか？　お味の方は」

　先生は口をもぐもぐさせた後答えた。

「うん。美味おいしいよ。懐なつかしい味がする。修しゆ行ぎよう時代は、これを食べるのが楽しみだったんだ。播機さん、料理上手うまいんだね」

　んもう！　たったこれだけの事で、こんなに幸せ気分を得られていいのでしょうか皆みなさん！　散々車の中で頭をぶつけまくった甲斐かいがあったというものですよ！　いや、さっきはホントに怖こわかったんだから！

　ロゼ先生に言われるままに作っただけだけど、自分が作った料理を美味しいと言ってもらえるのがこんなに嬉うれしい事だとは思わなかった。

　日本に戻もどったら、また先生にこの料理を作ってあげたいな。レシピはもう完かん璧ぺきに頭の中にあるし。でも、パイを作るって先生の家に行かないと。うーん、どうにかして口実を……。

　私はその時、幸せ気分いっぱいに、そんな事を思っていた。

「さて、遙、約束を果たそう。食べながらでいい」

　唐とう突とつに、ロゼさんが口を開いた。私は聞き返す。

「約束？」

　ロゼさんはフォークを置いて、私を見る。

「お前の母親の話をすると、約束した」

　そして、静かに話し始めた。




23　師し匠しようは、昨日僕と斎条にした話を、播機さんにかみ砕くだいて説明した。




《円環キアカル》の設立、《紅オストラム》が《円環キアカル》から離り脱だつした経けい緯い、子孫への能力封ふう印いん。

　割と長めの話を、播機さんは黙だまって聞いていた。

　時折、師匠は僕に振ふり、《円環キアカル》内の急進派と慎しん重ちよう派の確かく執しつについての話をさせた。僕は数時間前に聞いたばかりの話だったが、師匠は全部把は握あくしているようだった。

　夕食は既すでに終わっていた。香音がそっと立ち上がり、話の邪じや魔まにならないように食器を片付け、食後の紅茶を皆みんなに回した。

　紅茶を一口含み、満足した顔をしてから、師匠は言った。

「……と、まあ、事前知識はこれくらいでいいかな。この時点で、なにか聞いておきたい事はある？」

「ええと、その、関係あるのか分からないんですけど……」

　播機さんは言いにくそうに目を泳がせる。

「さっきみたいに、突とつ然ぜんまた馬原が襲おそってきたりしないんでしょうか？　つい楽しくて料理に夢中になってましたけど、もしかして今って臨戦態勢なのでは？」

「その点については大だい丈じよう夫ぶよん」

　ベルが前を向いたまま、ナプキンを両手で弄もてあそびつつ答える。さっきは寝ねぼけていたけど、もう目は覚めているようだ。

「このフラットはスペシャルに強力な結界が張ってあるから、悪意ある要素は塵ちり一つ入ってこられないわ」

「結界？」

「そうよ。ハルカの家とおんなじ」

　その言葉に、播機さんがまぶたを瞬またたかせる。

「え？　私の家が、なに？」

　ナプキンを両手で引っ張っていたベルは、ジトッとした目で播機さんを見る。

「……もしかして、知らなかったの？　あんたの家は、ホノカが張っている結界のおかげで、魔ま術じゆつ的には要よう塞さいみたいになってんのよ。だから、あの家にホノカ一人だけの状じよう況きようでも、《円環キアカル》は手を出せないわけ」

「全然知らなかった……」

「ハルカってほんっとーに、魔術を感じ取る素質が無いよね」

「まあ、それはいい」

　ティーカップをテーブルに置き、師匠が微笑ほほえむ。

「風理の話をしよう」

　播機さんは姿勢正しく座り直し、こくんと頷うなずいた。

　先さき程ほどから、湯気が立っているティーカップには、触ふれてもいなかった。

　緊きん張ちようしているのだ。

「16年前、風理が私を訪ねてきた。《円環キアカル》の手を借りずによくもまあ私を見つけられたものね」

「母さんが……。でも、どうして？」

「あなたと、あなたの妹の為ため。ん、どうしたの。紅茶が冷めるよ」

「あ、はい……」

　ティーカップを持ち、一口だけ飲む。

「さっきも話した通り、《紅オストラム》の家の子は、己おのれの能力を封印された状態で生まれてくる。そして成長を見届けた上で、一人だけ、その封印を解く。これによって、《紅オストラム》は《円環キアカル》との誓ちかい、つまり、自身の《血族クラン》は《円環キアカル》にとって脅きよう威いにならないとする約束を果たしてきた」

　ベルは退たい屈くつそうにやりとりを聞いている。香音はヘッドフォンを肩かたにかけたまま、目を閉じていた。

「私の所に風理が訪ねてきたのは、イレギュラーな事態が起きたからだった」

「イレギュラーな、事態」

「それは、あなたの妹の仄香が、封印が解けた状態で生まれてきた事」

　それは、あってはならない事だった。《紅オストラム》の能力は強力過ぎる。子供が不用意に力を使えば、大変な事態を引き起こしかねなかった。

　更さらに、播機の家には遙という姉がいた。本来なら、二人の成長を待ち、後こう継けい者しやを選ばなければならなかったのだ。

「風理は私に、仄香の力を封印する術が無いか聞きに来た。私が中立の《無ブーレ・色アグヌ》だから、秘密を守ってくれると考えたみたい。それは光栄な事だったし、事実、私は彼女に協力した」

　師匠はもう一口紅茶を飲んだ。

「私は仄香の能力を再封印する手段が無いかを探した。しかし、仄香の論理魔ま術じゆつ師しとしての潜せん在ざい能力はすさまじく、とても生まれた雛ひなを殻からに戻もどす事は出来なかった。なので逆に、この時点で《紅オストラム》の継けい承しよう者を仄香とし、幼少期からその力を制せい御ぎよする方法を教えるべきだと風理にアドバイスした」

　そして、彼女はその通りにした。仄香を、《紅オストラム》の後継者として、教育を始めたのだ。

　播機さんは、うつむいていた。

　師し匠しようは、言葉を切ったまま、彼女を見つめていた。

　食しよく卓たくが沈ちん黙もくに支配される。

　僕は何かを言うべきか迷っていたが、播機さんが喋しやべり始めるのを師匠が待っているのが分かったので、黙だまっていた。

　時間にすれば十数秒ほどだっただろうか。

「……小さい頃ころ」

　播機さんが静かに口を開いた。僕たちは黙って聞いている。

「小さい頃、トイレに行きたくなって、夜中に目が覚めて、一階に降りたら居間の電気がついてる事があって。そこで、母が仄香に真しん剣けんになにか話をしているの見ました。何度も」

　うつむきがちに視線を落とし、両手で包んだティーカップを見つめている。

「風理が仄香に魔術を伝承していたんだろうね」

　播機さんはカップをぎゅっと握にぎった。

「私は、二人が私に隠かくし事している事が怖こわくて、だから、ずっと、気づいてない振ふりをしてて、そうすれば、みんな仲良く、出来ると思って」

　カップがソーサーにあたり、カタカタと小さな音を立てる。

「でも、それが凄すごく、つらくて。なんで、私だけ、って……」

　声が、少し、震ふるえていた。

　前まえ髪がみが落ちて、播機さんの表情が見えない。

「遙。風理は、あなたには論理魔ま術じゆつの世界の存在を知らせず、普ふ通つうの女の子として生しよう涯がいを送って欲しいと願っていた。だから、秘密にしていたの」

「でも、私は……」

「あなたに隠し事をしている事を、風理はずっと気に病やんでいた。私に電話をかけては、その事を口にしていた。これは本当の事」

「……母、さん」

「あなたの母は、あなたの事を、心から愛いとおしく思っていた」

　ティーカップを握っていた両手が、播機さんの顔を覆おおう。

　小さな嗚お咽えつが、部屋の中にかすかに響ひびいた。

　僕たちは、黙っていた。

　師匠は、天てん井じようを見上げながら呟つぶやいた。

「私の友人だった風理の子供であるあなたと、私の愛まな弟で子しである安芸が、今師し弟てい関係にある。これもまた、運命なのかもしれないな……」

　僕も、播機さんも、答えない。

　壁かべに掛かけられた、木製の彫ちよう刻こくが施ほどこされたアンティークな時計が、カチリと短針を進めた。

　しばらくうつむいていた播機さんは、袖そでで目元をごしごしぬぐってから、顔をあげた。

　瞳ひとみの周りが少し腫はれていた。

　うっすら充じゆう血けつした目で、師匠を見つめる。

「今お聞きした話と、矛む盾じゆんする事があります」

「言ってみなさい」

「仄香が《紅オストラム》の継承者になったのであれば、私は魔術を封ふう印いんされたままの筈はずです。ですが、私は、魔術が使えます。……プリンしか、作れないけど」

「うん。これもイレギュラーな事。これは推測なんだけど……」

　黒のドレスから延びている美しい腕うでが、空になったカップをテーブルに置く。

　すぐに香音がお代わりを注いだ。

「全すべては２年前の事故が原因。あなたたちの両親が亡なくなったあの事故がね」

　ビクリと、播機さんの肩かたが震えた。

　唐とう突とつに、手を差し出してその肩を支えてあげたくなった。

　無意識に、右手が動きかけていた。

　しかし、師匠の視線が、僕の動きを止める。

　播機さんが一人で乗り越こえなければならないという事だろうか。

　あるいは。

　ミシェルとの会話を思い出す。

　僕が側そばにいると、播機さんはよりつらい思いをする事になるのだろうか。

　目の前で心の寒さに震えている彼女を、僕は、この手で温めてあげる事も出来ないのか。

　僕は、自分の無力さが情けなくなり、テーブルの下で拳こぶしを握った。

　師匠は、僕から播機さんに視線を戻もどした。

「２年前の事故の時、あなたたち姉妹は、肉体的にも、精神的にも、相当なショックを受けた。それは、《紅オストラム》の血にかけられた制リミツ約ターを、部分的ながら破は壊かいする程ほどのショックだった」

　師匠が指を鳴らす。

　テーブルの端はしにある花か瓶びんから、深しん紅くのバラの花が二つ、ポタリと落下し、弧こを描かきながら真ん中まで転がってきた。

「まず遙、あなたの場合、生しよう涯がい封ふう印いんされたままになる筈の、論理魔ま術じゆつ師しとしての能力が一部解放されてしまった。今、あなたがプリンしか作れないのは、解放が不完全だからなんだと思う」

「解放が、不完全……」

　播機さんは、無意識にか、自身の両の手のひらを見ていた。

　彼女は、自分の能力の解放を望むだろうか。それとも、日常に回帰する事を望むだろうか。

　播機さんが日常への回帰を望んだ場合、僕はどうするだろうか。

　僕は？　いや、僕は関係無い。おかしいな。さっきから思考が縒よれている。

「どうした、安芸」

　いつの間にか、みんなが僕を見ていた。注目されるような表情をしていたのだろうか。いかんいかん。

「いえ、なんでもありません」

　小さく頭かぶりを振ふり、顔を上げる。

「話を続けて下さい」

　師し匠しようは「ああ」と言って、また播機さんを見る。

「そして、あなたの妹、仄香は、自身が持っている《特権タレント》が暴走し、制せい御ぎよ出来なくなった」

「……暴走？　制御？」

　言っている事がよくわからない、という目で、播機さんが聞き返す。

　師匠は頷うなずいた。

「その暴走の影響を抑える為に、仄香は他人との接触を断つ事を選んだ」




　ガタッ




　突とつ然ぜん播機さんが立ち上がり、両手をついてテーブルに身を乗り出した。

「どういう事っ!?　あの子が、仄香が家から出られないのは、その暴走とか制御とかと関係があるの!?　あの子は、論理魔ま術じゆつのせいで、引きこもりしてるって事っ!?」

　攻こう撃げき的で、感情的な喋しやべり方だった。普ふ段だん、彼女は目上の人にこんな言葉を使わない。

　先程までの哀かなしみが溢あふれた瞳とは、輝かがやきが、強さが、違ちがった。

　ただ一人の妹を守る、それはそういう瞳だった。

　人の為に怒おこる。彼女らしい感情だった。

　師匠は静かに答えた。

「その前に、《紅オストラム》の《特権タレント》の話をしなければならない」

「ロゼさんっ！」

　肩を怒いからせて迫せまる播機さんに、師匠はそっと手を上げて、彼女の手に触ふれた。

　そして、真っ直すぐに目を見て、言葉を紡つむぐ。

「座りなさい、播機遙。《紅オストラム》の、風理の子よ」

　嚙かみつきそうな勢いだった播機さんは、まるでその言葉に押されるように、ゆっくりと体を起こし、そして、椅い子すに座った。

　少し、しゅんとしているように見えた。

　師匠はティーカップを手に取り、紅茶の色を眺ながめた。

「順を追って話す。落ち着いた？」

「……はい」

　播機さんは、少し頰ほおを染め、恥はずかしそうに答えた。

「よし。では、そろそろ《特権タレント》の話をしよう。君ら姉妹が持っている、そして、《円環キアカル》が恐おそれている能力、それは──」




　リィィィィィン……




　入り口の横でクラシカルな音が鳴った。電話だ。

「……」

　師匠は視線だけ僕に送った。僕に取れという事か。

　黙だまって立ち上がり、電話に向かう。

　電話は形状もクラシカルで、なんとダイヤル式だった。まあ、師匠は携けい帯たい電でん話わを持っているし、これは室内装そう飾しよくの一部なのだろう。

　受話器を持ち上げ、耳にあてる。

「もしもしHello？」

『夕食歓かん談だん中に失礼するよ。秋津安芸』

　それは、数時間前に聞いた、忌いまわしい、硬こう質しつ的な男の声だった。

「……馬原か」

『感情に任せて切ったりしないでくれよ。私は君と交こう渉しようをしたいんだ』

「僕はお前と交渉したい事など無いが？」

　播機さんを殺そうとしたお前と！

『落ち着け、秋津安芸。私は《円環キアカル》の命令で動いている。播機遙を殺せというのは上からの命令だ。しかし、私自身はその命令を実行するのは、多少もったいないと感じている。だから、私と君の間には交渉の余地がある。わかるかい？』




24　秋津先生が真面目まじめな顔で電話をしている。私は気分が落ち着いてきた。思わず声を荒あらげてしまったのがちょっと恥ずかしい。泣いた分、怒ど鳴なった分、逆に今は冷静だ。ロゼさんは目を閉じて黙っている。話の続きは、秋津先生が戻もどってきてからのようだ。




25　何を言おうとしているのか予感はあり、それは吐はき気のする提案だった。




「わかりたくない」

　電話の向こうで抑おさえた笑い声が聞こえる。

『いや、君はもうわかっている筈はずだ』

　その通りだった。だからこそ電話を即そく座ざに切りたい衝しよう動どうと闘たたかっている。

『私の夢は史上最強の《人形ドール》を作る事だ。それを実現する最良の方法は、播機遙を生きたまま《人形ドール》に組み替える事だ』

「お前はまだそんな事を！」

『君にとっても良い取引だと思うがね。このままでは播機遙は死ぬ。《円環キアカル》からは逃のがれられないよ。私が負けても、別の誰だれかが彼女を殺すだろう』

　受話器を握にぎりしめる。

　落ち着け。これは単に僕を揺ゆさぶっているだけだ。

　誰が来ようが、何が起きようが、播機さんは僕が守るんだから。

『しかし、だ。私が播機遙を《人形ドール》にしてしまえば、《円環キアカル》も手を出しづらくなる。《円環キアカル》が制せい御ぎよ可能なレベルに落とし込めれば、慎しん重ちよう派も急進派も文句は言わないだろう。ジェシカシステムがそれを証明しているじゃないか』

　受話器から悪意が漏もれ出して、僕の体をねっとりまとわりついている錯さつ覚かくに駆かられた。

　ジェシカシステムが証明したのはそんな事じゃない。

　間ま違ちがった判断が、哀しみを増ぞう幅ふくさせた。それだけだ。

『秋津安芸』

　馬原は諭さとすような口調になる。

『私に播機遙を引き渡わたせ。そうすれば、無傷のまま《人形ドール》に組み替かえて、お返しすることを約束しよう。君は最愛の人を失わずに済むんだ。飯綱伊代の時、君が望んだのと同じように！』




26　ん、そうだ。今日買ったお買い物を確かく認にんしておこう。ふっふっふ。雑貨屋で我ながらナイスな物を見つけたのですの事よ。私は椅い子すから立って、カバンが投げ出してあるソファに向かった。




27　「僕はそんな事を望んでいない！」と、叫さけんだつもりだった。




　頭の中で即そく答とうし、絶ぜつ叫きようしたその言葉は、何故なぜか、どうしても、声にならなかった。

　ただ、カラカラの喉のどから嗚お咽えつが漏れた。

　たかだか電話で話しているだけなのに、僕は多少息が上がっていた。

　なんとか、絞しぼり出すように、言葉を重ねる。

「……ふざ、けるな」

「それは交こう渉しよう決けつ裂れつの宣言と解かい釈しやくしていいかな？　非常に残念だ。では私は《円環キアカル》の指示に従おう。そこにいる《紅オストラム》には死んでもらう。今すぐにね」




28　ソファに座ってカバンを開ける。あーあ。カーチェイスで車の中を跳はね回ってたから、カバンの中ぐっちゃぐちゃ。買った物、壊こわれてなければいいけど。ごそごそと中身をまさぐる。




29　僕は小さくため息をつく。




「……大陸Ｉ間弾Ｃ道ミＢサイルＭを落としたって、このフラットには傷一つつかないぞ」

『もちろん分かっているさ。君の師し匠しようの作った結界は完かん璧ぺきだ。中にいる人間に対し悪意ある攻こう撃げきは一いつ切さい入り込む余地が無い。もちろん許可の無い者が立ち入る事も不可能だ』

「分かっているなら──」

『しかし、許された人間が自ら害悪を持ち込んだ場合はどうかな？』




30　あ。あった♪　手のひらサイズの四角い箱を取り出す。藍あい色いろの包装紙がシックで逆にかわいい。外見からの損傷は見られず。中身も、まあ、多分大だい丈じよう夫ぶでしょう！　あ。あと仄香にもおみやげ一個買ったんだよねー。どこだっけ。ごそごそ。……ん、なにこれ。




31　「な、に……？」




『海外旅行では、片時たりとも荷物を手放してはいけないと、君の愛する教え子に教えてやり給たまえ。旅行者はいいカモだからな。一いつ瞬しゆんで置き引きに遭あうぞ。あるいは──』




32　カバンの中に、見慣れない箱がある。私の買い物よりも一回り大きい。こんな物を入れた覚えは無い。美奈かやっかの買い物が間ま違ちがえて入っちゃったのかな？　でも、包装もしてないただの箱だし。

[image: ]

33　振ふり返る。播機さんがカバンから何かを取り出そうとしていた。馬原が囁ささやく。




『あるいは、勝手に荷物を詰め込まれる』




34　私はカバンの中からその箱を取り出した。箱、と言っても開け口が見つからない。なにこれ？　んんん、中から音がするような。私は箱に耳を近づけ──




35　僕は受話器を投げ出してテーブルの上に飛び乗り、反動を付けてソファに向けて真っ直ぐ飛んだ。




　驚おどろく播機さんの顔が一気に目の前に迫せまる。

「え、せ、先生っ!?　な、なに──」

　戸と惑まどう彼女が手に持った箱を、空中で無む理り矢や理り奪うばい取り、天てん井じように投げ上げる。

　そのまま播機さんに覆おおい被かぶさるようにして地面に着地。同時に呪じゆ文もんを紡つむぐ。

「《防ぼう御ぎよ結界▽──！」




36　突とつ然ぜん飛びかかってきた先生に押し倒たおされて、私は床ゆかに転がる。




　その上から先生が私を包み込むように抱だきしめる。え、なにこれ!?

　そして先生は早口で何かを呟つぶやいた。

　直後、




　閃せん光こう。




　先生が投げ上げた箱が空中で一瞬光った後、爆ばく発はつした。同時に爆発音が耳を襲おそう。

「きゃあああっ！」

　視界が煙けむりでいっぱいになる。

　秋津先生が、強く、強く、両手で私を抱きしめていた。

　少し、痛い。

　先生の顔がすぐ近くにあるのを体温で感じた。でも、顔は見えなかった。

　荒あらい息が、耳元にかかった。

　煙が、少しずつ晴れていく。

　秋津先生にのしかかられた今の状じよう況きようでは、見える物はあまり無かったけど、それでも、部屋は酷ひどい有り様になっていた。

　部屋中の物が壊れている。窓ガラスは全部割れている。ステンドグラス風だったランプシェードが跡あと形かたも残っていない。テーブルが真ん中で割れてひっくり返っている。視界の端はしには、ソファが吹ふき飛んで壁かべに突つき刺ささっているのが見えた。

　つまり、私が手に持っていたあの箱は、爆ばく弾だんだった訳だ。

　やけに冷静に考えているのは、まるで夢の中にいるような感覚だったから。

　部屋中ボロボロになっている。

　にも、かかわらず。

　何故なぜか、私は特になにも感じていない。せいぜい、先生の抱ほう擁ようがちょっと痛いくらい。

　なんで？

　私と先生が、爆発の一番近くにいたはずなのに。

　煙がほとんど収まると、代わりに見えてくる物があった。

　よく目を凝こらすと、私の体の周りに、青い光が、膜まくのようにまとわりついていた。

　防御結界の魔ま術じゆつだ。

　さっき秋津先生は、私に飛びかかりながら魔術を紡いだんだ。

　そうでなければ、こんな至し近きん距きよ離りで爆発を受けて、何も無い訳がない。

　体中から力が抜ぬけた。

　助かった……。

　先生にお礼を言わなきゃ。

　ここまで来て、なおもぎゅうっと抱きしめられている事が、急に恥はずかしくなった。

「あ、秋津先生。ありがとうございました。あの、そろそろ腕うでを……」




　沈ちん黙もく。腕が解かれる気配はない。




「あの、秋津先生？」

　私は、顔が凄すごい至近距離にあると思われるので緊きん張ちようするのだけど、首をずりずりと回して、返事をしない秋津先生の方を向いた。

「……え？」

　先生の顔は苦く悶もんに満ちて、真っ青だった。懸けん命めいに痛みを堪こらえている、そんな風に見えた。

「大だい丈じよう、夫ぶ、かな、播機、さん。……よかっ、た」

　一言喋しやべるのも大変そうな声。

　そして、その時気づいた。

　青い光の膜がまとわりついているのは、私だけだった。

　先生の方に光の膜はなく、先生の白衣の上には埃ほこりが積もっていた。

「時間が、無くて、一人分しか、結界を、作れ、な、かっ、た」

　そこまで言うと、今まで私を強く抱き締めていた腕の力が急に抜け、先生は糸の切れた人形のようにずるりと私の上からずれて、仰あお向むけに寝ね転ころんだ。

「先生!?」

　私は、急いで床に手をついて起き上がろうとした。

　ぬるり。

　床についた右手が、なにかぬるっとした物に触ふれた。

　床についていた手を持ち上げる。

　手が、真っ赤に染まっていた。

　床ゆかを見る。

　床も、真っ赤に染まっていた。

　それは、どろりとした、赤黒い、液体だった。

　それは、仰向けになった秋津先生の背中と、床の間から、流れ出していた。

　それは、こんなにたくさん流れて良いような物では無い筈はずだった。

　それは、血、だった。

　私は叫さけぶ。

「秋津先生っ!!」




37　想像していたよりも身体ダメージが大きかった。




　上手うまく息が出来ない。

　薄うすぼんやりとした視界の中に、播機さんがいた。

　よく見えないけど、怪け我がは無いみたいだ。

　良かった。

　彼女とは約束をしている。必ず君を守ると。

　何故なぜ、播機さんは泣いているのだろう。

　どこか痛いのだろうか。

　叫んでいるように見えるけど、言葉は聞こえなかった。

　爆ばく発はつで一時的に鼓こ膜まくをやられているらしい。

　とりあえず播機さんを落ち着かせなければ。

　船の時のような事があってはいけない。

　ロンドンのど真ん中で能力を暴走させるわけにはいかないんだ。

　僕は彼女を安心させる為ために、とりあえず立ち上がろうとした。

　しかし、体が動かない。

　骨を折ったのだろうか。痛みは感じないが。

　それとも、血が足りないのかな。

　ああ、そんなに泣きじゃくらないで欲しい。

　僕の方が苦しくなるじゃないか。

　頰ほおを流れる涙なみだをぬぐってあげたかった。

　しかし、腕もピクリとも動かない。

　播機さんが顔をぐしゃぐしゃにして僕の肩かたを揺ゆらす。

　両りよう肩かたを摑つかまれているが、その感覚が無い。

　身体ダメージが大きすぎて感覚器官がショートしているのだろう。

　なんて事だろう。

　僕のせいで播機さんを泣かせてしまうなんて。

　君にはいつでも笑っていて欲しいのに。

　僕が笑えない分、君の笑え顔がおが、僕を支えてくれていたのに。

　そうだ。

　僕は守ると決めていた。

　僕が守りたかったのは、君のその笑顔だった。

　君が笑顔を見せてくれれば、

　僕もいつかまた、笑う事が出来るんじゃないかと、

　そう、思っていたんだ。

　初めて、君に会った時から。

　ああ。

　そうか。

　そうだったのか。

　どうして今まで気づかなかったんだろう。

　この瞬しゆん間かんまで、分かっていなかった。

　ミシェルに幼よう稚ちと言われても仕方がなかったんだ。

　修練が足りないなあ。

　播機さん。

　僕は。




　僕は、君の事が。




　……ああ、まだ泣き止やんではくれないのか。

　弱ったな。

　ん。

　そうだ。

　僕は彼女が元気になる方法を一つ知っていた。

　下の名前で呼んであげよう。

　彼女はそれを、何故なぜかは知らないが喜ぶのだ。

　学園のルールには反しているけど、今日だけは例外で。

　僕は、彼女の名前を呼んだ。

「は、……はっ、る……」

「先生！　先生!?」

「……はぁ……っ、は……るぅ」

　ん、あれ。

　上手く喋しやべれない。

　口が言う事を聞いてくれないようだ。

　まいったな。

　播機さんはより強く泣なき叫さけんでいる。

　逆効果になってしまった。

　ごめん。

　名前で呼んであげられなくて。

　ごめん。播機さん。

　視界が、徐じよ々じよに黒くせばまっていく。

　ごめん。泣かせてしまって。

　もう、ほとんどなにも見えない。

　ごめん。名前を呼んであげられなくて。

　僕は彼女に謝り続けた。

　ごめん。守ってあげられなくて。

　意識が徐々に失われていくのを、感じていた。

　それでも、僕は謝り続けた。

　ごめん。ごめんね。

　そしてもう、思考の維い持じも出来ないくらいになった。

　わずかに見えていた景色が、すっと漆しつ黒こくに吞のみ込まれる。

　最後に見えたのは、こぼれ落ちて輝かがやいた彼女の涙なみだだった。

　と、思う。

　多分。




38　カノンと私は、ロゼが張った防ぼう御ぎよ結界のおかげで無事だった。




　急いで《紫プルピユラ》のスタッフに緊きん急きゆう呼集をかけた。

　すぐに、救護スタッフも来るだろう。

　私は、泣きじゃくるハルカをひっくり返ったソファに座らせ、スタッフが来るまで彼女を抱だきしめていた。

　ハルカは自分が何をしているのか、何を言っているのかもわからないようだった。

　私はハルカが落ち着くまで、ぎゅっと抱きしめて、頭を撫なでながら、

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　と言い続けた。

　そう、大丈夫だ。

　アキが、この程度でやられるわけ無いじゃない。

　大丈夫。

　大丈夫だから。

　私はハルカに同じ言葉をかけながら、それを自分自身に言い聞かせていた。

　スタッフの到とう着ちやくが、ひどく、長く感じられた。




39　……病院の廊ろう下かは、暗くて、冷たくて、そして、寂さびしかった。




　救護スタッフの人がロゼさんのフラットに来て、大おお怪け我がをした秋津先生を病院に搬はん送そうした。

　私は、ロゼさんの車で病院に連れてきてもらった。

　笠木さんは、車に乗り込んだ私に「安芸様をお願いします」と真しん剣けんな瞳ひとみで言った。

　ベルと笠木さんにはフラットに残って、《円環キアカル》への対応、日本にいる理事長先生との連れん絡らく、事後処理などをお願いしている。

　二人は、ロゼさんが作った防御結界に守られて、ロゼさんを含ふくめ無事だったのだという。

　秋津先生だけが、怪我を負ったのだ。

　搬送されるなり先生は緊急手術に入った。

　私達は、手術室の前に置かれた椅い子すで、ただ待つしかなかった。

　先生の手術は実に５時間に及および、気がつけば午前０時を回っていた。




　ＩＣＵ、つまり集中治ち療りよう室には、今は私と先生しかいなかった。

　ゆるく山を描えがいたベッドの上に、昏こん睡すい状態の秋津先生が、うつぶせに横たわっている。

　先生の怪我の大半は背中の物だったから、傷口が圧あつ迫ぱくされないように、うつぶせに寝ねかせるのだそうだ。

　先生は目を閉じていて、チューブのついた透とう明めいなマスクが鼻と口に掛かかっていた。

　酸素を送り込んでいるのだろうか、時折、空気が漏もれる音がした。

　すぐ近くにある機械が、先生の心しん拍ぱくらしき波の線を表示している。

　手術を担当した主治医の人は、手術室から、疲つかれた顔をして出てきた。

「かなりの重傷ではあったけど、命に別状は無い」と言ってくれた。

　そして、いつ目覚めるかは微び妙みようだけど、と付け足した。




　手術が終わってから、私はずっと先生を看みていた。

　少し前、ホテルから駆かけつけた斎条先生がやってきた。

　斎条先生は「またすぐ戻もどらなきゃならないんだけど」と言いながら、私の頭を撫でてくれた。

「よく頑がん張ばったね」と言ってくれた。私は、何もしてないのに。

　秋津先生の怪我の事はクラスの子達には伏ふせ、急病で帰国した事にするのだという。

　修学旅行は引き続き行われる。

　斎条先生は「後の事はなんとかするから、今は安芸クンの側そばにいてあげなさい」と言って、帰って行った。

　もとより、今、私は、先生の側から離はなれるつもりはない。

　先生の側にいるくらいしか、出来ない。

「…………」

　先生は、静かに眠ねむっている。

「…………」

　膝ひざの上に置いていた手を、強く、強く、握にぎりしめる。

　絞しぼり出すように、呟つぶやいた。

「……私の、……せいだ……！」

　強く握った拳こぶしの上に、ポタ、と水すい滴てきが落ちた。

　流れる涙をぬぐう気にもなれなかった。

「私が、カバンにあんな物が入ってたのに気づいていれば……！」

　堰せきを切ったように涙なみだが瞳から溢あふれ、拳を、スカートを、濡ぬらしていく。

「私が、自分で自分の身を守れないから、先生は、私をかばって……！」

　悔くやしさと、恥はずかしさと、怒いかりと。あらゆる感情が体の中をぐるぐると暴れ回っていた。

　あの爆ばく弾だんは、私を殺す為ための物だった。

　ならば、私のせいで、秋津先生はこんな大怪我をしたのだ。

　私のせいでっ！

　感情が高まりきった後、哀かなしみが大波のように押し寄せてくる。

　なんで、先生が、こんな事にならなきゃいけないの。

　私を狙ねらってるなら、私が怪我すれば良かったのに。

　そうなってれば、心が、こんなに締しめ付けられるほど、痛くはならなかったのに。

「私は……どうすればいいんですか……先生……」

　秋津先生は、何も答えてくれなかった。

　チューブの中を抜ぬける風の音が、わずかに聞こえた。




　ウィーン




　突とつ然ぜん、ＩＣＵの大きな自動扉とびらが開いた。私はそちらを振ふり返る。

　大おお柄がらな男の人が入ってきた。

　四角い顔に無ぶ精しよう髭ひげ。ダークスーツの上からでも、筋肉質な体つきが分かった。

　その人は大おお股またで部屋に入り、ベッドを回り込んで、うつぶせで目を閉じている秋津先生と対たい峙じするように立った。

　その後ろから、黒服の男が四人、大柄な男に付き従うように並んだ。

　ベッドの秋津先生を凝ぎよう視ししていたその男が、私の方に視線だけ送る。

「……《紅オストラム》か」

　その言葉には悪意を感じた。私は椅子から立ち上がる。

「あの、どなたですか」

「津つ欧おう総そう一いち郎ろう。《完結したフオル・円環キアカル》に所属している。君には用は無い」

　そう言って、津欧と名乗ったその男の人は、秋津先生に向き直った。

　そして、スーツの内ポケットから折りたたんだ紙を取り出し、それを両手で広げ、先生の方に向けた。

　横文字でびっしり何かが書いてあるのが見えた。

　津欧は、眠っている先生に、その紙を見せながら、宣言するように言った。

「秋津安芸。貴様には《完結したフオル・円環キアカル》に対する反逆の容疑、及および、《紅オストラム》の論理魔ま術じゆつ師し、播機遙に対する暗殺未み遂すいの容疑がかけられている」




　……え？




「秋津家次期当主、《蒼マーレ》の論理魔ま術じゆつ師し秋津安芸よ。《完結したフオル・円環キアカル》の決定により、これより貴様を《島イニス》に移送する。言いたい事はあるか」

　もちろん意識が無い先生は、何も答えない。

「……沈ちん黙もくは肯こう定ていとみなす。よし、ではこれより移送を開始する」

　右手を上げかけた津欧に私は思わず叫さけんでいた。

「ちょちょちょっと待って下さい！　いきなりなんなんですか！」

　私が立ち上がって詰つめ寄ると、津欧は面めん倒どうそうな視線をこちらに向けた。

「君には関係無い事だ」

「関係あります！　私への暗殺未遂容疑ってなんですか！」

「言葉通りだ。秋津安芸はロゼ・ロイエンのフラットに爆弾を持ち込み、君を暗殺しようとした。《紅オストラム》の血は我らの宝だ。到とう底てい許される行こう為いではない」

「何を言ってるんですか！　爆弾は馬原の物でしょう!?　先生は身を挺ていして私をかばってくれたんですよ!!」

「議論の必要は無い。連れて行け」

　津欧が手を上げると、後ろにいた男達が秋津先生のベッドを取り囲む。

「待って！　先生はまだ目を覚ましていないんです！」

「病院の許可は取ってある。やれ」

　男達は秋津先生のベッドを摑つかんで押した。

　車輪が回り、ベッドが動き、開いたままの入り口に向かって行く。

　点てん滴てきの器具や、よくわからない機械も、一いつ緒しよに動かされた。

　私が呆ぼう然ぜんと見送っている内に、室内は空っぽになった。

　津欧が廊ろう下かに出る直前、振り向いて呟つぶやいた。

「秋津安芸が近くに居ない限り、君は安全だ」

　その言葉に反応して、私は弾はじかれるように外に出て、津欧の背広にしがみついた。

「どういう意味ですか!?　先生はどこに連れて行かれるの!?　もしかして、それも、私のせいなの!?　ねえ！」

　津欧は目を閉じ、小さく息をつくと、私の手首を握にぎり、背広から引きはがした。

　もの凄すごい力で、私の手は簡単に剝はがされた。

　そして、私を見下ろす。とても、冷たい目で。

「秋津安芸の事は、もう忘れるんだ。それによって皆みんなが幸福になれる」

「言っている事が分かりません！」

「分かる必要は無い」

　なおも摑みかかろうとする私の手を、津欧が強く弾いた。

　バランスを失って私は廊下の床ゆかに転ぶ。

　ゴロゴロと、先生が乗せられたベッドが遠ざかっていく音が、耳に響ひびいた。

　急に、もう二度と先生に会えないんじゃないかという考えが、頭の中を支配した。

　廊下に無様にうずくまりながらも、私は必死に手を伸のばし、暗くら闇やみに向かって、叫ぶ。

「秋津先生イイイイィィィィィ!!!!！」
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40　目が覚めるとまず、僕は名前を与あたえられた。それが、今日からの僕の呼び名だと言う。




41　窓の外は、どこまでも続く田園風景が広がっていた。私はそれを眺ながめている。




　修学旅行３日目。私達北凰学園一行はロンドンを離はなれ、イングランド南部を目指して電車に乗っていた。

　本日は一日観光の予定。最初の目的地はソールズベリー。

　電車で約１時間半の旅である。

　飛行機と同じように、私達が今座っているこの車両は、２─Ｄの貸し切りだった。

　修学旅行はまだ半分も終わってない。クラスメイト達はまだまだ元気で、ホームステイ先での事を報告しあったり、ロンドンで買ったお土産みやげを見せ合いっこしたりしている。

　元気な声、嬉うれしそうな声、笑い声、どこからか歌まで聞こえた。四十人近い高校生の思いが、音になって車内に満ちていた。

　私は、その音の輪には入っていなかった。

　ずっと、窓の外の風景を眺めている。

　線路の左右は一面の田園地帯で、地平線まで麦畑が広がっていた。

　麦色と言っても、畑によって濃のう淡たんが全然違ちがった。まだ緑色している畑は麦ではないのかな。

　晴れていればそれはきっと素す晴ばらしい景色なのだろうけど、天気は生あい憎にくの雨。

　どんよりとした雲が空を覆おおっていて、しとしとと霧きりのような雨を降らせていた。

　遠くの方はもっと天気が悪いみたいで、時折、稲いな光びかりが空と地面とを繫つなぐのが見えた。

　雨雲の黒さが麦に映って、視界全体がどんよりしていた。

　時折、大おお粒つぶの雨が窓に当たって、その部分だけ視界を歪ゆがませた。

　そのたいして変化の無い景色を、ずっと見ていた。

　左手は、窓辺に肘ひじを突ついている。

　膝ひざに視線を落とすと、右手はだらりとスカートの上に落ちていて、携けい帯たい電でん話わが握られていた。

　画面は真っ暗。

　今朝、妹に電話しようとして、壊こわれている事に気づいた。電源が入らない。

　多分爆ばく発はつの衝しよう撃げきでどこかにぶつけたんだと思う。

　仄香は、この電話以外からの着信を一いつ切さい取らない。メールもＮＧ。

　だから、仄香と連れん絡らくする事が出来なくなった。

　伝えたい事、話したい事。たくさんあったのに。

　膝から視線を上げる。

　向かいに座っている笠木さんはヘッドフォンをかけて目を閉じていた。

　ベルは私の隣となりで、自分の携帯電話を眺めている。

　大おお騒さわぎになっている車内の中で、私の周りだけが静かだった。

　二人が、あえて話しかけないでくれるのが、私には有り難がたかった。




　私は、何も考えていなかった。

　ただ、ぼうっと、窓の外の、流れゆく雨の景色を眺めていた。




　何も考えられなかった。

　心に浮うかぶのは、秋津先生が遠くに行ってしまったのだという事だけ。




　さっき、斎条先生が私を呼んで、電車の通路で少しだけ話をしてくれた。

　秋津先生が《島イニス》に送られた事。

《島イニス》とは、論理魔ま術じゆつ師しにとっての監かん獄ごくである事。

　今のところ、いつ解放されるかは分からない事。

　でも、私にとって重要な意味のある事は別にあった。

「安芸クンが連れて行かれたのは、遙さんから引き離す為ためだったのかもしれない」

　斎条先生はそう口にしてから、言うべきじゃなかったという顔をした。多分、私の顔が歪んだのだろう。

　昨日、津欧も同じ事を言っていた。「秋津安芸が近くに居ない限り、君は安全だ」と。

　私が詰つめ寄り、観念した斎条先生は説明してくれた。

　私の《紅オストラム》の力の発現のトリガーを、秋津先生が握にぎっているかもしれない事。

　秋津先生と私が距きよ離りを取る限り、慎しん重ちよう派も急進派もとりあえず動きを止める事。

　今の状態が、《完結したフオル・円環キアカル》にとってはベターな状態である事。

　そして斎条先生は、最後に「ごめんね」と言って、足早に喫きつ煙えんスペースのある車両に去って行った。




　私が《紅オストラム》なんかじゃなければ、こんな事にはならなかったのかな。

　通り過ぎる景色を見ながらぼんやり考える。

　でも、もしそうだったら、こんなに先生と仲良くはなってなかったと思う。

　でも、そのせいで、今、先生とは離はなればなれだ。

　頭の中で考えが堂どう々どう巡めぐりしていた。

　これまで、先生はいつでも側そばにいてくれた。いてくれると思う事が出来た。

　私が守るべき日常の中に、先生はもう組み込まれていた。

　結果として、トラブルがあるたびに、私は先生に守られていたけど、いつかは対等な立場になって、一いつ緒しよに戦うんだと思っていた。

　今、その先生は側にいない。

　どこにいるのかもわからない。

　いつ再会出来るのかもわからない。

　そもそも、もう一度会えるのかさえ。




　胸がきゅうと苦しくなる。

　涙なみだが出そうになるのを我が慢まんする。

　泣いちゃ駄だ目めだ。今、泣いたら、止まらなくなってしまう。




　何も考えていなかった。ただ、秋津先生の事を思っていた。




　先生に褒ほめて貰もらいたいと強く感じた。

　先生を守る力を持ちたいと強く感じた。

　先生の側にずっと、ずっといたいと、強く感じた。

　やっぱり、ちょっとだけ、涙が出た。

　急いで袖そででぬぐった。




42　次に、ここでの衣食住についての説明を受ける。特に僕に異論は無かった。




43　「ロンドンはいかがでした？　斎条先生」と、上司であるミシェルは言った。




　ソールズベリーに向かうこの列車は、北凰学園の貸し切りというわけではもちろん無く、自由席は誰だれでも乗る事が出来る。

　自由席側の喫煙スペースまで来ると、ミシェルが先に待っていて、僕に声をかけてきた。

「あの大都市で生徒のお守もりをするのは大変だったでしょう？」

　僕は首を振ふりながらミシェルに近づいた。別に否定したわけではない。

「旅行の行程はまだ三分の一です。南、北と行った後、またロンドンに戻もどって来ますよ。個人的には、寄らずに帰国したいですね。感動の師し弟てい再会はもう済ませましたから」

　ミシェルの横に立っていた客が、気を利きかせたのか席を外したので、代わりにそこに立つ。窓まど際ぎわだったが風景はそれほどよろしくない。雨はまだ降っている。ソールズベリーに着く頃ころには止やんでいるといいのだが。

　煙草たばこに火をつけながら、ミシェルを見る。

「そちらこそ、自由席に座るなんて、珍めずらしいんじゃないですか？」

《導師》であるミシェル・ミゲールは、《完結したフオル・円環キアカル》の中においてＶＩＰ中のＶＩＰである。そしてこの大英帝てい国こくでは《円環キアカル》の力は強大だ。仮に、彼一人を運ぶ為の専用列車くらいあったとしても、僕はそれほど驚おどろかない。

　ミシェルは口元を手で押さえ、クックと笑った。

「これはこれで、なかなか面おも白しろい経験ですよ。ご存知の通り、私の生活では、一いつ般ぱんの市民の方と接する機会があまり無いですからね。──我らは《論理ロジカル魔術師・メイガス》──」

　歌うように、我々のスローガンを紡つむぐ。もちろん、周りに聞こえないように。

「我らはこの世果つる時が来るまで、人間と共に歩きそれを守る者──こういう時、それを意識させられますね」

　どうだかね。とは、もちろん言わない。

「さて、仕事の話をしましょう」

　再度、周囲を確かく認にんしてから、ミシェルは小声で始めた。

「ご存知の通り、秋津安芸は急進派によって《島イニス》に送そう還かんされました。罪状は《紅オストラム》の暗殺未み遂すいですが、別になんでも良かったのでしょう。《紅オストラム》から秋津安芸を引き離す事によって、《紅オストラム》が覚かく醒せいする可能性が激減する。また、《紅オストラム》を守る勢力を削そいだ事にもなる。日本語では一石二鳥と言うんでしたっけ？」

《紅オストラム》が完全に戦意喪そう失しつしてるので一石三鳥です、と説明する義理は無かった。

　代わりにこう聞いた。

「で、この後はどうするんです？」

「ふむ、どうしましょうかね」

　ミシェルはクックと笑う。

「実は、このままでも構わないと言えば、構わないんですよね。私としては」

　その言葉に僕は唇くちびるをゆがめた。ミシェルの前ではあまり見せたことのない感情だった。

「ご冗じよう談だんでしょう？」

　僕の反応が意外だった為ためか、ミシェルは笑え顔がおを保ちつつも、少し驚いているようだった。

「冗談、と、言いますと？」

「あなたがこの現状に満足している筈はずがない。もちろん、慎しん重ちよう派としては、《紅オストラム》と秋津安芸の距きよ離りが離はなれる事は願ってもない事だ。しかし、あなたは違う」

　煙草の先の灰を灰皿に落とす。

「あなたの目的は、慎重派の目的とは違う。あなたの目的は、急進派をぶっ潰つぶす事だ」

　ミシェルは笑顔のまま答えない。いかなる状じよう況きようでも言げん質ちを取られないようにするこの男らしい態度である。

　僕は続けた。

「その為には、秋津安芸に《島イニス》に閉じこもっていられては困る。彼には早さつ急きゆうに外に出て、一暴れしてもらわなければならない。こんなところじゃないですか？」

「なかなか興味深い推測ですね」

　ミシェルはそう言って口を押さえ、クックと笑った。そして僕を上うわ目め遣づかいに見る。

「よほど、弟弟で子しが大事と見える。あなたらしくない感情の高ぶりを感じます」

　無視。煙草を灰皿にこすりつけ、

「で、この後はどうするんです？」

　同じ言葉を繰くり返す。

「ふむ、どうしましょうかね」

　同じ言葉で返される。

　僕は苛いら立だちを隠かくしきれず、早口で言った。

「正規の手続きを踏ふんで《島イニス》に送還された以上、秋津安芸を外に出すのは困難です。もちろん、あなたが自身の《導師》としての権限を活用すれば、出来ない事はないでしょうが、そんなつもりは無いのでしょう？」

　ミシェルはクックと笑った。

「そうですね。急進派に借りを作るつもりはありません。正規の手続きを踏めない以上、非正規的な方法を使う事にします」

「『非正規的な方法』？」

　ミシェルはスーツの胸ポケットから、折りたたみ式の携けい帯たい電でん話わを取りだし、開いた。

「この30年で、《島イニス》から脱だつ獄ごくした魔術師が二人いる。ご存知ですか？」

　もちろん、知っていた。一人は馬原で、もう一人は──

　携帯を楽しそうに操作しながら、ミシェルが呟つぶやく。

「外に出られるという事は、中に入れるという事です」

　住所録の一つを見つけた彼は、携帯を耳にあてる。

「問題は、彼が協力してくれるのか、ですがね」




44　僕がここにいる理由、いなければいけない理由について説明された。




45　ソールズベリー大聖堂を駆かけ足で見学の後、私達は観光バスで30分ほど移動した。




　市街から16キロ離れた草原に、突とつ如じよ巨きよ大だいな駐ちゆう車しや場じようが出現し、そこで降りる。

　ここはイングランド南部ウィルトシャー、ソールズベリー平原の真ん中だ。

　足あし下もとの駐車場や、周囲のバスや観光客を除けば、見み渡わたす限かぎり３６０度に草原が広がっていた。

　ただし、草原しかない訳では無い。でなければこんな辺へん鄙ぴな所に駐車場など作らないし、観光客もいないだろう。

　ここには、言わずと知れた先史時代の巨きよ大だい遺い跡せき、ストーンヘンジがあるのだ。そこが次なる見学先って訳。

　雨がしとしとと降っていて、草むらを濡ぬらしていた。傘かさを差しつつ、道路を横断して駐車場の反対側に渡わたる。

　来る前は、見渡す限り人工物がない平原のどまんなかに、神秘的な遺い跡せきがそそり立っているというのをイメージしてた。だけど、いざ来てみると、すぐ近くを道路が走ってるし、駐車場もあるし、ストーンヘンジの周囲をぐるりと立ち入り禁止の網あみのフェンスが囲っていたり、入場料を取る用のゲートがあったりして、なんか微び妙みようにありがたみが無かった。

　入り口ENTRANCEと大きく書かれた建物の横に、入場ゲートがあった。高速道路の料金所みたいだ。入場料は学校が先さき払ばらいしているので、笑顔を振ふりまいている入り口のおじさんの前をぞろぞろと通り過ぎていく。

　フェンスの中にも舗ほ装そうされた道が続いていて、ストーンヘンジの見学路になっていた。

　私達だけでなく、色んな国から来てる観光客が、足を止めて、遺跡を眺ながめたり、写真を撮とったりしている。

　舗装された道路から遺跡までは結構距離がある。もっと近くで見たいというのが心情だろうけど、道に沿って膝ひざ丈たけくらいの高さのロープが引いてあって、そこから先は進入禁止。ロープはぐるりと遺跡を囲っているので、遠くから眺めるしかない。

　私は班のみんなと、アスファルトに出来た水たまりを避さけながら、道なりに進んでいた。

　ストーンヘンジは、紀元前３０００年ごろに造られたと言われている。

　巨きよ大だいな石をいくつも並べて、大小二重の円えん環かんをかたどっている。そして、その円環の中には、三つの巨大な石組みが、まるで祭さい壇だん、あるいは天への階段のようにそびえ立っている。

　……と、言っても、半分くらいは崩くずれてしまっているので、うまい角度から見ないと、ただ単におっきな石が乱雑に置いてあるようにしか見えない。

　歩いていると舗装した道路が途と中ちゆうで終わってて、遺跡の裏側は、草むらを歩いて鑑かん賞しようする形になる。雨を吸った地面に、少し靴くつがめり込む。

　遺跡の大きさも、遠くから見てるからかもしれないけど、あんまり巨大さを感じなかった。まあ、大きな石だと一辺ぺん７メートルと言うから、当時そんな大きな石を運び、削けずり、並べた技術は、きっと相当な物だったのだろう。

「──しかし、現在にいたるまで、ストーンヘンジが建てられた正確な理由は分かっていません。天体観測所だったとも、祭さい祀し場だったとも言われ、最近は病院としての役割をになっていたという説もあり──」

　先頭で日本語のガイドさんが話しているのが聞こえる。

　日本であらかじめ予習したのと同じ内容だった。世界の七不思議の一つでもあるこの遺跡の見学が、私はとても楽しみだったのだ。

　私の目は、歩きながら巨きよ石せき群を眺めていた。

　でも、私自身は、何も眺めてはいなかった。

　昨日までは、このイギリスで目にする物、耳にする物、全すべてが新しくて、楽しくて、面おも白しろくて仕方がなかった。

　今は、なにを見ても、なにを聞いても、まるでくもりガラスを通しているかのようで、私の心までは何も届かなかった。

　空を見上げる。

　修学旅行の為ために買った真っ赤な折りたたみ傘がさの下に、灰色の雲が広がっていた。

　ここの見学が終わったら、観光バスに乗って、また１時間半ほどの移動になる。

　次の目的地は、〝お風呂バス〟の語源になった町、バース。今日はそこで宿しゆく泊はく。

　視線を下げ、灰色の雲の下にそびえ立つ遺跡を見る。

　雨に濡れる巨石群は、もちろん、何も、私に語りかけてはこない。

　私は黙だまって、草むらを歩いた。




46　夢を見た。夢の中に出てきた彼女は、僕にすがりついて泣いていた。




47　バスから降りて歩いている内に雨が止やんだ。私は傘を折りたたむ。




　降っていない、というだけで、雲は黒いのがもくもくと流れていた。

　世界遺産に登録されているバースの街並みは、曇くもり空の下でも素す晴ばらしい物だった。

　18世紀、貴族やジェントリ──つまり知識階級──が、保養の為にこの地にやってきた。都市は大きく発展し、一大温泉リゾートとなった。熱いお湯が湧わき出すのは、イギリスではこの地方だけなのだとか。

　今も当時の建物が多く残っていて、その美しい街並みに、周りの友達が歓かん声せいを上げたり、デジカメでパシャパシャ撮っていた。

　私達が今来ているのは、駅から五分ほど来た所にあるローマン・バス博物館。

　実は英国紳しん士し達によってこの地が温泉街になる１７００年以上昔、ローマ人が既すでにこの土地に一大スパ・コンプレックスを建設していて、それが１８８０年に発はつ掘くつされたのである。この博物館ではその発掘された大浴場を見学する事が出来る。まあ、何千年の昔から、人類はお風呂が大好きだったって事だろうか。

　しかし、私はさっきと変わらず、何も考えていなかった。

　バースの街並みを、秋津先生と一いつ緒しよに歩けたら素す敵てきだったのにと、思っていた。

　不思議と、さっきみたいに感情が高ぶったり、涙なみだが出たりはしなかった。

　現実感が無いのか、現実を受け入れられないのか。

　どっちでもよかった。

　なんか、どうでもよくなっていた。

　ただ、哀かなしかった。

　自分がまだ子供で、

　先生の為に何も出来ない事、

　何もしてあげられない事が、哀しかった。

　だから、その時。

　視界の片かた隅すみに私を手招きする黒のレースの手て袋ぶくろが映った時。

　私には、特に思う所は無かった。

　見学コースから外れてそちらに歩いて行った時。

　何かの想おもいがあってそうした訳では無かった。

　本当に、私はその時、空っぽだったのだ。

　だから私は、ふわふわと力なく、手袋の主の後を追った。

　黒衣のゴスロリ少女、エレクトラの後を。




48　《紅オストラム》殿どのがふらふらと列を外れていくのを、鏑木倫が気がついた。




「あれ、笠木さん。播機さんはどこに行くの？」

　私は急いで言い訳を考える。

「ト、トイレに行くと言っていました！」

「……そう」

　あまり上手うまい返答では無かったかもしれないが、鏑木倫は多少首を捻ひねりながらも納なつ得とくしたようだった。

　私は小さく息を吐はく。

　遙さんが《鴉ノツクス》について行ったのは明白だった。

　本来なら、引き留めるべきだったかもしれない。

《紅オストラム》を《鴉ノツクス》に引き合わせるなど、通常であれば許されざる行こう為いだからだ。

　しかし、現在は通常の状じよう況きようではない。

　安芸様は《島イニス》に送られた。

　私は、安芸様の命令無しには何一つ行動を起こせない。

　無力だった。

　しかし、塊かい斗と様は違ちがう。

　塊斗様であれば、安芸様を助ける手段を知っているかもしれなかった。

　もしそうならば、それを知る機会を《紅オストラム》殿から奪うばうのは、私にははばかられた。

　昨日からの《紅オストラム》殿は、それほどに、見ていられないものだったのだ。

　別の部屋に消えていく遙さんを見ながら思う。

　安芸様。あなたは罪作りなお人です。

　どうか、早くお戻もどりになりますよう。

　私も、お帰りをお待ちしております。

「あ、そろそろ晴れてきたね」

　鏑木倫が私に笑いかけ、空を指差した。

　指の先に視線を送る。

　徐じよ々じよに雲の色が薄うすくなっているようだった。

　夜には、晴れるかもしれない。




49　展示品が並ぶ部屋の隅すみっこに、エレクトラは立っていた。




　私と同じくらいの歳としの、まるで西洋人形のように整った顔が、黙だまってこちらを見ている。

　ストレートの黒くろ髪かみは腰こしまで伸のびていて、前髪は眉まゆの上で綺き麗れいにラインを作っていた。

　トレードマークっぽい日ひ傘がさは、今は閉じられて、肘ひじに掛かかっている。

　黒のドレスは肩かた出だしで、かつ胸を強調するデザイン。大人っぽい体のラインを感じるけど、全体的な印象は、やはり黒のゴスロリ少女だった。

　その特とく徴ちよう的な格好も、この異国の地では、不思議に普ふ通つうに見えた。

「……覇は気きがありませんのね。今日は」

　エレクトラはようやく追いついた私を見るなりそう言った。

「……別に」

「答えになっていませんが、まあいいでしょう。我が主あるじ、イドから伝言を承うけたまわってまいりました」

　７月の船の時と同じだ。多分そうなのだろうと思っていた。

　私は視線を床ゆかに向け、呟つぶやいた。

「秋津先生への伝言なら、私に言っても伝えられないよ」

　自分で言ってて空むなしくなる。

　伝えられるものなら伝えたいけど、それは出来ないのだ。

　私がそれっきり黙っていると、エレクトラが口を開いた。

「秋津安芸へではありません。彼が《島イニス》に送そう還かんされている事は存じております」

「だったら──」

「イドからの伝言はあなたへの物です。《紅オストラム》よ」

「……私に？」

「これをどうぞ」

　エレクトラは、ポーチから封ふう筒とうを一つ取り出し、私に差し出した。

　純白の封筒に、赤い蠟ろうで封ふうがしてある。

「ただの手紙です。爆ばく発はつしたり赤インクをぶちまけたりしませんからご心配なく。さあ」

　言われるままに受け取って、封蠟を破き、中を覗のぞく。

　カードが一枚入っていた。抜ぬき出してみる。

　ひっくり返すと、日本語が三行印刷されていた。読む。




　秋津安芸を《島イニス》から助け出す方法を教える。

　今夜０時、ホテルを抜け出し、表通りにて待て。

　一人で来る事。一人しか、連れて行けない。見送りもＮＧ。




　ピシッ、と。

　これまでふぬけていた体の中に、雷かみなりが突つき抜けたような気分になる。

「あの、これ！」

　顔を上げると、そこにエレクトラの姿は無かった。

　周りを見回しても、展示品室に彼女を見つける事は出来なかった。

　私は手紙を持って立ち尽つくす。

　さっきとは打って変わって、頭の中は考えなければならない事で埋うめ尽くされていた。

　そして、それは全すべて一つの方向に向いていた。

　思わず、口から言葉が漏もれる。

「先生を……助け、出す？」




50　僕の行動に特に制限は無かった。外に出るのも自由で、拘こう束そくされている実感も無い。




51　ホテルに着いてからも、夕食を食べてる最中も、私は考え続けていた。




　イドなら、秋津先生を《島イニス》から助け出す事が出来るのかもしれない。

　でも、イドは《鴉ノツクス》だ。

《鴉ノツクス》は人類の天敵。

　私にとっても、友達の大事な想おもいを踏ふみにじった、敵なのだ。

　まず、その敵の力を借りるというのがもやもやする。

　ついでに言えば、これが罠わななんじゃないかという気もしてくる。どんな罠なのかはさっぱりわからないけれど。

「一人で結論をつける必要は無いんだ。誰だれかに相談しなきゃ……」

「ん、なに？　はるちゃん。なんか言った？」

　考えている事が言葉に出てしまい、向かいに座っていたやっかが聞いてくる。

「え？　あ、ううん。なんでもない。このローストビーフ美味おいしいよねー！」

　慌あわてて取り繕つくろったら思いの外大声になってしまった。

「う、うん。美味しいね」

　やっかが戸と惑まどいつつも笑え顔がおを作る。

　その隣となりに座っている美奈が、フォークで私を指す。お行儀悪いぞそれ。

「しっかし、朝からず～っと心ここにあらずって感じだったのに、いつの間にか復活したな、遙。なんかあったのか？」

「え!?　ううん、なんにもないよ!?」

「その慌てぶりが素すで怪あやしいだろうが。秋津先生が帰国して意い気き消しよう沈ちんしてたと思ったら、突とつ然ぜん気合い入りまくってるもんな。ま、大方先生からメールでも来たんだろうが」

　ニヤニヤしている美奈を無視してスープを飲む。

　もちろんそんな物は来ていない。

　しかし、確かにメッセージは来たのだ。

　秋津先生に繫つながる、メッセージが。

　私が黙もく々もくとスープを飲んでいると、美奈が不思議そうな顔をした。

「……遙？」

「ん、なあに？」

「元気になったのはいいけど。なんというか、今度は楽しそうだな？」

　表情に出ているとは思わない。

　博物館を出てから、私はずっと考え込んでいたのだから。

　でも、美奈が言わんとしている事は分かった。

　イドの手紙は罠かもしれない。

　これから他ほかの人に相談して、対策を立てなければならないだろう。

　しかし、私の行動は、もう既すでに決まっていた。

　私は、イドの誘いに乗るのだ。

　誘いに乗って、秋津先生を助けに行く。

　私を助けてくれた先生を、今度は私が助け出しに行くのだ。




　それは、もちろん、最高にワクワクする事だった。




52　ここは静かで落ち着く。ただ、また、同じ夢を見た。彼女が出てくる夢を。




53　絶対反対すると思っていた斎条先生が、私を応おう援えんしてくれた事が意外だった。




「なるほどね。そういう事をさせる訳か。あの人は……。……え？　いや、なんでもない。こっちの話」

　そう言って、斎条先生は微笑ほほえんだ。

　私の部屋には、私と、笠木さんと、ベルと、斎条先生が集まっていた。

　もう行く事は決めていたので、反対されても構わないと思い、みんなを集めてから手紙の話を切り出したのである。

　斎条先生の次は、ベルが呆あきれるように椅い子すの背に体を預け、伸のびをした。

「まあ、行くなって言っても行くんでしょ？　こういう時のハルカはホント強ごう情じようなんだから。こういうの日本語でなんて言うんだっけ、しょとつもうちん？」

　猪ちよ突とつ猛もう進しんと言いたいのだろう。

　ベッドの上に女の子座りしていたベルは、そのままの格好でずりずりと前に出てきて、立っている私の右手を、両の手のひらで包む。ベルの体温が、手から伝わってくる。

　そして、真面目まじめな表情で私を見上げた。

「イドがどんな方法でアキを救いだそうとしているのかは分からない。でも、いずれにせよ、それは《島イニス》からの脱だつ獄ごくになる筈はず。私は《紫プルピユラ》の代表でもあるから、《円環キアカル》への反逆行こう為いになる事は手伝えない」

　それは、本当なら自分も一いつ緒しよに行く、という意味だった。だから私は頷うなずく。

「うん」

　右手を握にぎる力が、少しだけ強くなった。

「ハルカとアキが帰ってくるのを待ってる。ううん、ただ待ってなんかいらんないわ。それまでに、私に出来る事を進めておくから。《紫プルピユラ》なりの戦い方ってのを、《円環キアカル》の奴やつらに教えてやらなきゃ。だから、ええと、なんて言うんだっけ。そうだ、首に縄なわ付けてでも、アキを連れて帰るのよ」

　最後の方では、ベルはからかう感じの笑顔になっていた。私はもう一度頷く。

「うん」

　ベルは私の手を離はなし、右手の人差し指で私の胸むな元もとを突ついた。

「約束よ」

　二人でそっと微笑む。

「あの、私は、ついて行かなくて良いのでしょうか」

　ずっと黙だまって聞いていた笠木さんが、控ひかえめながら、心配そうな、不安そうな顔を見せた。それは笠木さんらしくない、弱気な表情だった。

　きっと、笠木さんは、誰だれよりも秋津先生の事が心配なんだ。

　私は笠木さんの両手をぎゅっと握った。

「『一人しか連れて行けない』って書いてあるから、香音ちゃんも待ってて」

　目を見つめて、笑え顔がおを作る。

「絶対に、連れて帰るから」

　笠木さんは、握られた両手と、私の顔を交こう互ごに見てから、頷いた。

「はい。安芸様を、よろしくお願いします。遙さん」

「うん。行ってくる。香音ちゃん」

　斎条先生の方を見ると、先生は大きなシステム手帳を広げて考え事をしていた。

　こちらの視線に気づいて、先生はボールペンで手帳のスケジュール欄らんを叩たたく。

「丸１日は待てる。明日の班活動については、遙さんは病欠という事にしておこう。ただし、それを過ぎても戻もどって来ない場合には、遙さんも捕つかまったものとみなして、絵里子さんと師し匠しようの力を総動員してでも、君達の救出に向かう。いいね？」

　その言葉は、今の私にはとても頼たのもしく聞こえた。

「はい。ありがとうございます」

　私がお辞じ儀ぎすると、先生はシステム手帳を畳たたみながら、首を振ふった。

「お礼を言わなければいけないのは僕の方だ」

　斎条先生は少しかがんで、私と同じ高さの目線になった。そして言う。

「安芸の事をそこまで慕したってくれて、ありがとう」

　何かが胸に詰つまって、

　うまく返事が出来なかった。

　なんとか、笑顔を作って気持ちを伝える。

　私からも、ありがとう。みんな。




54　夢の中では、彼女は僕を見つめていて、そして、ずっと泣いていた。僕はその涙なみだを拭ふいてあげたかったけど、体が動かなかった。どうか泣かないでと言いたかったけど、口も動かなかった。僕は、彼女の涙を止めてあげられない事が、とても哀かなしかった。だから、目が覚めるまで、心の中で、彼女に謝り続けた。ごめん、ごめん、と。
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55　深夜を回った。ホテルのエントランスは非常灯以外真っ暗で、ちょっと怖こわかった。




　今立っている階段から入り口に行く為ためには、その広くて暗いエントランスを突っ切る必要があった。

「……こんな所で怯ひるんでてどうすんのよ」

　自分で自分に言い聞かせ、その暗くら闇やみに最初の一歩を踏ふみ出そうとする。

「播機さん」

「ひっ！」

　耳元で囁ささやかれて、思わず大きな声を出してしまい、慌あわてて手で口を塞ふさぐ。




　沈ちん黙もく。




　誰だれかが来る気配はない。

　でも、真後ろに人がいるのも間ま違ちがいなかった。

　私は恐おそる恐る振り返る。

「──鏑木君!?」

　小さい声で叫さけぶ。

　お風呂ふろ上あがりだったようで、非常灯に浮うかぶ鏑木君は、濡ぬれた髪かみを全部かき上げて後ろに流していた。ほんのり赤くなっている手を私に振って笑った。

「そろそろ動き出すんじゃないかと思っていたよ」

　鏑木君が私の肩かた越ごしにホテルの玄げん関かん口ぐちを指差した。

「あそこは鍵かぎが掛かかってて、中からでも開けられないよ。奥にある非常口を使った方がいい」

「え、いやあの、ええ？」

　私が何をしようとしているのか知っていて、かつ、その手助けをしてくれるの？　なんで？

　戸と惑まどっていると、鏑木君は笑顔を作った。

「秋津先生の所に行くんだろう？」

「！　な、ななな、なんで！」

　そういえば、秋津先生も、鏑木君について少し気を付けるように言っていた。９月の《査問》の時に、鏑木君となにかあったらしい。

　もしかして、鏑木君も論理魔ま術じゆつ師しなんじゃ──!?

「あの、もしかして、鏑木君って──」

「ああいやそれは違ちがう」

　大げさな身み振ぶりで遮さえぎられる。

「……ええと、まだなにも言って無いけど？」

「頼たのむから言わないでくれ。僕に非日常の世界を教えないで欲しい」

「！」

　それは、非日常を知らない人には言えない筈はずの言葉だった。

　私が目を見開いて驚おどろいていると、鏑木君はこちらに顔を寄せ、いたずらっぽく笑った。

「君や秋津先生、いや、北凰学園が、どうにも普ふ通つうじゃない。常識の範はん疇ちゆうを超こえた何かに属している事くらいは僕だって分かっているよ。でも、それ以上は知らないし、知りたくない。僕は臆おく病びよう者だからね」

　そう言って小さく笑うと、指の先で私を指した。

「僕は播機さんとは違う。日常の世界の中で、日常を守りたいんだ。そういう世界の守り方も、あると思うんだよ」

「鏑木君……」

「忘れないで。君の大事な物を、大事な人を守る方法は、一つじゃないんだって事を」

　守る方法は、一つじゃない。

　その言葉が、心に染しみた。

　と、エントランスに細い光が差し込んだ。サーチライトのように動きながら、こちらに近づいてくる。

「警備員だ。僕が引きつけておくから、行きな」

「──ありがとうっ！」

　鏑木君は笑え顔がおで手を振ふり、くるりと回って光の方に歩いて行った。

　私も向きを変え、非常口に走った。音を立てないように気を付けながら。




56　見る夢は、いつも同じだった。泣いている彼女と、何も出来ないでいる僕がいた。




57　裏口から出て、表おもて玄げん関かんに回るのにちょっと時間がかかった。




　でも、通りに出たらどこに行くべきかはすぐ分かった。

　昼間と同じ格好のゴスロリ少女が日ひ傘がさを差して、街灯の下に佇たたずんでいたからだ。今、真夜中なのに。

　街灯の薄うすい白の明かりがスポットライトのように少女を照らしていて、少し幻げん想そう的だった。

　その彼女の側そばに、黒くて小さな車が停とまっていた。

　私が息を切らしながら走り寄ると、エレクトラは傘かさを畳たたみ、助手席の扉とびらを開ける。

「お乗り下さい」

「ど、どうも」

　エレクトラを警けい戒かいしつつ、車内を覗のぞき込む。

「やあ、久しぶりだね。《紅オストラム》の子よ」

　明るい男の子の声。

　運転席には、まあ、当たり前なのだけど、イドが座っていた。

　フードを外していて、こちらからは大きな火傷やけどの痕あとが残る顔が見えた。

「待ってたよ。さあ行こう」

　促うながされて、助手席に乗り込む。エレクトラも、無言で後部座席に乗り込んだ。

　シートベルトを付けると、車はゆっくりと発進した。

　車は意外にも安全運転で、夜の町中をすいすいと滑すべっていく。

　秋津先生といい、イドといい、どうしてこんなに運転が上手うまいのだろうと、私はどうでもいいことを考えていた。確か、イギリスでも運うん転てん免めん許きよは18歳にならないと取れない筈だ。アメリカは……16歳だったかな？　でも色々と制限があった筈。
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　と、そもそもイドは何歳なんだろう？　秋津先生の弟って事は、少なくとも17歳より──

「僕と兄さんは双ふた子ごでね。だから年ねん齢れいは同じ。どっちが先に産うぶ声ごえを上げたかの違い」

「えっ!?」

　全身がびくっと反応して思わず大声を出す。

　隣となりを見ると、イドは真っ直すぐに正面を見ていた。別に私の思考を読んで答えた訳では無かったっぽい。あせらせるなー。

「夜中で道は空いてるけど、多少時間がかかるよ。少し、昔話をしてもいいかい？」

　イドは私の動どう揺ように気づいた風も無く、また、私の同意を待つ事もなく、話し始めた。

「火傷の事は別にしても、僕たちはあまり似てないだろう？　二卵性双そう生せい児じって奴やつだよ」

　真夜中のバースの街は、とても静かで、そして暗かった。街灯くらいしか明かりが無くて、お店がどこも閉まってる。こういう所が、日本の都会とは違うと思う。

「そして僕は、生まれながらにして魔ま術じゆつの素質を持っていなかった」

「え……？」

　急に言われて戸と惑まどう。

　イドは、秋津先生の弟、つまり、《蒼マーレ》直系である秋津家の嫡ちやく男なんの弟だ。そのイドが、魔術の素質を持ってない？　私は疑問をそのまま口にする。

「だって、論理魔術って、血で受け継つぐ物なんでしょ？」

「その通り。だからこそ、僕が魔術師としてこの世に生を受けなかった事を、両親はとても悲しんだと聞いている」

　いつの間にか車は市街を抜ぬけていて、街灯の間かん隔かくが広くなっていた。

「双子が生まれる時にはよくある事らしいんだ。片方が魔術の素質を持たず、もう片方が二人分の素質を持って生まれる。まるで、本来平等に分け与あたえられるべきだった神からの恩おん恵けいを、片方が独どく占せんしてしまったかのようにね」

　イドは喉のどの奥で笑った。あまり品のいい笑い方ではなかった。

「事実、兄さんは非常に強力な魔術の素質を持って生まれてきた。文ぶん献けんによれば、中世の論理魔術師達は、より強力な後こう継けい者しやを作り出す為ために、強制的に双子を生ませた例もあるらしい」

「……それって……」

「ああ、いや」

　イドは口の端はしをゆがめた。

「僕たちは偶ぐう然ぜんだよ。両親が悲しんだって言ったろ？　絵里子さんを養女にしなければならなかったように、秋津の家は長い間後継者に恵めぐまれなかったんだ。だから僕ら双子は待望の世よ継つぎ候補だったわけ」

　イドは「ただ」と、少しトーンを落とした。

「兄さんはずっと僕に対して負い目を感じていた。本来は二人で分け合う筈はずだった魔術の素質を、独ひとり占じめしてしまったってね。そんな負い目を感じられても、どうしようも無いのにね」

　狭せまい車内に、乾かわいた笑いが響ひびく。

　さっきからイドは笑ってばかりいるけど、私には、どの笑い声にも、哀かなしみが感じられた。

「僕は、自分の立場を早くから理解していた。《蒼マーレ》の直系の家族でありながら、僕は魔術師じゃない。ならば、《血族クラン》をサポートする人間にならなければならないとね。自分で言うのもなんだけど、僕はかなり有能だったんだよ？　それなりの結果も残している」

　イドは、そこで言葉を切った。

　やがて街灯も消え、辺りが暗くら闇やみに包まれる。

　ヘッドライトが、わずかに足あし下もとのアスファルトを照らしている以外、何も見えない。

　エンジンの回転音だけが、車内に響く。

　まるで、深海の中を泳いでいるみたいだった。

　遠くから、明かりが二つ近づいてくるのが見えた。対向車だろう。

　視界の中に唯ゆい一いつ見える、暗闇以外の存在だった。

「そんな時」

　イドの声が少し硬かたくなった。

　明かりがどんどん近づいてくる。

「僕は、伊代と出会った」

　すれ違う寸前、互たがいが照らし合うライトによって、お互いの車が一いつ瞬しゆん光り輝かがやく。

　そして、高速で離はなれていった。

「彼女と恋こいに落ち、そして、別れた」

　ハンドルを握にぎる手が、硬くなったような、哀しくなったような、気がした。

「伊代がジェシカシステムに閉じ込められた後、僕は《鴉ノツクス》に堕おちる事を決意した」

　いつの間にか、また人を小こ馬ば鹿かにするような口調に戻もどっていた。

「伊代をジェシカシステムから、いや、違ちがうな。《完結したフオル・円環キアカル》から救い出す為には、それに対たい抗こうするだけの力が必要だった。つまり、論理魔術師としての力がね。しかし僕には魔術の素質がない。魔術師になるには、《鴉ノツクス》に従属するしか無かったんだ。これは兄さんには内ない緒しよだよ」

　器用にウィンクする。

　私は、かねてからの疑問を口にする。

「あの、なんで、伊代さんはジェシカにされてしまったの？　ただ強い魔術師だってだけで、そんな事が許されていいの？　そこの所が、どうも良くわからないんだけど」

　イドが少し目を大きくする。今度は、ほんのちょっとだけ、普ふ通つうに楽しそうな顔。

「おや。まだ聞いて無いのかい？　兄さんも強ごう情じようだな。さっさと白状すればいいのに」

　強情？　白状？　なんの事？

「まあいいさ。ちょうどそれについての専門家の到とう着ちやくだ。彼女に聞けばいい」

「え？」

　車が徐じよ々じよに減速しているのに気づき、イドに向けていた視線を前に向ける。

　道ばたに、親指を立てて腕うでを伸のばしている人がいた。

　その人の少し手前で、車が停止する。

　ライトが、その人を照らす。

　女性だった。

　ヒッチハイクにしては、格好がすこし変だった。

　肌はだが露ろ出しゆつした真っ黒なドレスと、肘ひじまで覆おおっているレザーの手て袋ぶくろ。

　そして、黒い三角帽ぼう。

　沈ちん黙もくの魔ま女じよ、ロゼ・ロイエンが、そこにいた。




58　目が覚めても、泣きじゃくる彼女の顔が頭から離れない。時間が経たつごとに、彼女に会いたいという想おもいが募つのる。不思議な気分だった。夢の中でしか、会えはしないのに。




59　エレクトラの隣となりにロゼさんが座ると、車は再び暗闇の中を走り出した。




　昨日から思ってたけど、この人、謎なぞすぎる。

　この車が今どこを走ってるのかは知らないけど、見み渡わたしても何も見えないんだから、人家からは離れている筈はず。なんでそんな所にいたのかがまずわからないし、どうやってこの車が来るのを先回りしていたのかもよく分からない。

　バックミラー越ごしにちらちらとロゼさんを見ていたら、彼女は小さく笑えみを作った。

「ちょっとした手品。気にしないで」

「！」

　まるで私の心の中を読んだような言葉に、かえって混乱に拍はく車しやがかかる。

　思わず助手席で縮こまっていると、イドが私に視線を振ふった。

「ほら、いいのかい？　質問があるんだろう？」

「質問？　何を聞きたい？」

　ロゼさんにそう言われて、私は体をひねって後ろを見る。シートベルトが胸に食い込んだ。

「あ、えっと、その……」

　言葉が出てこない。まだ混乱中だし、そもそも、なんて聞いたらいいのかわからない。

　戸と惑まどっていると、イドが代わりにロゼさんに言った。

「彼女はジェシカシステム誕生の秘密を知りたいそうです。《無ブーレ・色アグヌ》よ」

「そう……。いや、前を向いていていいよ」

　言われて、体を楽な姿勢に戻す。そしてまた、バックミラー越しにロゼさんを見た。

　彼女は狭い車内で長い足を組み替かえて、急に私に聞いた。

「論理魔術師はどうやって魔術を使う？」

「へ？　あの、それはどういう──」

「いいから答えて」

「え、ええと、万ばん物ぶつの《可能性ルウキス》に干かん渉しようして……」

「そう。では《人形ドール》の役割は？」

　突とつ然ぜん始まった論理魔術の講義に、私は戸惑いつつも思考を回転させる。これは以前に秋津先生から習った事だ。記き憶おくを再生しつつ、言葉に変へん換かんしていく。

「えっと、論理魔術は生命ある存在に対してはその干渉度合いが極きよく端たんに低くなるから、自らの肉体を強化するような事が出来ません。だから、戦せん闘とう時に魔術師の身を守り、代わりに戦う存在として《人形ドール》がいます」

「間ま違ちがってはいないが、それは役割の半分に過ぎない。もう半分は？」

　半分？　他ほかになにかあったっけ？

　うーん、記憶の海を泳ぐ。

「……あ。《可能性ルウキス》を貯蔵する装置としての役割が」

　ロゼさんは小さく頷うなずく。

「そう。魔術によって必要となる《可能性ルウキス》の量は異なる。対象の媒ばい介かい自身が持つよりも大きな《可能性ルウキス》を必要とする場合、それを外部から調達しなければならない。その貯蔵庫として、《人形ドール》は存在する」

　相変わらず、外はなんにも見えなかった。

　車内にロゼさんの声が響ひびいた。

「万物からは常にわずかながら《可能性ルウキス》が漏もれ出している。しかし、それはごく微び量りようで、そしてすぐ消えてしまう。多くの場合役に立たない。《人形ドール》は長い時間をかけて、そのわずかな《可能性ルウキス》を集め、貯蔵する」

「もっとも、君みたいに、体内に莫ばく大だいな《可能性ルウキス》を秘ひめている子は、それを消費しても強力な魔術を使えるんだけどね」

　運転席のイドが楽しそうに私に語りかけると、ロゼさんが眉まゆ根ねを寄せた。

「塊斗、口を挟はさまないで」

「お、ロゼさんは僕を元の名前で呼んでくれるんですね」

　イドはからかうように笑った。

「……次の質問。《鴉ノツクス》の目的は？」

　思い出す。

「ええと、人類から《可能性ルウキス》を吸い尽つくして滅めつ亡ぼうに追いやる、だったような」

「正確には、《円環キアカル》がそう主張している、だよ」

　イドが口を挟む。

「僕たちは、魔術の素す晴ばらしさを一部の特権階級だけでなく、世界に広めたいと思っているだけさ」

「同じ事。いいから黙だまってて」

「はいはい。続きをどうぞ」

　ハンドルから片手を離はなして、ロゼさんに話を促うながす。

「塊斗の言う通り、それは《円環キアカル》の主張。我々《血族クラン》は、世界に漏れ出した、つまり余よ剰じよう分の《可能性ルウキス》しか使わない。まあ、それと、自分自身の持つ《可能性ルウキス》もね。つまり、人類の進化の源である《可能性ルウキス》を消費しない。彼らの進化には干渉しない、という訳」

　イドが小さく笑うのが聞こえた。ロゼさんは無視して続ける。

「これに対し、《鴉ノツクス》は人類から《可能性ルウキス》を引き出し、それを自身の魔術の糧かてにしてる。人類の総体としての《可能性ルウキス》を奪うばっているわけ。だから、《鴉ノツクス》は人類の敵であり、ひいては我々《血族クラン》の敵であるという事になっているの」

　秋津先生の元で勉強した内容とほぼ同じだった。「敵であるという事になっている」ってのは、ちょっと変な表現だけど。

　でも、なぜ、今、こんな話をするのだろう？

　ロゼさんは一度口を閉じてから、続けた。

「しかし、ね。もし、この前提を覆くつがえす存在が現れたら、どうなると思う？」

「前提を覆す？」

「無限に《可能性ルウキス》を持っているような存在。どれだけ《可能性ルウキス》を引き出しても、その残量が減らないような存在が現れたら、《円環キアカル》の《鴉ノツクス》に対して取っている立場は瓦が解かいする。わかる？」

　ええと、考える。もしそんな物が存在したら──

「──『《鴉ノツクス》は人類から《可能性ルウキス》を奪っているから悪だ』という主張が出来なくなるんですね。もしそんな存在があれば、《可能性ルウキス》をどれだけ消費しても、人類の持つ《可能性ルウキス》の総量は変わらないから」

「その通り♪」

　私の答えに、イドが返事をする。ロゼさんがまた眉根を寄せたけど、イドは構わず続けた。

「大昔、その存在は『賢けん者じやの石』と呼ばれ、あらゆる論理魔術師がそれを探し求めた。理論を極きわめれば、人工的にそれを作り出せると、当時は考えられていたんだ。しかし、永久機関を作る事が不可能なように、無限の《可能性ルウキス》を生み出す物質には、誰だれも到とう達たつする事は出来なかった。結局、賢者の石は架か空くうの存在とされた」

「え、無いの？」

　じゃあ、今の話はなんの為ために？

　バックミラー越ごしのロゼさんは黙っていた。

　ハンドルを握にぎっているイドの顔からは、いつの間にか笑みが消えていた。

　ただ真っ直すぐに、前を見ていた。

　唐とう突とつに、一つの考えが浮うかぶ。

　まさか。でも、そんな。

　私は、すがるように振ふり返る。また、シートベルトが私の体を縛しばる。

　心が、少し、痛い。

　ロゼさんは、ミラー越しでは無く、私の目を見て、そして言った。

「飯綱伊代が、そうだったの」

「え……」

　ロゼさんの言葉を、イドが引き継ついだ。

「彼女は、賢者の石だったんだ」




　沈ちん黙もく。




　皆みんな、黙っていた。

　エンジン音だけが車の中を満たしていた。

　車は延々と、暗くら闇やみの中を進んでいた。

　やがて、ロゼさんが重そうに口を開く。

「それが何故なぜなのかは、未いまだに分かっていない。伊代は、どれだけ魔ま術じゆつを使っても、自身の《可能性ルウキス》が減少しない特異体質だったの」

「減少しなかったのか、瞬しゆん時じに回復していたのかすら不明だけどね」

　イドが補足する。

「一いつ般ぱん的な魔術師に見られる、一時的な《可能性ルウキス》そして精神の消しよう耗もうが、伊代にはわずかすら発生しなかった。少なくとも彼女という総体で見れば、賢者の石としての機能を十分に有していた訳だ」

　ロゼさんが頷うなずいて続けた。

「伊代のその特性が発見されてから、《円環キアカル》は延々と議論を続けた。さっき話した通り、伊代の存在そのものが、《円環キアカル》の根幹を揺ゆるがしかねなかったから」

　賢者の石は、決して存在してはならない物だった。少なくとも、《完結したフオル・円環キアカル》にとっては。

「事実、論理魔術師の中には、賢者の石そのものである伊代を神格化する者もいたし、伊代の存在を根こん拠きよに、《鴉ノツクス》と和解しようとする動きまであったの」

《血族クラン》と《鴉ノツクス》の和解。

　数千年に亘わたる確かく執しつを越こえ、全すべての論理魔術師が手を取り合う。

　それを望んでいる人達が存在する事は想像に難かたくない。

　逆に、それを望まない人達がいたであろう事も、容易に想像出来た。

　私の表情を読み取ったのか、ロゼさんは頷いた。

「そう。《完結したフオル・円環キアカル》は、自分達が世界中に根を張り巡めぐらせて構築し、数千年の間維い持じし続けてきた資産を失いたくなかった。《鴉ノツクス》との共存など、決して選んではならない選せん択たく肢しだった」

　私は不安そうにロゼさんに言う。

「でも、伊代さんがいる限り……」

「そう。飯綱伊代という目に見える存在がいる限り、《円環キアカル》の中での〝伊代派〟の勢力は収まらない。そこで、彼らは最悪の選択をした」

　聞きたくなかった。最後まで聞いてはいけないと思った。

　でも耳を閉じてはいけないと、心の中で誰かが囁ささやいていた。

　ロゼさんは、静かに続けた。

「《円環キアカル》は、伊代という存在が、最初からいなかったという事にした。簡単に言えば、伊代を殺す事にしたの」

「そんな……」

「短たん絡らく的でしょう？　でも、伊代がこの世に生を受けてから15年の議論の末に決まった事なのよね、これが。馬ば鹿か馬鹿しいにも程ほどがあるけど、硬こう直ちよく化し、上層部が既き得とく権益の死守を優先する組織ってのは、大たい抵ていそういうもんなのよ。完かん璧ぺきな組織なんて有史以来存在しない」

《円環キアカル》だって人の集まりだからね、と、ロゼさんは付け足した。

「で、伊代を殺す事は決まった。でも、伊代の能力を失うのは、《円環キアカル》としても望ましい事ではなかった。そこで、更さらにくそったれな決定をする事になる」

「……ジェシカシステム」

「そう。伊代の自由意思を奪うばい、《人形ドール》としてその能力だけを活用しようと、まあそういう事にしたわけ」

「ひどい……」

「そう。ひどい、よね」

　イドが呟つぶやく。

「２年前の大規模戦せん闘とうの際、伊代は味方の罠わなにかかって重傷を負わされた。書類上は死亡した事になり、馬原の手に渡る事になる」

　私がイドの方を見ると、にやりと口の端はしをゆがめた。

「もう分かってるんだろう？　《紅オストラム》の子よ。この時の実行部隊が、兄さん達だったのさ」

「……っ！」

　何か言おうとしたけど、喉のどに黒くて重い物が詰つまって喋しやべれなかった。

　先生が、伊代さんを？

　急に息苦しさを感じる。

　動どう悸きが高鳴るのが分かる。

　走っている車内に、逃にげる場所は無かった。

　笑えみを貼はり付かせたイドから、視線を逸そらす事が出来ない。

　息が、出来ない。

　私が口を開けたまま荒あらい息をし始めると、ロゼさんが身を乗り出して、私の肩かたに手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶ。お前は安芸を信じていればいい」

　先生を、信じる。

　ロゼさんが置いた手から慈いつくしみが流れ込んでくるような気がした。

　先生を、信じる。

　違ちがう。

　そうじゃない。

　私は、最初から、信じてる。

　先生を、信じてる。

　だから。

　落ち着け。

　深呼吸しよう。

　鼻から吸って、

　口から吐はく。

　ゆっくりと。

　もう一度。

　鼻から吸って、

　口から吐く。

「……大丈夫です。続けて下さい」

　ロゼさんは頷うなずいて、肩から手を離はなし、また後部座席にゆったり座った。そして話を続ける。

「確かに、実行部隊は安芸達《蒼マーレ》のチームだった。しかし、それは《円環キアカル》からの命令であり、《血族クラン》にとって《円環キアカル》からの命令は絶対遵じゆん守しゆしなければならない物だった。そこを咎とがめる訳にもいかない」

　その言葉に、イドがハンドルを握にぎりながら小こ馬ば鹿かにするように鼻で笑った。

　そして、吐き捨てるように言う。

「兄さんが命令に従って行動したかについては、疑問の余地があるけどね」

　イドの言っている事がどういう意味なのか、私には分からなかった。

「塊斗」

　ロゼさんはイドの名前を言って、睨にらみ付けた。

　運転席のイドは歪ゆがんだ笑みを浮うかべていた。

　イドはそれ以上何も言わなかった。ロゼさんは後部座席で小さくため息をつく。

「……まあ、事実がどうだったかは、誰だれにもわからん。遙」

「え？　はいっ！」

　いきなり名前を呼ばれて驚おどろく。

「この事についての顚てん末まつは、お前が直接安芸から聞くべきだ。お前にはその権利がある」

「権利、ですか？」

　私が聞き返すと、ロゼさんではなくイドが答えた。

「そうだね。そうかもしれないね」

　そして笑う。その笑みには、皮肉が含ふくまれていないように思えた。

　イドとロゼさんはお互たがいに話が通じているようだったけど、私にはなんの事やらさっぱりわかっていなかった。私は、一体秋津先生に何を聞けばいいの？

「さて、そろそろ目的地が近づいて来ましたよ、と」

　車が静かに停止する。

　ヘッドライトが草むらを切り取るように照らしている以外は、辺りは真っ暗で、何も見えなかった。

「え？　ここが目的地なの？　港じゃないの？」

　私の質問に、イドは楽しそうに聞き返した。

「どうして港だと思ってたんだい？」

「だって、《島イニス》に行くんでしょ？　先生が閉じ込められている」

「その通りだよ。僕たちは今から《島イニス》に行く。その意味では、ここは『港』と言えるかもしれないね」

　イドは小さく笑ってから、車のエンジンを切る。

　車内灯が消え、ダッシュボードの明かりが消え、草むらを照らしていたライトが消える。

　何も見えなくなった。

　目を閉じても、開けても、暗さが変わらない。

　イドが座席によりかかる音が聞こえた。

「エレクトラ、明かりを」

　これまで一言も発しなかったエレクトラが「はい」と短く答える。

　すぐに、後ろのドアが開く音がして、衣きぬ擦ずれの音の後、ドアが閉まる。エレクトラが外に出たのだろう。

　魔ま術じゆつで明かりをつけるのかなと思っていたら、車の後ろのトランクが開く音がして、またそれをバタンと閉める音がして、最後に後ろのドアが開く音がした。

「受け取って下さい」

　椅い子すの隙すき間まからエレクトラの手が伸のびてきて、棒状の物を肩かたに押しつけられる。

　私はそれを恐おそる恐る受け取ってから、手でなでて形を確かめた。

　それは長さ20センチ、直径３センチくらいの円柱の物体で、ステンレスか何かで出来ていた。端はじっこの丸い面にはプラスチックな何かが嵌はまっていて──

「……ん。これ、懐かい中ちゆう電灯？」

　私が多少呆あきれて呟つぶやくと、エレクトラの澄すました声が聞こえた。

「魔術よりも便利な力です。必要の無い時に、魔術を使う方が無ぶ粋すいというものです」

　うーん、そうかもしれないけど。

「ん、そう言えば、魔術師の人はよくその言葉を使うね。魔術よりも～っての」

　イドが運転席を開けながら答えた。

「科学技術の進歩によって、僕たち魔術師の力の必要性は薄うすれつつある。僕らはそれを歓かん迎げいすべきなんだ。さあ、行こうか」

　イドが外に出て、運転席の扉とびらが閉まる。後部座席のドアが開く音がして、エレクトラとロゼさんも外に出たっぽい。私も慌あわてて後を追う。

　真まっ暗くら闇やみの中、車のドアを開けて、外に出て、また閉めるというのは、ちょっと難しくて、割と怖こわかった。扉に体挟はさみそうだし。

　閉めたドアから手を離はなすと、もう足が踏ふんでいる草むらの感かん触しよく以外、辺りには暗闇しかない。他ほかの人達がどこにいるのかも分からなかった。

　一人っきりになった気がして、急に不安になる。

　日本で普ふ通つうに生活している時、屋外にいるのに何も見えないという状じよう況きようにはなかなか陥おちいらない。山の中にキャンプとかにいけば違ちがうのかもだけど。

「目が慣れれば、星の明かりで周りが見えるようになるよ」

　私の不安に気づいたのか、イドがそんな事を言った。

「でもまあ、今はこれを使おう」

　突とつ然ぜん光が私を照らす。イドが懐中電灯を点つけたのだ。

　私も懐中電灯のスイッチを入れて、足あし下もとを照らした。

　草むらの中にいるらしい事は、歩いている感触でも分かった。

　明かりを左右に振ふってみる。




　ガシャンッ！




「きゃっ！」

　懐中電灯が何かにひっかかり、金属質の大きな音がして、私は悲鳴を上げた。

「落ち着きなさい。遙」

　すぐ後ろに、ロゼさんが来て、私がぶつけた物を懐中電灯で照らした。

「……これ、金かな網あみ？」

　金網のフェンスが、ずっと続いていた。

　イドが金網に沿って、草むらを踏み分けて進み始める。エレクトラが無言で後を追い、私とロゼさんもそれに続いた。

　しばらく歩いていると、急に金網が途と切ぎれ、小さな建物が建っていた。

　イドが、建物の壁かべに懐中電灯を向けると、アルファベットが並んでいるのが見えた。




　ＥＮＴＲＡＮＣＥ




「！　もしかして、ここって……！」

　私はここに来た事があった。

　半日前に。

「その通り」

　イドは懐中電灯をクルクル回しながら言った。

「ストーンヘンジだよ」




60　自分でもよく分からないのだけど、予感があった。森の方へ散歩に行く事にする。外に出ると嫌いやな空模様だった。雨が降るかもしれない。それでも、行くべきだと感じていた。




61　港どころか、海辺ですら無かった。私が立っているここは、ソールズベリー平原のど真ん中だ。




　誰だれもいない入り口を抜ぬけ、立ち入り禁止と言われたロープをまたぎ、私達はストーンヘンジに近づいて行った。

　四つの懐中電灯で足下を照らしながら、巨きよ石せき群によって作られた円えん環かんの中に足を踏み入れる。

　乾かん電でん池ち二本分の弱々しい光によって浮うかび上がる巨石群は、昼間に見た時よりもずっと大きく見えた。

　もちろん、昼と夜でサイズが違うわけないんだから、これは錯さつ覚かくなのだけど。

　それでも、光が届かない部分があるというだけで、ずっと広い円環の中にいるように感じていた。

　先行していたイドが立ち止まり、振り返る。

「この辺でいいだろう」

　周りに何も無いから正確ではないけど、多分今ストーンヘンジの中心辺りまで、私達四人は歩いてきた。

　イドは両手を広げてくるくると回った。

「この建造物の由来を知っているかい？」

「由来？」

　修学旅行前に調べた事を思い出す。

「確か、天体観測所とか、祭さい祀し場だとか言われてるけど、正確な所は分かってないんじゃなかったっけ？」

　イドはこちらを向いて回るのをやめ、にやりとした。

「その通り。正確な用よう途とは不明。不明という事にしてある」

「……してある？」

「ここはね、遙。論理魔術師の為ための施し設せつなんだよ。表向きには伏ふせているけどね」

　ロゼさんが横に立ち、私の肩かたに左手を置いた。

「非常に強力な魔術を使う時、呪じゆ文もんだけでは魔術を紡つむぎ切れないし、固定出来ないから、魔ま法ほう陣じんを使う。これはわかるね？」

「はい」

　何度か見た事がある。

　ロゼさんは右手を大きく広げて言った。

「これも、魔法陣なんだ」

「これ……って、ストーンヘンジがですか!?」

　イドが「そう！」と、楽しげに両手を広げる。

「ストーンヘンジは、巨石によって構築された、直径30メートルの立体魔法陣なのさ。もっとも、その理論と術式は現在では失われていて、現代論理魔術では再現不可能なんだけどね」

　イドは「でも」と言って、その場にしゃがみ込んだ。

　両手を伸のばし、地面にピタリと付ける。

「でも、動かす事だけは今でも出来るんだ。《発ウル動トウガ》！」

　イドの言葉と共に、彼の足あし下もとから青色の光が六本飛び出し、真っ直すぐ地面に沿って放射状に這はっていった。

　光の糸は辺りを照らしながらストーンヘンジの巨石の足下にぶつかり、そこで二本に分かれて反射し、それぞれ別方向に地面を這っていく。

　壁にぶつかる度たびに、光の糸は本数を増やして反射し、ストーンヘンジの中を駆かけ巡めぐった。

　気がつけば何十本もの青い光が、イドを中心に円環を描えがいていた。

　青い光が、ストーンヘンジを下から浮かび上がらせていた。

　まるで、水面に、巨石が浮いているように見えた。

　それはとても、とても、幻げん想そう的な光景だった。

「《紫プルピユラ》の《特権タレント》を見た事があるかい？」

　しゃがみ込んだまま、イドが聞いてくる。

　昨日、見た。入り口と出口を作って、空間を繫つなげる能力だ。

「この魔法陣は、言うなればアレのスペシャル版だね。ストーンヘンジは《門ゲート》を作る。こことは異なる世界とのね」

　日常会話のように喋しやべるので、頭の中を言葉が素す通どおりして、すぐに理解出来なかった。

「こことは、異なる、世界？」

「ああ、気にしないで。《島イニス》の事だよ。正確な呼こ称しようは《濃クル霧タイのフ・島イニス》だね」

　クルタイフは「頭に思い描いた物」の意味。イニスはまんま島の事。ええと、つまり……、

「想像上の島って、事？」

「概がい念ねん上、と言って欲しいかな。まあ、どっちでもいいさ。ここに出来る《門ゲート》から、兄さんのいる《島イニス》に行ける。今はそれだけ考えていればいい。エレクトラ、来てくれ」

　少し離はなれたところで周囲を警けい戒かいしていたエレクトラがイドに駆け寄る。

　イドはゆっくりと立ち上がった。そして私の背後に目を遣やる。

「《無ブーレ・色アグヌ》のロゼ・ロイエン。あと少しで《門ゲート》が開くよ。あなたの用事を済ませておいた方がいいんじゃない？　昔話をする為にヒッチハイクしていた訳じゃあ、無いんだろう？」

「ああ」

　私の肩に手を置いていたロゼさんが、ぐるりと回って私の前に立つ。

「遙」

　地面からの青白い光に浮うかび上がるロゼさんの顔は、静かだった。思わず返事する。

「は、はい」

「両手を前に出せ」

　言われるままに出すと、ロゼさんは私の手を取って、お椀わん状にした。

「《紅オストラム》の子、播機遙。お前にこれを授さずける」

　指を鳴らすと、両手の少し上にポンッと白い煙けむりが上がり、ぽとん、と、その煙から出てきた何かが、私の手の上に落ちた。

　手の中を見る。

「バラの……ブローチ？」

　魔ま法ほう陣じんが光を放っているとは言え、細かい物が見えるほど明るい訳では無い。でも、そのブローチはまるで自らが淡あわく光を放っているかのようで、細部の彫ちよう刻こくまで見る事が出来た。

　ステンドグラス風のそのブローチは、両手に収まるくらいのちょっと大きめの物で、綺き麗れいな一輪の赤いバラと、その周りにたくさんの文字が描かれていた。

「これはな」

　と、ロゼさんはブローチを手に取り、私の左の胸むな元もとの辺りに押し当てた。

　そして、手を離す。

「あ！」

　ブローチが落ちると思って、私は小さく叫さけぶ。しかし、ブローチは服の上に貼はり付いたように動かない。なにかしらの魔ま術じゆつが効いているのかもしれない。

「これは……？」

　私の質問に、ロゼさんは答えた。

「これは、風理が、私に託たくした物だ」

「！」

　ブローチの上から重ねるように、ロゼさんの手が私の胸を包む。ブローチ越ごしに、ロゼさんの体温が伝わってきた。

「風理は、彼女の二人の娘むすめ──つまりお前と仄香──のどちらを《紅オストラム》の後こう継けい者しやにするか、最後まで迷っていた。仄香には、自らの身を守る術を教えなければならないから、魔術の修練をさせていたが、後継者にするかどうかは、また別の話だったんだ」

　ロゼさんの手はとても温かくて、じんわりと体から緊きん張ちようが抜ぬけていくのを感じていた。

　ソールズベリー平原は寒くて、その温かさは心ここ地ちよかった。

「後継者を決めた時に、その証あかしを渡わたす。それまで預かっていて欲しいと言われ、私はそれを今日まで持っていた。そのブローチは、《紅オストラム》のただ一人の後継者の証」

　ロゼは言葉を切る。

「お前の《特権タレント》を解放させる鍵かぎだ」

　突とつ然ぜん、ロゼさんは私を抱だきしめた。

「風理の代わりに私が、お前を《紅オストラム》の後継者と認める。仄香もそれを望んでいる」

「え、な、なんで仄香が!?」

「さっき携けい帯たいにメールが来たから」

　あの子は!!

　抱ほう擁ようが解け、ロゼさんは私の両りよう肩かたを握にぎった。

「《島イニス》で、安芸がどういう状じよう況きようになっているのか分からない。そのブローチは、お前の最後の武器になる。いいか、最後の武器だ。その事を忘れるな」

「は、はい！　ありがとうございます！」

「もういいかな？　こっちの準備は出来たよ」

　イドが呼びかける。

　そっちを向くと、私は眩まぶしさに目を細めた。

　イドの前に、青い光の球ができていた。

　それはイドと同じくらいの大きさだった。

　光は渦うずを作っていて、真ん中に向かって吸い込まれるように見えた。事実、球の周りに風が起きていて、その風は球の方に向かっていた。

「これが……《門ゲート》？」

　私は歩み寄りながら聞く。

「そうだよ。この先に兄さんがいる。じゃあ、行ってみようか」

「え？　って、きゃあ！」

　突然、イドが私の背中に回り込んで、両肩をがっしり摑つかんだ。

　そして、光が渦巻いている球に向かって、私の体をぐいぐい押し始めた。

「え、ちょ、ちょっと待って。私が一番目なの？　誰だれか先にお手本を」

「何を言ってるんだい？　《島イニス》に行くのは君だけだよ。この《門ゲート》は一人しか通せないんだ」

「そんな！　聞いて無いよ！」

「説明したら躊ちゆう躇ちよしたかもしれないからね」

　嫌いやがる私は、それでもじりじりと球に近づいていた。

「兄さんを助けられるのは君だけなんだ。だから君が行く。わかりやすい論理だろ？」

「え、いや、あの、そうなのかもしれないけど、心の準備って奴やつが」

　そうこうしている内に、青い光の球が目の前に迫せまった。手を伸のばせば触ふれる位置。

　と、イドが押すのをやめる。

「いいかい、これだけは覚えておいて」

　イドは私の耳に顔を近づけた。

「10日後にまた《門》を開ける。それまでに、なんとかするんだ」

「と、10日!?」

「残念ながら、次の機会はそれまで待たなきゃならないのさ。大だい丈じよう夫ぶ。問題ないよ」

「いや問題あるでしょ!?　私、斎条先生に１日しか猶ゆう予よもらってないよ!?」

「《島イニス》に行けばわかる。じゃ、兄さんによろしくね」

　イドは耳元から顔を離はなし、同時に肩かたを握っていた手も外した。

　急に支えが無くなってふらっとした。

　と、その時、




　どんっ




　イドは、私の背中を足で蹴けり飛ばした。




　私は体勢を崩くずし、前のめりになる。

　必死で後ろを振ふり向いて叫さけぶ。

「乙女おとめの大事な体になにすんのよ！」

　イドは笑え顔がおで、しかも手を振っていた。

「戻もどってきたら謝るよ！　いいかい！　10日後だからね！」

　ここに来て、文句を言うよりも前に、足を着くべきだった事に気づく。

　私はバランスを崩したまま青い光の渦に肩から突つっ込んでいく。

　両手を前に出して、そこに寄りかかろうとした。

　が、手はぬるっと光の中に入っていく。

　水の中に手を差し込んだようで、じわっと寒気がした。

　胸むな元もとのブローチの辺りに、ロゼさんの体温が残っているような気がした。




62　やはり、雨が降ってきた。何故なぜ傘かさを持ってくるのを忘れたのだろう。びしょ濡ぬれだ。予感はまだ胸の中に残っていたけど、このままでは風邪かぜを引きかねない。しかたない。今日はもう帰ろう。そう考え、道を引き返そうとしたら、雨の向こうに光が見えた。青い、光が。




63　《門ゲート》は薄うすい膜まくのような感じで、顔が膜を抜ぬけた時、額に雨が落ちた。




　通過する時は変にむずがゆい感かん触しよくで、水面に手を差し入れても、その下に水が無いみたいな、なんか凄すごく変な感じ。

　空には薄うす暗ぐらい雲がどよどよと流れていて、しとしとと雨を降らせている。

　左右に凄く背の高い木が並んで、森を作っている。

　真夜中では無かった。天気が悪いから時間は分からないけど、少なくとも森や雲や雨が見えるくらいには明るい。

　しかし実は、そんな風に辺りを観察している余よ裕ゆうは、私には無かった。

　イドに蹴り出されて、私は体全部を《門ゲート》の向こうに投げ出された。

　そして、こちら側では、《門ゲート》は、地上１・５メートルくらいの所に出現していたのだ。

　すると、私の体はどうなるでしょう？

　答え。私は重力に従って、雨でぬかるんだ土の上に落下した。




　どすんっ




「んもう、なんてことすんのよ！」

　本日二回目のイドへの怨えん嗟さの念を叫びつつ、上半身を起こす。

　幸い、怪け我がはしてないっぽい。

「うにゃあ、でも服が泥どろだらけだあ……」

　へこむ。ちょっと前までテンション最高潮だったのに、セーターが泥まみれになって、中のブラウスにもちょっと飛んでいるのを確かく認にんすると、その意気込みがしおしおとしぼんでいくのを感じた。

　こんな姿じゃ、秋津先生を見つけても、先生の前に立てない。

　泣きたくなってきた。というかちょっと泣いた。

「……とりあえず、起きなきゃ」

　地べたに女の子座りになっている事に今いま更さらになって気づく。スカートやショーツがどんな状態になっているのか想像したくなかった。

「よいしょ」




「あぶないっ！」




　急に背を向けている頭上の方から男の人の声がした。

　その声を、私は知っていた。

　その人に会うために、ここに来たのだから。

　私は振り返って見上げた。

「秋津先──」

　私の言葉は動物の嘶いななきによって遮さえぎられる。

　振り返った私の目の前には、黒い獣けものが迫せまっていた。

　これは──馬？

　馬は再度嘶いて、前足を振り上げる。

「頭を下げて！」

　先さき程ほどの声がもう一度頭上から降り注ぐ。声の主は馬に乗っているらしかった。

　しかし、確認する暇ひまは無かった。

　振り上げられた前足が、私の脇わき腹ばらにぶつかる。

「え」

　気がつくと、体が宙に浮ういていた。

　あまりに突とつ然ぜんの事だったので、痛みを感じたりもしなかった。

　馬の脚きやく力りよくってこんなに強いんだと、感心する余裕まであった。

　そりゃ競馬とか盛り上がるよね。

　空中に放ほうり投げられた私は、一回転しながら、道の横に飛んでいき、

　そして、延々と立ち並んでいる木の一本に、背中から激げき突とつした。

「ふぁっ……！」

　肺から強制的に空気を抜き取られる感覚。

　そのまま木の根元にずりずりと着地。

　ここまできて、ようやく、あ、痛い、かな？　という感じがじわじわとしてきた。

　同時に、視界がぼんやりと薄まっていった。

　輪りん郭かくがふわふわして良く見えないけど、馬の上から誰だれかが降りて、こっちに駆かけ寄ろうとしていた。

　私はその人が誰だか知っていたから、声をかけようと思った。

　笑おうと思った。

　大だい丈じよう夫ぶです。それほど痛く無いですから。それより、そちらは大丈夫でしたか？

　頭の中で思っている事が、声に出ない。

　上手うまく息が出来なかった。

　笑ったつもりではいたけど、１２０％スマイルも、作れているかどうか自信が無い。

　視界も、モザイクみたいになって、近づいてくる人ひと影かげもよくわからなかった。

　急に哀かなしくなって、涙なみだが溢あふれた。

　やっと会えた筈はずなのに、話も出来ない。

　それが悔くやしかった。

　耳元で、声が聞こえた。

　何を言っているのかわからないけど、必死な声だった。

　それだけで、ふわりと、心が、軽くなるのを感じた。

　それで、意識を失った。







[image: 濃霧の島で]




64　遠くで鳥の鳴き声が聞こえて、私は、静かに、目を覚ました。




　白い天てん井じよう。

「……ああ」

　つぶやきが漏もれる。

　頭がハッキリしない。

　もやもやした気分。

　眩まぶしいと思ったら、窓から差し込む太陽が直接顔に当たっていた。

　毛布から右みぎ腕うでを出して、光を遮る。

「……毛布？」

　急速に頭が回転を始める。私は寝ていたの？　どこで？

　ガバッと体を起こす。首まで被かぶっていた茶色の毛布がめくれる。

　私は大きめのベッドに寝ていた。なんと天てん蓋がい付き。

　そうだ。あの時馬に蹴けられて気を失って……。

　ここは、どこ？

　起き上がった姿勢のまま、部屋の中を見回した。

　部屋の中には、私が座っているベッドの横に、丸いテーブルと椅い子すが二つ、可愛かわいく置いてある。テーブルの上にはティーセットが二人分並んでいた。

　ベッドの前方には艶つやがかった木製の扉とびらが一つ。真しん鍮ちゆうっぽいドアノブの上に古めかしい大きな鍵かぎ穴あなが見える。

　陽光が差し込む窓は木き枠わくで出来ていて、端はじっこが少し歪ゆがんでいるガラスがいくつも嵌はまっていた。サッシとかじゃない。開いて開けるタイプの窓だ。

　窓はもちろんとして、テーブルも椅子も、それに繰くり返し模様が描かかれた壁かべ紙がみも、全部が、アンティークな意い匠しようだった。

　座っているベッドも、正直あまり寝ね心ごこ地ちが良いとは言えない固さ。

　なんとなくだけど、ホームズの時代の洋館、という感じ。

　そういえば、と、天井を見上げる。

「照明が、無い……」

　電気が来ていないという事かな。

　山小屋とかだろうか。

　一つ言える事は、

「……知らない場所で寝てたのね、私は……」

　薄うすら寒さを感じて毛布をたぐり寄せる。と、そこで気づいた。

「……着き替がえ、てる？」

　私はミニスカにセーターを着ていた筈で、それは上下共に泥どろでぐちゃぐちゃになっていた筈だった。

　今、私は、とても薄い綿のワンピースのような服を着ていた。

　どれくらい薄いかって、腕うでが透すけて見えるくらい。

　寝ね間ま着き、なのだろうか。これも、なにか昔の物語の中に出てきそうな服だった。

　急に、一つの疑念がよぎり、自分自身を抱だきしめてみる。

「！……下着を、つけてない」

　シャワーを浴びた後には、ブラを付けないのが私の主義。だからそれはいいんだけど──いやいや良く無い！　それにショーツも着けずに寝るなんて有り得ないし！

　誰だれかが私を着替えさせてここに寝かせたのだ。一体誰が!?




　コンコンッ　ギイッ




　ノックの後、すぐにドアが開く。

「入るよ」

　ティーポットを持った男の人が入ってきた。

　私は思わず毛布をたぐり寄せて体を隠かくす。

「あ、目が覚めたんだね。体の方は大だい丈じよう夫ぶかな」

「……え……！」




　そこに、秋津先生が立っていた。




　ちょっと不思議な格好をしていたけど、秋津先生だった。

「あ、あ、あ……」

「ん、大丈夫？」

「秋津先生っ！」

　私は毛布を投げ出し、ベッドから飛び出し、そのまま先生に抱だきついた。

「秋津先生！　秋津先生！　あきつせんせいぃ～っ！」

　堰せきを切ったように涙なみだが次から次へとこぼれ落ちる。

　私は自分でも何をしているのか分からず、ただただ先生の胸に顔を埋うずめて、ボロボロ泣き続けた。

　先生はそれに気づいたようで、手を伸のばしてティーポットをテーブルに置いてから、

「や、やっぱり痛むのかな。馬に蹴られた所。《人形ドール》は問題無いって言ってたんだけど」

　感動の再会で泣いてるのよっ！　とは言わない。そんな事どうでも良かった。むしろ、秋津先生らしい反応が嬉うれしくて、余計に感かん極きわまってしまい、私は声を出してわんわん泣いた。

　こっちに来てから、泣いてばかりだ。

　イギリスには、私の涙るい腺せんをゆるませるなにかがあるのかも。

　先生が尚なおも「大丈夫？」と言い続けるので、私は泣きながら返事をする。

「い、ひたくは、ない、です。うっく、わた、わたし、ふあん、で。こわ、こわく、て……！」

　先生は、両手を、優やさしく私の肩かたに載のせた。

「怖こわい思いをさせてしまったね。ごめんね。もう、大丈夫だよ」

　その言葉が、私の体の、どこか奥の方に染しみ込んでいく。

　そして、じんわりと、心から温かくなっていく。

　ぐちゃぐちゃになっていた頭と心が少しずつ落ち着いてきて、ようやく私は泣き止やむ。

「……えへへ」

　照れ隠しに笑い、袖そでで涙をぬぐう。

　薄い綿の袖。

　唐とう突とつに思い出す。

　今現在、私はもの凄すごく生き地じの薄い寝間着を着ていて、しかも下着を着けていないという事を！

「きゃあっ！」

　バッと後ろに下がる。と、膝ひざの後ろがベッドに当たって、私はかっくんとベッドに背中から落ちた。

「あたっ！」

　それでも手をじたばたさせて、茶色の毛布を摑つかみ、がばりと体に被かぶせた。

　先生は、私の両りよう肩かたに手を置いたままのポーズで、呆ぼう然ぜんとしている。

「ど、どうしたの？」

「私を着替えさせてくれたのって、もしかして、先生なんですか!?」

　もしそうなら、あの、ええと、ああっ、なんて事なのっ!?

　先生は、急に慌あわてて横を向いた。顔が赤くなっている。

「い、いや、やっていない！　《人形ドール》に頼たのんでやってもらったんだよ！」

　なーんだ。とりあえず、危機は去った。

　急に、元気が出てきた。

　目の前に困った顔をしている先生がいる事と、無関係では無いだろう。

　私は笑え顔がおで尋たずねる。

「ところで先生、なんでそんな格好してるんですか？」

「え？　変かな？」

「うーん、変という訳では無いんだけど……」

　秋津先生は、ズボンにベスト、そして冬物のジャケットを着ていた。全部色が違ちがう。そして太いネクタイをしている。ネクタイの色は黒。

　なんて言うんだろう。昔のイギリスの紳しん士し、みたいな感じがする。それは私から見たらとても不思議な格好だけど、同じように昔の感じがするこの部屋には、マッチしていた。

「まあ、それはそれで素す敵てきです。スーツも似合うんですね」

「ええと、ありがとう」

　秋津先生は、頭をかきながら座った。

「紅茶、飲むかい？」

「はい！」

　元気よく返事。先生は頷うなずいて、ティーポットから紅茶を注ぎ、こちらに渡わたした。砂糖もミルクも無いのかと思ったけど、今は文句を言わない。寒かったし、喉のども渇かわいていた。

　琥こ珀はく色いろの液体が、喉を通りすぎる。美味おいしかった。

　冷ましながら飲み終えるまで、先生は黙だまって私を見ていた。そして、

「落ち着いたかな」

「はい」

　先さき程ほどわんわん泣いてしまったのがちょっと恥はずかしくて、先生の顔をまともに見られなかった。

「一つ、質問をしていいかい」

「どうぞ？」

　先生は椅い子すから身を乗り出して、私を見た。

「君は、さっきから『秋津先生』と言っているよね」

「……それが、なにか？」

「つまり、君は、秋津安芸の知り合い、という事だよね」

「……はい？」

「ああ、ええと、質問が良く無かったか」

　先生は椅子から立ち上がり、指の先で髪かみを弄いじりながら、テーブルの周りを歩いた。

　そして、決心したように立ち止まり、私を覗のぞき込むように見る。

「単刀直入に聞こう」

「は、はい」

「君は、誰だれなんだい？」

「……え？」

「秋津安芸にとって、どういう、人なのかな」

「……え？」

　間ま抜ぬけにも同じ事を二度言ってしまった。

　混乱する。この人は何を言ってるの？　これは何かのジョーク？　「君は、誰なんだい？」ですって？　全然笑えないんだけど！

　情報が足りない。私は先生を見上げる。

「ええと。あ、あの。先生は、秋津先生……ですよね？」

　まさかとは思うし、たとえそうだとしても私が見み間ま違ちがえる筈はずは無いと思うんだけど、その上で、よもや瓜うり二ふたつの他人という可能性は無いよね？

「ああ。うん。私は秋津安芸」

「え、『私』？」

　先生が自分の事を「私」なんて言うの、初めて聞いた。

「そう。私は秋津安芸。そう、聞いている」

「き、聞いている？　って、どういう事ですか？」

「うん。実は、恥ずかしい話なんだけど……」

　そう言って、先生は恥ずかしげに笑った。




　……。




　…………え？




　先生が、笑った？




　しかし、その事について驚おどろく余よ裕ゆうも私は与あたえてもらえなかった。

　なぜなら、先生は頭をかきながらこう言ったのだ。







「私は、この《島イニス》に来る以前の記き憶おくが、無いんです」







　……。




　…………。




　………………は？




「え……、いや、ちょ……、ええええぇぇぇぇぇえええええ!!!?？？」
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65　斎条からのメールを読み終わった私は、天てん井じように向かって声をかける。




「伊代、お前はどうしたい？」

　天井に設置されたカメラのすぐ横がチカチカと点てん滅めつし、執しつ務む机の向かいに女子生徒の立体映像が投とう影えいされる。

　それはジェシカではなく、伊代だった。

　とても真しん剣けんな顔をしている。

　伊代の立体映像は、机の上に両手をついて、身を乗り出した。

『お願いします。周藤絵里子理事長。私にも、戦わせて下さい』

「うん。まあ、そういうだろうと思っていた」

　備え付けの電話から受話器を取り、内線でスタッフを呼び出す。

「周藤だ。大至急、ジェシカシステムの輸送作業の準備に入って欲しい」

　電話の向こうが一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、直後に大混乱が起きているのが聞こえた。

「そうだ。輸送だ。行き先はイギリス。もちろん空輸だぞ。専用機の調達も頼たのむ。私もその機で現地に行く。君らも一いつ緒しよに行くんだ」

　ＰＣでスケジューラーを立ち上げ、今日から１週間の予定を理事長権限で全すべて延期にし、「臨時長期休きゆう暇か」のマークで塗ぬりつぶす。

　ついでに主要なスタッフの予定も変へん更こうしておいてあげる。うん、私って優やさしいなあ。

「イギリスに行く理由？　決まってるだろ、ジェシカを向こうで動かすんだよ。第一種戦せん闘とう想定配置でだ。アスファイファ号で単独起動実験は済んでいる。大だい丈じよう夫ぶだ。いけるいける」

　受話器の向こうが更さらに大おお騒さわぎになる。なんとか思いとどまらせようとしているみたいだ。

「なに？　イギリスにはジェシカを運用する設備がない？　何を言っている。あるだろう。《蒼マーレ》統とう括かつの大学が。……ああ、気にするな。あの学長には私から話を通しておく」

　確かに、学長を説得するのは骨が折れるかもしれないが、致いたし方あるまい。

　可愛かわいい弟と、元旦だん那なが頑がん張ばっているのだ。私だけ日本にいて、のほほんとしている訳にはいかない。

　それに、目の前に立っている伊代に、こんな目で見つめられたら、断る事なんか出来ない。

「向こうの大学の敷しき地ちを一部借りよう。屋根がついていればテニスコートだって構わん。そうだな、24時間以内には現地でジェシカの姿を確かく認にん出来るようにしてくれ。君らの手しゆ腕わんに期待している」

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようのような声が聞こえたが、気のせいという事にして受話器を置く。

　伊代は、らしくもなく丁てい寧ねいに頭を下げた。

『感謝します。周藤理事長』

「気にするな。これは我ら姉きよう弟だいが待ち望んでいた戦いだ。それに」

『それに？』

「それに、この戦いはお前への贖しよく罪ざいでもある。お前には見届ける権利があるだろう」

『私は、義務だと思っています』

「そうか。さて、他ほかに提案はあるか？」

　伊代は「ふむ」と、指を顎あごに当てて考え、そして言った。

『はるるんの妹さんにも、状じよう況きようを教えてあげてはいかがでしょうか』

「ん、ああ、そうだな。お祭り騒さわぎに参加させてやろう」

　私は携けい帯たい電でん話わのアドレス帳を手た繰ぐって、《紅オストラム》の「城」の城主の電話番号を探した。




66　「──それ、ホントなの？　ソノオ」




「ここで噓うそをつく理由がないよ。ベル」

　深夜３時に乙女おとめの寝しん室しつに忍しのび込んできた不良教師はそう言って、力なく笑えみを作る。

　ソノオは、部屋に入ってくるなり、衝しよう撃げき的な話をした。




《紅オストラム》の、《特権タレント》について。




　眠ねむ気けも吹ふき飛ぶというものだ。

　しかし、ベッドから飛び起きて、この優男に寝ね姿すがたをさらすつもりは無かった。

　なので私は未いまだベッドの中でシーツを被かぶったまま寝っ転がっていた。ソノオは隣となりのベッドに座り、こちらを見下ろしている。

　ソノオの発言には色々解げせない物があった。

「そもそも、なんでそんな話を私にするのよ。しかもこんな時間に。もしバレたら、あんた色んな法律にひっかかるわよ？」

「時間が無いからだよ。うまく行けば明日までに安芸クン達は帰ってくる。それまでにこちらも準備を進めておかないといけない」

「あなた、ハルカにも『１日待つ』って言ってたわね。アキを《島イニス》から脱だつ出しゆつさせる方法について、なにか知ってるわけ？」

「今は言えない」

「知ってるわけだ」

　ソノオは無言で笑みを作った。

「──で、私に何をさせようってわけ？」

「そうこなくっちゃ」

　両手を広げて大げさに言う。こういう芝しば居いがかった態度がこの男の好きになれない所だ。

「理事長も、ジェシカシステムを引き連れて、一両日中にはこちらに到とう着ちやくする予定だ。受け入れ準備に手を貸して欲しい」

「イヨも来るって事？」

「ああ。それに、現在スペシャルゲストについても交こう渉しよう中」

　ちょっと考えて、誰だれの事を言っているのかに気づく。

「へえ。豪ごう華かなキャスティングね」

「スターに見合ったショーにしたい所だね」

　ふむ。

「分かったわ。準備するから出て行って」

「え？」

　疑問を口にするソノオに、私は胸むな元もとのシーツを寄せて、ジロリと睨にらむ。

「私、寝る時は何も着ない主義なの」

「ああ……それは失礼」

　ソノオはそつのない動きで立ち上がり、ドアに向かった。こちらを見ないで喋しやべる。

「今は指示を出してくれるだけでいい。君にも睡すい眠みんは必要だ」

「そうね。スタッフに頑がん張ばってもらいましょう」

「よろしく。では詳くわしい話は朝になってから」

「ええ」

　ソノオは音を立てずにドアを開き、そして閉めた。

　外に出て行ったのを確認してから起き上がる。

　手を伸のばしてテーブルの上の携けい帯たいを取り、どこに指示を出すかを頭の中で組み立てる。

「それにしても」

　ソノオがさっき言った言葉を思い出す。

「まさか、《紅オストラム》の《特権タレント》が──」

　頭の中に、あのいつでも元気いっぱいな子の顔が浮うかぶ。

「──《支配リアイル》、とはね」




67　周藤理事長との電話を切ってから、私はインカムを外し、机の上に放ほうり投げた。




「言われなくても行きますよーだ」

　目の前の机には三面のディスプレイが二段、計六枚が置かれ、エージェントＡＩが逐ちく次じ情報を集積した結果を報告し続けている。

　私は椅い子すの上で体を伸ばす。

　そして、呟つぶやく。

「だから、イギリスなんかに行かなきゃ良かったのに……」

　こういう日が来るのは分かっていた。

　待っていたわけじゃない。分かっていたんだ。

　お姉ちゃんが秋津先生と出会わなければ、もしかしたら、お姉ちゃんは一生論理魔ま術じゆつと関かかわらずに暮らせたかもしれない。

　それを考えると、想像の中でとても言葉では倫りん理り的に説明できないような事を秋津先生に二百五十六回位はしてやらないと怒いかりが収まらなくなるけど、それはやつあたりかもしれないので二百四十八回くらいで我が慢まんしておく。

　仮に秋津先生と出会わなかったとしても、いずれは、お姉ちゃんは魔術の道に入っていたかもしれない。誰だれかを助ける事に、人一倍パワーを発揮する人だから。お姉ちゃんは。

　そして、もしその時が来たら、私が命に代えてでもお姉ちゃんをサポートして行こうと思っていた。だって、たった二人生き残った、姉妹なんだから。

　それに、お姉ちゃんの事、愛してるし！

　そして、今、お姉ちゃんは過去最大級のぴんちである。

《島イニス》は、この世界とは隔かく絶ぜつしている。当然携帯の電波なんか届かない。

　それに、運良く《島イニス》から脱だつ出しゆつ出来たとしても、イギリスにいるお姉ちゃんを日本からサポートする事は難しい。

　イギリスと日本は９０００キロメートル離はなれている。

　この距離では、遠すぎて、お姉ちゃんの声が聞こえない。

　この距離を、縮めるしか、他ほかに方法は無いのだ。

「そう。側そばにいなきゃ、お姉ちゃんをサポート出来ない」

　朝から自分に言い聞かせている言葉を繰くり返す。

　それでも、怖こわかった。

　でもきっと、お姉ちゃんの方が、何倍も怖い思いをしている筈はず。

　今は多分、秋津先生は役に立たない。

　私が、なんとかしなきゃなんだ。

「……よし」

　小さく決意の宣言をしてから、椅子をくるりと回す。

　この２年間、私以外の人が触ふれた事の無いドアのすぐ横に、大急ぎで準備したソレがあった。

　真っ赤な、旅行用のトランク。

　私は立ち上がり、身み支じ度たくを確かく認にんする。もちろん、支度は朝からばっちり出来ていた。

　ただ、自分の中の勇気を奮い立たせるのに、時間がかかっていたのだ。

　そして、もう十分に気合いは高まっていた。

　周藤理事長の言葉も、後押しになったのかも。

　私は、ゆっくりとドアに近づいた。

　部屋の電気を消し、トランクを手に取る。

　ドアノブにかける手が震ふるえる。

　別に家の中なら、普ふ通つうに歩けるのに。

「……でも」

　今日、このドアを開けるというのは、別の意味を持っていたから。

　だから、手が震えた。

「……ええい！」

　気合いを入れてドアノブを摑つかみ、ぐるりと回してドアを開け、廊ろう下かに出る。

　いつもの廊下。そして階段。

　今日の私には、その廊下も、階段も、いつもとは違ちがう意味を持っていた。
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　私は、その先に、行かなければならないのだ。

「行くよ」

　自分に言い聞かせる。

　すっと息を吸ってから、廊下に飛び出る。

　そのまま階段を駆かけ下りながら、私は叫さけんだ。

「待っててねっ、お姉ちゃん！　今すぐ行くからっ！」

　階段の先で、柔やわらかな陽光が、玄げん関かんを照らしていた。







　バックステージ（あとがき）







　土屋つかさです。『放課後の魔術師メイガス⑥ミスティック・トリップ』をお届けします。お楽しみいただければ幸いです。本日はいつもと趣しゆ向こうを変えまして、物語のバックボーンについて書いてみようかと思います。あ、ちなみに今回のボードゲームは『おい、それは俺の魚だぜ！』でした。




　一巻のあとがきにちらっと書いた通り、『放課後の魔術師メイガス』は、それ以前に土屋が考えていた三つの物語を再構成した物です。その中の一つが「桜華サーガ～論理魔術師年代記～」という物でした。今思うと恥はずかしいタイトルですが、若気のいたりという事で。

　そもそも、《円環キアカル》と《鴉ノツクス》の戦いは神話の時代から遥はるか未来まで延々と続いておりまして、『放課後の魔術師メイガス』は、その「現代編」なのです。

　桜華サーガでは、時代を大きく三つに分けています。せっかくなのでちょこっとだけ紹しよう介かい。ちなみに「○○編」の名めい称しようは今考えた適当な物です。




・ファンタジー編

　まだ世界に魔ま術じゆつが溢あふれていた遠い昔。異世界からこの地に召しよう喚かんされてきた八人、後に初代の論理魔術師となる彼らが、いかに悩なやみながら世界を救い、同時に世界から魔術を奪うばうかの物語。




・現代編

　21世紀の日本を舞ぶ台たいにした、現代の魔術師の物語（これが『放課後の魔術師メイガス』です）。




・未来編

　科学技術の進歩により、人類は《可能性ルウキス》を物体から抽ちゆう出しゆつし、誰だれでもその力を使えるようになっています。それによって文明も大おお幅はばに進歩し、現実的な地球外移住が視野に入ってきます。そんな時代に生き続ける魔術師達と、《鴉ノツクス》との最後の戦いの物語。




　とまあ、こんな感じです。ファンタジー編にしても、未来編にしても、まだ一行も書いておらず、また今のところ発表の予定はありません。いつかお見せ出来る機会があればなあとぼんやり思っております。







【お知らせ】




　前巻、前々巻の連動企画「特製ブックレット応募者全員プレゼントキャンペーン」ですが、当初の予想を遥かに上回るご応募をいただきました。改めて御おん礼れい申し上げます。香か音のんが主役のショートショートですが、ページが許す限りみっちり書きました！　到とう着ちやくまで今しばらくお待ちいただければと思います。




【謝辞】




　毎回美び麗れいなイラストを描かいていただいているふゆの春はる秋あきさん。ありがとうございます。読者の皆みなさんからの応おう援えんのメール、お手紙にも目を通させてもらっています。執しつ筆ぴつの活力になります。ありがとうございます。いつもいつも原げん稿こうをお待たせしているＵ野さん。今回もご迷めい惑わくをおかけしました……じゃなくて、ありがとうございます！　そして、これはもう言うまでも無い事ですが、読んでくれた読者の皆さんに百万の感謝を！　あなた方のおかげで、土屋はこれからも書いていけます。本当にありがとう！




　さて、遙はるかと安芸あきの物語も、いよいよ佳か境きようでございます。安芸はどうなってしまったのか。遙の取る行動は。他の登場人物達の動きにも注目です。お楽しみに！　次の巻は春、４月か５月ぐらいにはお届け出来るんじゃないかなと思っています。多分。きっと。がんばれ！（誰に言っている）




　応援のお便り、お待ちしております。作品の感想でも嬉うれしいですし、学校や友達の間で何が流行はやっているのか、あるいは、今どんな事を考えているのかなど、教えてもらえたら嬉しいです。スニーカーＷｅｂアンケートか、編集部気付でどしどし送ってきて下さい。




　それではまたお会いしましょう。


土屋　つかさ　　






Ｐ．Ｓ．デジタルアナログ問わずゲームの話しか書いてないブログ更こう新しん中です。

土屋つかさの今か無しか（「今か無しか」で検けん索さくして下さい）


http://someiyoshino.at.webry.info/（２０１４年５月現在）
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